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  脱だつ衣えの儀ぎ


  



  　　　それは、古来より日本が混迷に陥おちいった時に開かれるとされる国儀。


  　　　脱だつ衣い士しと呼ばれる選ばれし者たちは、


  　　　相手の衣服を奪い合う決闘を行う。


  　　　勝ち残る者は唯ただ一人。


  　　　その者こそ神々の奇跡を授かり国を救う聖人とならん。


  　　　そして現代、四百年の時を経て


  　　　〈脱衣の儀〉がいま再び執り行われようとしていた……。
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  人物紹介


  



  古織木綿（ふるおり　もめん）


  　脱だつ衣い士しの家系を継ぐ


  　むっつりスケベな男子高校生。


  



  天縫ミシン（あまぬい　みしん）


  　お針はり子こ巫み女ことして


  　木綿のパートナーとなる生粋の大和やまと撫子なでしこ。


  



  美服院姫乃（びふくいん　ひめの）


  　下ネタ大好きな大富豪のご令嬢。


  　木綿とミシンの後援者となる。


  



  切原うさ子（きりはら　うさこ）


  　凄腕のハサミ使いの美少女脱衣士。


  　性格にやや難がある。


  第一章　エロスの名のもとに少年は起たつ


  



  　時刻は夕方。舗装された田んぼのあぜ道。


  　右を向いても左を向いても田んぼ田んぼ田んぼ。たまに、ぶどう畑。


  　それが俺の住む愛知県の片隅にある田舎町の風景だ。


  　見慣れた景色の中の通い慣れた道を、俺は上機嫌で自転車を漕こぐ。


  　ここから自転車を一時間ほど走らせた隣の町に、エロ本の品しな揃ぞろえが秀逸な書店がある。


  　今まさにそこへ行った帰り道なのだ。


  　今年の四月に高校へ入学してから二か月。


  　部活に勤いそしむでもなく、クラスでは目立たないグループに所属しながら、友達付き合いもほどほどに。


  　この田んぼばかりの景色同様、高校生になっても変わり映えのしない俺の日常。


  　そんな俺にとって、エロ本を買うことが何物にも代えがたい楽しみになっている。


  　パソコンやスマホを使えば簡単にエロ画像が手に入る昨今だが、俺はあえてエロ本を選ぶ。


  　書店に並ぶエロ本には絶対と言っていいほど何かしらの手段で封がされているため、中身を覗のぞき見ることができない。つまり表紙買いが当たり前だ。


  　それが興奮をそそるのだ。


  　中身がわからないわけだから当然ハズレの時もある。これまでにも幾度となく表紙に騙だまされ、さしてヌキどころもないエロ本を掴つかまされてきた。けれど、俺好みの極上のエロスが詰まっていた時のその感動たるや……。


  　そこで俺はふと考える。


  　とどのつまり、俺はエロ本を開くまでの過程を楽しんでいるのかもしれない。


  　そしてこれは、女性の体にも同じことが言えるのでは？


  　憧あこがれの女性の服を脱がす。その瞬間にこそエロの神髄が詰まっていると───。


  　まあ、実際のところどうなのかはわからない。


  　なぜなら、俺は童貞だから。


  　ふと、自転車のカゴに収まったエロ本の紙袋が視界に入り、俺はにんまりする。


  　エロ本を開く瞬間を想像しただけで胸と股こ間かんが熱くなる思いがする。


  　もうすぐだ。もうすぐ俺はエロ本を見ることができるんだ！


  　ペダルを漕こぐ足にいっそう力が入る。ぐんと自転車のスピードが上がる。


  　その時────。


  　田舎の夕暮れ特有のどこかしんみりとした雰囲気を掻かき消すように、前方から派手なエンジン音が響いてきた。この音は、明らかに農家の軽トラではない。


  　見れば前方から真っ赤なスポーツカーが猛烈な勢いで迫ってきていた。


  　俺は慌てて道路の脇わきへと自転車を寄せ、スポーツカーの爆走を見送ることにした。


  　それはポルシェという名の最上級の高級車だった。実物を見るのは生まれて初めてだ。


  　こんな田舎町にポルシェかよ。


  　絶望的に、この町に似合わない車だと思った。


  「……ちっ」


  　思わず舌打ち一つ。


  　あんな高級車に乗ってる奴やつなんて、どーせとんでもないリア充に決まっている。きっとあのご立派な車に女を取っ替え引っ替え連れ込んでカーセックスしてんだろ。


  　俺のサイドレバーが興奮してギンギンだよなんてカーセックスジョーク、ちっとも笑えねぇよ。むしろ想像しただけで殺意が湧わくわ。車ごと爆発しろ。


  　そう心の中で念じると、俺の真横を横切っていこうとしたポルシェが思いっきり急ブレーキをかけ、そのままタイヤを焦がすようにスピンしてくるりと車体をこちらに向けた。


  　な、なんだ？　そんな派手なアクションして停とまらないといけない理由がどこにある？


  　疑問に思った俺は自転車から降りると、同時にばたんっと運転席の扉が勢いよく開いた。


  　そして中から姿を現したのは、気取ったリア充野郎なんかじゃなく───とてつもない美女だった。


  　年は二十歳前後だろうか、色白美人。さらりと伸びた髪は腰より少し上のあたりで切り揃そろえられていた。パンツルックの脚はすらりと長く、おそらくブランド物だと思われる仕立てのいいスーツをごく自然に着こなしている。おまけにシャツのボタンを大胆に開けている胸元からは離れていてもわかるくらいに大きなバストが覗のぞいていた。


  　俺は呆あつ気けにとられて動けなかった。


  　こんな美人、今まで見たことない。まるで女優のようなオーラを放っている。


  　しかも、そんな人と俺は視線を交わし合っている。


  　心臓がどきどきしすぎて胸が痛い。


  　出会っただけで身体に異常を感じるほどの美人ってやばすぎるだろ。


  　するとその美人はポルシェの脇わきに立ちながら、人差し指をくいくいと動かした。


  　それは自分のもとへと来いと俺に命令している動作に見える。


  　俺は無言の圧力に押されるかのように、自転車のスタンドを立てて美人なお姉さんのもとへと歩いていった。


  「あー……君のその顔」


  　お姉さんの前に立つと、じろりと見下ろされてしまった。
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  　俺の身長一六〇センチ。それに比べてお姉さん、たぶん一七五センチくらいあるんじゃないか？　なんてスタイルの良さなんだ。


  　っていうか、いま俺に話しかけてるんだよな？


  　ちゃんと言葉通じるんだ……人としての格差ありすぎて言語すら通じないイメージだったわ。


  　お姉さんは手元のタブレット端末と俺の顔とを交互に見比べると、再度口を開いた。


  「間違ってたらすまん。君はあれかな、古ふる織おり木綿もめん君じゃないか？　古織神社の一人息子の」


  「…………」


  　そうです。間違ってません。俺は古織神社の一人息子、古織木綿当人です。


  　だが、美人の口から俺の名前が語られるという衝撃にうまく言葉が出てこない。


  「これ、君だよね？」


  　そう言ってお姉さんはタブレット端末の画面を俺に見せた。そこに映っていたのは間違いなく俺の顔。でも、こんな写真いつどこで撮られたんだ？


  　俺はただひたすらに首を縦に振った。


  　くそっ、悔くやしい。なんか女慣れしてない感じが前面に押し出されてる気がする。


  　なんかもうちょっと気の利いた返事できないのかよ、自分！


  　するとお姉さんは口を裂さいて快活に笑った。


  「かかっ───ちょうどいい、偶然見つけられるだなんてついてるな、私！」


  　そう言うや否や、お姉さんは俺の襟首を引っ掴つかむとそのまま車の助手席へと放ほうり込んだ。


  　抵抗なんてできやしない、まるきりの拉ら致ち。


  「ちょっ……なにをっ！」


  　暴れる隙すきも与えられずに、俺の体はシートベルトで固定される。


  　ぎゅるん、と勢いよくタイヤを回転させポルシェは走り出す。


  　道に放置された俺の自転車を残して……。


  　まずいっ！　あの自転車がもし警察のもとに届けられたら必然的にカゴの中のエロ本までチェックされるじゃねぇか！　そして回り回って俺の所持品だと発覚したら赤っ恥もいいとこだ！　それは是が非でも避けたい状況だ。


  　いや、待て、バカ！　自分のバカ。今はそれどころじゃねぇって。


  　美人のお姉さんに拉致られてる最中だってこと忘れるな。


  「あ、あの……えっと、俺、何がどうなってるのか……」


  「そうびくびくしなくてもいいじゃないか。帰るとこだったんだろ？　君を家まで送ってやるんだよ。素敵なお姉さんとドライブデートだと思えば心躍るシチュエーションじゃないか」


  「はぁ……」


  　こんな特異な状況にもかかわらず、俺は大胆に開いたお姉さんの胸元をチラ見する。


  　おおっ、間近で見るとすっげーボリューム。特盛りだ。


  「そんじゃ、自己紹介といこうか。こっちだけ君のことを知ってるのはズルいものね。私の名前は美び服ふく院いん姫ひめ乃の───あだ名がだいたい姫になるんだが、その呼び方は気に入らない。絶対に呼ぶなよ」


  「はぁ……じゃあ、美服院さんは……その、何をされてる方なんですか？」


  「何をって職業の話？　あぁ、だったら学生ってことになるかな。イギリスの大学に通ってるんだが、休学してこのあいだ日本に戻ってきたとこ。あとは……？　聞きたいことない？　ないならいいけど」


  　まだ返事もしてないのに美服院さんは勝手に話を進めてしまう。


  　おまけに車のスピードもどんどん上がっている。


  「いやっ、逆に聞きたいことだらけっていうか……。なんで俺のこと知ってんのかとか疑問ですし」


  「そんなの調べたからに決まってるだろ？　私にとって君は必要不可欠な人間だからさ。あ、そうだ。念のためあっちのほうも調べとくか」


  　そう言って路肩に停車させると、美服院さんは俺の座っている助手席のシートを思いっきり倒してきた。


  　自然、俺の体はシートベルトで固定されたまま仰あお向むけにされる。


  　すると何を思ったのか美服院さんはそんな状態の俺に覆おおい被かぶさるように接近してきた。


  　そして、俺の両肩にそっと手を添える。


  「な……！」


  　いきなり俺と美服院さんの顔の距離が五センチくらいに近寄った。


  　な、ななななななっ。なんだこの状況。えらいこっちゃだ！


  　だって美服院さんの肌が、瞳ひとみが、唇が───全部が近い！　香水なのかフローラルなものすごくいい匂においまでする。


  　こんな至近距離に女子が接近したことなんて人生で初めての体験だ！　頭が沸騰しそうなくらいに混乱してきた！


  　美服院さんはちろりと唇を舐なめて俺のことを見下ろす。


  「今ここで、私が君に濃厚なディープキスをしようとしたら君は拒むかい？　もしくはズボンの上から股こ間かんに手を這はわせたら嫌いやがって私の体をはね飛ばすかな？」


  「は、あぁぁぁ……？」


  　何を仰おつしゃってやがりますか、この人は！


  　どうすんだ？　こういう時なんて言って返すのが自然なんだ？


  　わかんねぇよ、こんな状況になったことないし！


  　でも格好悪いとこ見せるわけにはいかない。ここで少しでもとちったり恥ずかしがったりしたら、あからさまに童貞だと見抜かれる。それは避けたい！


  　俺くらいの年とし頃ごろの男子は女性に童貞だとバレるのが一番嫌いやなことだ。なんとかうまいこと返すには……。


  　と必死に頭を活動させてみてもなんにも考えが浮かばない。


  「あああ……あの、えと……」


  　パニックになってまともに話もできない俺を見て、美び服ふく院いんさんは吹き出した。


  「あっはっはっ、どうした？　ガチガチに緊張しちゃってんじゃん」


  「し、してませんけど……」


  　してたけどもよぉ。超恥ずかしい。死にてぇ。


  　つーか、なんなのこのお姉さん。


  「でもまぁ、だいたいわかったからいいよ。ここ、こんなにしちゃってさ」


  　美服院さんは俺の股こ間かんの膨らみをズボンの上から指でピンと弾はじいた。


  　ちょっ、駄目！　そんな刺激の強いことしたら出ちゃうって！　変な汁が！


  「君はちゃんと女性に欲情できるわけだ。つまり世間一般の男子高校生特有のエロさを持ち合わせている」


  「……？」


  　この人、いったいなんの確認をしてるんだ？


  　俺が目を丸くして頭の上に疑問符をいっぱい浮かべていると、美服院さんはそれを察したのか、俺の肩をぽんぽんと叩たたいた。


  「まぁ、おいおい説明してやるから安心しなよ。ともかくさ───私は君に賭かけようと思ってるんだ。私の夢の実現を。野望と言ってもいいけどね」


  「なんですかそれ？」


  「これから君にはとある試合に出てもらう。これは決定事項だ、君に拒否権はない。そして、その試合で優勝して私に天下を寄よ越こせ。それが私の望みだ」


  「……？」


  　ますます以もつて意味不明なことを言い始めた。


  　けれど、美服院さんの目には炎のような情熱が宿っているように見えた。


  「私はこの国の頂いただきに登りたいんだ。ほかの誰だれよりも偉くなりたい。そのためには君の力が必要だってことさ」


  「……本気ですか？」


  「かかっ。もちろん！　冗談でこんなこと言うはずないだろ？」


  　俺はこの人の快活で迷いのないその言葉を聞いて、息を呑のんだ。


  　この人は国の頂に登るなんていう夢物語みたいなことを、マジで考えてる。そう思わせる凄すごみがあった。


  　急に美服院さんのことが、さっき俺を押し倒したビッチとは思えないような威厳というか、誇り高い人物のように思えてくるから不思議だ。


  　そんな美び服ふく院いんさんは、真剣味に溢あふれていた顔を少しだけ緩めると、口の端を吊つり上げてこう言った。


  「覚えておくんだな、君のそのエロさ。それが今後の君の人生を大きく左右することになるんだから。なぁ、木綿もめん君───いや、童貞君」


  　って、おい！　さらっと人のこと童貞扱いするなよな！　実際童貞なのは確かだけど、口に出して言われると凹へこむわ。


  「あ、それとさ」


  　車を発進させながら美服院さんは思い出したかのように口を開いた。


  「一ついいことを教えてあげよう、青少年。女の子ってのは、君たちが思っている以上に男たちのいやらしい視線に敏感なんだ。さっきから君が私の胸にちらちら視線を向けてること気づいてないとでも思った？」


  「な……！」


  　マジかよ！　今までずっと気づかれてないと思ってたのに！　さりげなく隠おん密みつのようにチラ見していた俺の努力は無駄だったのか。


  　恥ずかしそうにする俺を見て、美服院さんは満足げに笑えみを浮かべた。


  　かくして車は俺の家に向かって走っていく。


  



  　愛知県の片隅に存在する小さなボロ神社。


  　その名も古ふる織おり神社───古織家が代々管理してきた神社であり、俺の家でもある。


  　鳥居の真ん前までポルシェで乗りつけた美服院さんは、車から降りるや颯さつ爽そうと境内へと入っていく。


  　俺も慌あわてて後を追う。


  「神う社ちになんの用があるんすか？　自分ちのこと悪く言うのもなんですけど、この神社、近所じゃボロ布神社なんて呼ばれてるただの寂さびれた神社ですよ？」


  　ボロ布神社の呼び名は、この神社が使い古されて要らなくなった布や服なんかを引き取って祀まつっていることからついたようだ。


  　昔はその名前で友達から随分からかわれたっけ。


  　ほとんど参拝客もない、あってもなくてもいいような神社だ。


  　美服院さんはそんな神社の本殿の前に立つと、俺のほうへとくるりと振り返った。


  「君のおじいさんはご在宅かな？　会いたいのだが」


  「いいですけど……美服院さん、俺のことどこまで知ってるんですか？」


  「君の家の事情はそこそこ知ってるよ。おじいさんと二人暮らしということ。ご両親は海外出張が多い仕事のせいでほとんどこの神社に寄りつかないということ。おばあさんはいろいろあって君が子供の頃ころに家を出ていってしまったそうだね」


  　この人、一体何者なんだよ……。


  「じゃ、じゃあ家に上がってください。じいちゃんは滅多に外出なんてしないから居間にいると思います」


  　美び服ふく院いんさんを玄関から上げて居間へと案内する。


  　じいちゃんはちゃぶ台の上に新聞紙を広げたまま、いつものようにぼんやりしていた。齢よわい九十になろうとするじいちゃんは、生気というものが抜け落ちている。


  「じいちゃんに用があるって人が来てるんだけどー」


  　そうじいちゃんに告げると、開いてるか開いてないかわかんねぇ糸みたいな細い目で美服院さんを見上げた。


  「はじめまして、古ふる織おり絹きぬ造ぞうさん。美服院姫ひめ乃のと申します」


  　美服院さんが名乗った途端───今まで萎しなびていたじいちゃんの背中がピンと伸び、かっと目が開いた。


  「なんじゃと！」


  　がたんっと、じいちゃんは座ざ椅い子すを倒して大げさに立ち上がった。


  　普段、お茶を飲んではぼんやり庭を眺めているようなじいちゃんがこの反応。


  　おかしい。明らかに何かある。


  　なんだかわかんねぇけど、俺だけ蚊か帳やの外で二人だけに通じるものがあるっぽい。


  　勢いよく立ち上がったじいちゃんは、なんともいえない表情をして固まったままだ。


  「絹造さん。単刀直入に伺いますが、お孫さん──古織木綿もめん君を全ぜん日に本ほん脱だつ衣い連れん盟めいに登録していませんね？　私の調べによると脱だつ衣い士しとしての稽けい古こすらつけていない」


  「そ、それは……そうなんじゃが……」


  　真正面から対たい峙じしているじいちゃんと美服院さん。


  　美服院さんは礼儀正しい言葉使いをしているものの、どこかじいちゃんを責めるような口ぶりだ。


  　そして言っていることが俺にはいっさい理解できない。脱衣がどうとか、なんのことだ？


  　俺は状況が飲み込めないからさっきからもやもやして仕方ない。


  　けれど美服院さんは俺の存在を置き去りに話を進めていく。


  「私がここへ来たことですでにお察しのことと思いますが、三か月後に開催が決定しました。じつに四百年ぶりに〈脱だつ衣えの儀ぎ〉が開かれるのです」


  　そして美服院さんは俺を指差して言う。


  「彼───古織木綿君は古織家の正統なる嫡子であり、また〈脱衣の儀〉への参加資格を有する脱衣士です。勝手ながら、私のほうで彼を脱衣士として脱衣連に登録しておきました」


  「そうか……まさか本当に〈脱衣の儀〉が開かれる日が来ようとは……」


  　じっと見つめ合う二人。どことなく険悪なムードを感じるんだけど。


  　俺はそんなムードを壊すように、話に割って入った。


  「はい、ストップー！　いきなり険悪な感じにならないでくれ。あと俺にもちゃんとわかるように説明してほしいんだけど」


  　俺の言葉に、じいちゃんは溜ため息いきを吐つくと口を開いた。


  「いいか、木綿もめん。お前には生まれながらにして脱だつ衣い士しの血が流れておる。我が古ふる織おり一族は古来より続く脱衣士の一族だからじゃ。わしにもお前の父親にもその血は流れておったのじゃ」


  「じいちゃん、意味がわからん。もうちょっとわかりやすく言ってくれ。その脱衣士ってのはなんなんだ。いきなり俺が脱衣士だなんて言われても知らないし」


  「それにはまず〈脱だつ衣えの儀ぎ〉という儀式から説明せにゃならん。〈脱衣の儀〉とは全国から脱衣士が集まりその頂点を決める儀式じゃ。脱衣士同士の戦いの場でもある」


  「んん……？　格闘技の大会みたいなものなのか？」


  「違うわい。〈脱衣の儀〉での戦いは敵対する相手との衣服の脱がし合い。先に全裸になったほうが負けという壮絶なる決闘じゃ。そしてその〈脱衣の儀〉に参加できるのが脱衣士と呼ばれる者───つまりお前なのじゃ」


  「はぁ……？　服の脱がし合いぃ？　なんだそれ、くだんねぇ」


  「くだらなくなどないぞ、木綿君！」


  　ばんっ、と美び服ふく院いんさんが勢いよくちゃぶ台を叩たたく。


  「〈脱衣の儀〉は神かみ世よの時代から脈々と続けられてきた日本の国儀なんだ。優勝した脱衣士は聖人と呼ばれる存在となり、神々の加護を受けることができる。そして聖人は自らの後援者に奇跡をもたらすと言われている。事実、聖人の後援者だったが故に歴史上に名を残している者たちがたくさんいるんだ」


  「例えば……？」


  　じいちゃんが答える。


  「卑ひ弥み呼こ、それに源みなもとの頼より朝ともや徳とく川がわ家いえ康やす。彼らは〈脱衣の儀〉によって聖人となった脱衣士の後援者だった者たちじゃ」


  　大物ばっかじゃねえか！　事実上、天下を取った人物たちと言ってもいい───とはいえ、いや、だからこそ、めちゃくちゃ嘘うそくさい。


  「そしてこの私が、君の後援者なんだ。古織家と美服院家は昔から脱衣士とその後援者としての繋つながりがあったというわけさ」


  「そんなこと言われても……信じられませんよ」


  「信じられないのも無理はない……」


  　じいちゃんは悔くやしそうに顔をしかめて話を続けた。


  「なにせお前の父親は、脱衣士に関わる一切のことを封印してしまったのだからな……」


  「なんでそんなことを……？」


  「脱だつ衣い士しの第一条件は穢けがれを知らぬ身であること。つまり異性を知らぬこと。この厳しい掟おきてを守って、わしは四十まで童貞、息子は三十まで童貞を守り続けたのじゃ。いつか来る〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の開催を待ちわびてな。けれどもわしらの世代では〈脱衣の儀〉は行われんかった。……ただ童貞時期を無為に延ばしただけじゃ……あたら青春の日々を無残に失ったと言い換えても過言ではない……」


  　じいちゃんは無念そうにぎゅっと拳こぶしを握った。


  　だってそりゃそうだ。四十歳まで童貞でい続けるとか、言っちゃ悪いがかなり気持ち悪い。周りの友達がどんどん童貞捨てていく中、わけわかんない儀式のためにずっと童貞でい続けろとか言われたら、俺だったら断る。十代……いやせめて二十代のうちに童貞捨てたい。


  「あれ……？　でも、親父おやじは昔モテたって……親父の口から聞いたことあるけど？　なんか学生時代に一度に何人もの女の子と付き合って大変だったとか」


  「あいつは童貞をこじらせてその手の嘘うそ話ばかりするような奴やつに育ってしまったんじゃ。本当は脱衣士としての修行漬けの日々。学生時代といえば女子と話しすらしたことなかったんじゃないかのぉ」


  　ぐふっ……。親父の悲しい過去を知ってしまった！　しかも息子にまで見栄張って嘘ついてるなんて悲しすぎる！


  　待てよ……親父が十歳以上年の離れた若い母さんを海外出張に連れて行ってラブラブしてるのって、実は童貞が長すぎたせいで今になって彼氏彼女気分を味わってるんじゃないだろうか。


  　うわ……なにそれ、悲惨。親父、童貞こじらせて変な大人になってる……。


  「子供にまで自分のような青春時代を送ってほしくない、そう思ったお前の父親は古ふる織おり家の脱衣士の伝統を絶つことにしたのじゃ。わしとしては苦渋の決断じゃった……」


  　よほど悔くやしかったのだろう、そう語るじいちゃんは全身を震ふるわせている。


  「───で、童貞じゃないといけない脱衣士ってやつに俺は適任ってことなのか。どうでもいいけど、俺が童貞じゃなかったらどうするつもりなんだよ」


  「いや、お前は絶対に童貞じゃと信じておる。お前が女にモテるとは思えん」


  「私も同感だ。それに、君のことを調べさせた報告書によると、古織木綿もめんが童貞である確率は九十九パーセントだそうだ。確定だろ」


  　酷ひっでぇ！　九十九パーセント童貞とかどうやったら調べられるんだよ。あと一パーセントの可能性ってのもなんなんだ！


  「だから童貞じゃないって言ってるだろ」


  「おじいさん提案があるんですが」


  　うわ、無視された。美び服ふく院いんさんなにも聞かなかったみたいにじいちゃんと話してるし。


  「木綿君をしばらく私に預からせてください。〈脱衣の儀〉が開催されるまでの三か月間、みっちり山ごもりさせて脱だつ衣い士しとして鍛きたえ上げてみせます」


  「本来ならば、それはわしらがすべきことだというのに……本当に申し訳ない。古ふる織おり一族の名誉のためにも、木綿もめんのことよろしく頼みますぞ！」


  　そう言うと、じいちゃんは目に涙を溜ためて、美び服ふく院いんさんに頭を下げた。


  　ジジイ、本気で泣くなよ。引くだろ。


  　つーかさ、いい加減に俺の意見も聞いてくれ。


  「ちょっと待て。俺は出ないぞ、そんなわけわかんねぇ試合になんて！　服を脱がし合うとかばっかじゃねぇの？」


  「ほぉ。なら木綿君はあれだな。女子の裸を拝めるチャンスを逃のがしてもいいわけだ」


  「なに……！」


  　女子の裸だと！　思わず浮き足立ちそうになってしまったじゃないか。


  　それは見たい。是が非でも見たい。


  　見たいけど、それはいったいどういうことだ？


  「私が把握してる限り、脱衣士の家系は女系がほとんどだ。つまり脱衣士は処女の女の子ばかりってことさ。この意味、わかるかい」


  　ごくり。


  　つい喉のどを鳴らしてしまった。


  　脱衣士＝処女ばかり、ってことは〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加すれば俺はこの手で処女の服を脱がし放題、裸見放題ってことか！


  　やばい……心が震ふるえてきた。途端に〈脱衣の儀〉が魅力的に思えてきた。


  「君に損がある話でもないとは思うけどな」


  　たしかに損はない。損どころか得ばかりだよな。


  「で、出てもいいかなぁ。い、いや……別に、女子の裸が見たいからとか……そういうので参加してもいいとか思ったわけじゃなくて……。なんていうか、伝統は守らなきゃってとこもあるし。まぁ仕方ないですよね」


  　ちくしょー俺は出るぞ！　〈脱衣の儀〉に！


  　そして全国から集つどいし処女の裸を拝んでやる！


  「ふぅ～。や、やれやれ。負けましたよ。出ればいいんでしょ」


  「じゃあさっそく今夜から山ごもりの場所まで一緒に来てもらう。三か月は家に帰れないからそのつもりでな。日用品なんかの準備はこっちですでに整えてあるから心配はしなくていいよ」


  「三か月って長すぎじゃないですか？　その間、学校とかどうすれば？」


  「君はバカか？　天下国家が関わる重要な儀式に参加するんだぞ。学校なんて行ってる場合じゃないだろ？　世の中勉強だけが全てじゃないんだよ。君みたいな年とし頃ごろの子じゃわかんないと思うけどさ」


  「はぁ……とにかく行かなくてもいいんすね」


  　そりゃラッキーだな。正直、勉強なんて好きじゃないし。


  　それじゃあさっそく山ごもりとやらに出発しようとすると、じいちゃんが俺の腕を強く握って引き留めた。


  「木綿もめん、アレを持って行け！　今すぐ取ってくるから」


  　そう言うとじいちゃんは慌あわただしく居間を出ていった。


  　そしてすぐに戻ってくると俺に桐きりの箱を手渡した。


  　これって……たしか。


  「うちの神社のご神体？　なんでまた？」


  「いいから。きっと役に立つ！　持って行くのじゃ！」


  　そう言ってじいちゃんはご神体の入った桐の箱を強引に俺へと押しつけた。


  　こうも頑かたくなに言われちゃ、持って行くしかないか。


  　桐の箱一つだし、荷物になるわけでもない。


  「ふぅん、それが噂うわさに聞くご神体……その中、何が入ってるの？」


  　美び服ふく院いんさんが興味深そうに桐の箱に寄ってきた。


  　子供の頃ころ、俺がこれを開けようとしたらじいちゃんにすっげー怒られたっけ。


  　それ以来、近寄ろうともしなかったので、俺も中に何が入っているのかは知らない。


  　え、これ開けていいのか？


  　じいちゃんの顔色を窺うかがうと、じいちゃんは無言で頷うなずいた。


  　そして恐る恐る箱を開けてみるとその中には───朱色の布きれが綺き麗れいに折りたたまれて入っていた。


  「これは……」


  「古ふる織おり神社のご神体、ふんどしじゃ！」


  　拍子抜けなんてもんじゃない。心底がっかりだ。


  　だが、じいちゃんは真剣な顔で俺に訴える。


  「古織家の魂たましい、お前に託したぞ」


  「は、はぁ……」


  　んなもん託されたくねぇよ。ふんどしなんて。


  「ま、ともかくおじいさんがここまで言うんだから持って行きなよ。そんじゃ、もたもたしてると日が暮れちゃうし早いとこ出発するとしようか」


  



  　こうして俺は、事情もよくわからないままに、美服院さんの車に乗せられ我が家を後にした。


  　昨日と同じような今日がやってきて、明日もまた同じような日々が続く。そう思っていた俺の日常は、美服院さんという美女の登場で昨日とは違う明日へと足を踏み入れることになったのだった。


  第二章　ただの巫み女こさんじゃありません


  



  　ポルシェを一時間ほど飛ばして俺らがやってきたのは、たぶん愛知県内だろうと思われる山深いところにある古びた神社の前だった。


  　自分の家の神社もたいがい寂さびれているとは思うけど、ここはまた一段と古い……っていうかはっきり言って朽くちかけと言ってもいいくらいだ。


  　すでに日もとっぷりと暮れている。


  　ボロボロの神社と周りは暗い森。街灯の一つもない。


  　俺は急に不安な気持ちに駆られた。


  　これは本格的な山ごもりって雰囲気だ。こんなとこ人っ子一人いないだろう。


  　そう思っていると、美び服ふく院いんさんはしっかと俺の手を握りつかつかと境内を歩き始めた。


  「ほらっ、行こう。奥の本殿で君のことを待ってる子がいるんだ」


  「え？　……待ってるって、誰だれが……？」


  　っていうかその前に、俺、女の人に手を握られてる！


  　思春期に突入してから異性に手を握られるのは初めてだ！　手汗が尋常じゃないほど溢あふれてくる。相変わらず美び服ふく院いんさんはスキンシップに躊ちゆう躇ちよがないけれど、こっちは慣れてねぇんだよ。


  　手を握られただけでも心臓を鷲わし掴づかみにされたように緊張してしまう。


  　こんな軽々と手を握ってくれる人だったら、本気で頼めばおっぱいくらい揉もませてくれるんじゃないだろうか？


  　俺は邪よこしまな考えを巡らせつつも、動揺を悟られないように口では別の話題を上げていた。


  「あの、今日から住む場所ってここですか？」


  「もちろん。大丈夫、ちゃんと水道も電気も引いてあるから。山ごもりっていってもそんなサバイバルな感じじゃないよ」


  「でもマズくないですか？　勝手に神社に住みついちゃったりしちゃ」


  「それについては問題ない。ここは元神社だから。今はただの廃はい墟きよだ。そこを私が山ごと買い取ったのさ。山奥の寂さびれた神社なんていかにも特訓の場所っぽくて最高でしょ」


  「山ごと買い取るって、そんな！　話の規模でかすぎでしょ！　美服院さんってどこぞの大富豪かなんかですか？」


  　大学生といいながらポルシェを所持していたり、妙に高そうなスーツを着ていたりと、いかにもブルジョワジーな雰囲気を発散している。


  　口を開けばガンガン下ネタ飛ばしてくるあたり、ブルジョワなイメージとはかけ離れていてちぐはぐな感じなんだけどな。


  「まぁ、なんつーか。私じゃなくて親が金持ちなんだよ。私はその金をある程度自由に使えるってだけ。君さ、天むすグループって知ってる？」


  「もちろん、ＣＭなんかもやってますからね。そこと美服院さん何か関係でもあるんすか？」


  「親父おやじがそのグループの会長なんだよ」


  「へぇ～……って！　えぇぇぇぇ！」


  　あまりのことに境内に響き渡るほどの声を出してしまった。


  「いやだな、そんなに驚くことじゃないだろ？」


  「驚きますって！」


  　だって、天むすグループだよ？　驚くなっていうほうが無理じゃん。


  　天むすグループとは、古くは江戸時代から続く呉服店で、現在は名古屋を中心にいくつものデパートを経営、またホテルや銀行など手広く事業を進める世界的な大企業だ。


  　ついでに言うと天むすグループの名前の由来は創始者が大の天むす好きだったからだとか。


  　天むすグループの会長は財界の龍りゆう、名古屋の大殿様、日本経済界の黒幕とすら呼ばれる超大物───とこの間、テレビの特集でやっていた。


  　いま思い出したけど、そういえば、天むすグループの会長の名字は美服院だった。


  　その天むすグループのご令嬢と俺は手を繋つないじゃったりしてるのか！　緊張が十倍くらいに膨らんで、もう何がなんだかわかんなくなってきた！


  「そういう大事なことは早く言ってくださいよ！　俺、美び服ふく院いんさんに対して失礼なことけっこう言っちゃった気がしますっ」


  「あぁ、気にしなくてもいいよ。寧むしろ、気さくに喋しやべってくれるほうが嬉うれしいんだよ」


  　庶民の俺にはわからない感覚だけど、金持ちには特別扱いされることが嬉しくないこともあるのだろうか。


  　姫ひめと呼ばれることを嫌いやがっているのも、その辺に理由があるのかもしれない。


  「……！　っていうか美服院さんも一緒にここにこもるんですか？」


  「そうだよ？　保護者が必要だろ」


  　三か月は寝食を共にするって言ってたし、もしかしたらもしかして……。


  　おっぱい触らせてくれたり、もっとそれ以上の関係になれるかも。


  　お嬢様って聞いて、なんだかエロさも増した気がする。


  「くくっ」


  　期待に胸が躍ったところで、美服院さんは本殿の大きな扉の前に立った。


  「───おーい、ミシン。帰ったぞ。約束通り、古ふる織おりの脱だつ衣い士しも連れてきた」


  　美服院さんはそう呼びかけながら、本殿の扉をゆっくりと押し開けていく。


  　本殿の中は暗い境内と違って明るいらしく、中から淡く光が漏もれてくる。


  　美服院さんがずかずか中へと入っていくので、俺も後について本殿へ入ることにした。


  　そして奥へと進んでいくと、そこには一人の少女の後ろ姿があった。


  　小柄なその体で広間にちょこんと正座している。


  　腰まである黒髪が艶つやめいている。


  　服装は白い着物に緋ひ色いろの袴はかま───巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んでいた。


  　俺は興味津々で少女のもとへと寄っていく。


  　誰だれなんだろうか？


  　そんな疑問が頭をよぎったその瞬間だった。


  　少女は中腰の姿勢で俺のほうへと振り向いた。


  　振り向きざまに見えたのは、凛りんとした少女の表情。透けるように白い肌に、赤い唇。


  　少女は一言も発さないうちに、その両腕を鶴つるの羽のように華麗かつしなやかに動かす。


  「待て、ミシン！」


  　後ろから美服院さんが何か言っていたがそれよりも早く少女の手は俺の服へと滑り込み──


  　ぱさっ、と布が床に落ちる音がした。


  　そして俺は───。


  



  　真っ裸になっていた!!


  



  　上着もズボンも、下着すら全部綺き麗れいに脱がされすっぽんぽんだ。


  　自分の首から下を見て、初めて全裸にされたことに気づいたくらいに鮮やかな脱がされっぷりだった。


  　しかも目の前には二人の女子がいるわけで……。


  「────っ！」


  　ぬぉぉぉぉっ。なんじゃこりゃー！　どうしてこうなってるのか意味不明なままに俺はとりあえず素早く股こ間かんを隠したが、時すでに遅し。


  　俺のあられもない姿はばっちり彼女たちの視界に収まってしまっていた。


  　しかも俺をこんな姿にした張本人である目の前の少女は、顔を真っ赤にしながらきっと鋭く目を吊つり上げた。


  「なっ、なんなんですか！　いったい！」


  　なんなんですかはこっちのセリフだろ！　なんで俺はいきなり全裸になってるんだ！


  「このくらい避よけられると思ってたのに！　どうしてあなたは防御の一つもできないんですか！」


  「知らねぇよ、そんなこと！　っていうか何したんだよ、俺に！」


  「何って脱だつ衣い技わざに決まってるじゃないですか。あなたホントに脱だつ衣い士しですか？」


  「そうらしいけど、それを知ったのは今日だ。脱衣技なんてものに覚えはない！」


  「……！」


  　そこまでまくし立てて、初めて少女は俺に向けた攻撃的な口調を止め、俺の隣に立っていた美び服ふく院いんさんへと視線を移した。


  「うん、まぁ……そういうわけなんで、彼は脱衣士であって脱衣士でない、みたいな。一から叩たたき込まないといけないっつーことなのよ。ミシン、よろしくね」


  「そ、そういうことは最初に言ってください！　知ってたらあんなもの見なくてもすんだのに」


  　人の大事なとこをあんなもの呼ばわりとは酷ひでぇな、お嬢さん。


  　でも自慢できるほどのものじゃないのは確かだけどよぉ……。


  「あなたもいつまで裸でいるつもりですか！　早く服を着てくださいっ」


  　自分で脱がしといて……。


  　少女は俺に向かって床に落ちていた服を投げつけるのだった。


  



  　そんな衝撃的な出会いから一〇分後。


  　俺らは広間の片隅で小さなテーブルを囲んで座っていた。


  　俺が状況説明を求めているところだ。


  　目の前にさっきの巫み女こさんが座っている。


  　神社の息子が言うのもなんだが、こんな近くで生の巫み女こさんを見るのなんて初めてだ。


  　美び服ふく院いんさんがきりっとスーツを着こなす格好いい西洋風の美人なら、巫女装しよう束ぞくの女の子は潔癖なほどに品がある大和やまと撫なで子しこという言葉がぴったりな美少女だった。


  　ちなみに巫女さんは美服院さんの買ってきた夕食の天むすを嬉き々きとしてぱくぱくと十個も平らげていた。……実は食いしん坊キャラなのか？


  「じゃあ順を追って説明するけど、古ふる織おり家は脱だつ衣い士しの家系。そして美服院家は代々古織家の後援者になってきた家系。で、もう一つ、君の家系に深く繋つながっている一族がいるの。お針はり子こ巫み女この天あま縫ぬい家がその一族にあたるんだけど……」


  　そこまで美服院さんが説明したところで、隣に座っていた巫女さん美少女が説明に加わった。


  「私がその天縫一族のお針子巫女です。名前は天縫ミシンといいます。年齢は十六歳、木綿もめん君と同い年ですよね、確か」


  「うん、そ、そうだな……」


  　まださっきのことを引きずって恥ずかしいやら会わす顔がないやらで、俺は歯切れの悪い返事をしてしまった。


  　するとミシンちゃんもそれに気づいたのか、不服げに口を開いた。


  「さっきのことはすみませんでした。……名門古織家と聞いていたのでつい。まさかこんなド素人がやってくるなんて思ってもみなかったもので」
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  　謝ってる割りにはすっげー言葉に棘とげがあるよな！


  　畜生。こちとら裸にされたんだからな。頭の一つも下げろっつーの。


  「さっきのことはもうなかったことにしてくれていいから……っていうか忘れてくれ」


  　俺がそう言うと、やっぱりさっきの光景を思い出したのかミシンちゃんはかぁっと顔を赤くした。忘れてはくれないみたいだ。マジで勘弁してくれ……。


  　せっかくこんな美少女と知り合えたというのに、あの出会いはないだろ。


  　それでも俺は必死に平静を装って会話してみる。恥ずかしさを押し殺して。


  「そ、そのさ……お針はり子こ巫み女こっていうのはなんなの？　脱だつ衣い士しとか〈脱だつ衣えの儀ぎ〉とやっぱ関係してるんだろ？」


  「大いに関係ありますね。お針子巫女は〈脱衣の儀〉において脱衣士が纏まとう超常の衣服───天てん衣いを作ることのできる技術者のことです。お針子巫女の名の通り、女性のそれも処女のみが伝承できる技です」


  　ぶっ───。


  　処女とか言ったぞ、この子！　思いっきり可愛かわいいこの顔で！


  　っていうかさらっと処女告白じゃん。うわ、テンション上がるわ、マジで。


  　流れるように話しているけど、聞いててどきどきしてきた。思わず鼻血が吹き出そうだ。


  　清せい楚そな女の子が言う性的な言葉とかマジでたまんねぇ。


  「そうなんだ……しょ、処女じゃないと駄目なんだね。それはもう神聖な儀式なんだろうねぇ……」


  「な～んか目がやらしいなぁ。完全に変な妄想してるだろ？」


  「美び服ふく院いんさんっ！　な、なにを仰おつしゃるやら……。そんなことないですよ」


  「ホント嘘うそが下へ手ただなぁ君は。だってミシンが処女って言った時、思いっきり鼻の穴膨らませてたし」


  「木綿もめん君、そういうの下品です。最低ですっ」


  　ミシンちゃんの鋭い言葉に俺の心が斬きって捨てられる。


  　最低とまで言わんでもいいだろ。ちょっとドキドキしただけじゃねぇかよ！


  「……ともかく、私と木綿君はこれからパートナーとなって〈脱衣の儀〉を勝ち抜いていくことになります。なので、改めてよろしくお願いします」


  　そう言ってミシンちゃんは俺の真正面に座り直すと、三つ指をついて見とれるほどに綺き麗れいな所しよ作さで頭を下げてきた。


  「あ、こちらこそよろしく……」


  　俺も自然と頭を下げてしまう。


  　その瞬間、前にもこんな風に美少女の巫女さんと頭を下げ合ったことがあったような……そんな記憶が脳裏をよぎった。


  　俺、もしかして以前にミシンちゃんと会ったことがある……？　んなわけないよな。さっき浮かんだ記憶もたぶん何かの勘違いだ。


  　そして俺が頭を上げると、ミシンちゃんの真まっ直すぐな瞳ひとみが俺を見つめていた。


  　この子が俺のパートナー？


  　嬉うれしいけど……でも、大丈夫か？　自分で言うのもなんだが俺はけっこう品性下劣な童貞野郎だと自覚している。


  　とはいえ、古来からの繋つながりだかなんだか知らないけど、こうして三人が揃そろったのも何かの縁だ。美人と美少女に囲まれての山ごもり……いろいろとエロ方面で期待できそうな気がしてきた。


  「くくっ……」


  　思わず漏もれてしまった笑えみを俺はとっさに隠し、それからわざとらしく広間を見渡した。


  「にしてもなんにもないですねー。寝るとことかどうするんすか？」


  「あぁ、もちろん各自個別の部屋は用意してあるよ。この広間のすぐ隣に狭いけど君の部屋がある。後で案内してあげよう。……ふふんっ、私たちと一緒の部屋で寝起きできると期待したか？　まぁた、エロい顔になってたぞ」


  「い、いやっ、全然！　ちっともそんなこと思ってなかったです。マジで！」


  「だから挙動不審すぎるだろ、露骨だなー」


  　でもよく考えれば、いきなり女子と相部屋とか俺にはハードル高すぎる。絶対、緊張して眠れなくなるに決まってるし、ましてや夜よ這ばいかけるほどの度胸もあるわけないし。


  　それに一人部屋じゃないとそのなんというか……息抜きもできないしな。主に下半身のほうの息ヌキが……。


  「あの、もう一つだけいいでしょうか……」


  　俺が勝手にいろいろと想像していると、ミシンちゃんがしゃんとした声を上げた。


  「ん？　どうしたミシン？　今日はもう遅いし、そろそろお開きにしようと思ってたんだけど」


  「それはそうですが。姫ひめ、頼んでおいた古ふる織おり家のご神体の件なのですが、もしかして木綿もめん君の隣に置いてある桐きりの箱がそれですか？」


  「ミシン───私を姫って呼ぶんじゃない。何度言ったらわかるんだよ」


  「だって姫は姫としか呼べません。それ以外に呼び方なんて思いつきませんもの」


  「ったく、なんでそんな頑かたくななのさ。仕方ないな。木綿君、見せてあげなよ」


  　言われて俺は脇わきに置いていた桐の箱を手に持った。


  「ミシンちゃんこんなもの見たいんだ」


  「こんなものとはなんです！　古織神社のご神体といえば、古来から崇あがめ祀まつられてきたとされる神聖なものですよ」


  　あのふんどしにそんな熱く返されるとは思ってもみなかった。


  　もしかしてうちの神社ってけっこうすごいのか……？　今まで完全に舐なめてたけど、ご神体ももうちょっと丁重に扱ったほうがよかったんだろうか。


  「わかった、見せるよ。ほら、これ」


  　俺が実家から持ってきたのはこの家宝の入った桐きりの箱だけだ。


  　俺はその桐の箱をミシンちゃんへ差し出した。


  　そして、期待に満ちた瞳ひとみをしているミシンちゃんに向けて箱を開けて中身を見せる。


  　ミシンちゃんは息を呑のみ、目を輝かせながら赤いふんどしを眺めていた。


  「これがご神体の布───さすがです。ひと目見ただけでも凄すさまじい布ぬの力ぢからを感じます。あの、触ってもいいですか？」


  「え？　でもそれふんどしだよ？　わかってんの？」


  「ただのふんどしではありませんっ。奇跡のような布です」


  　ミシンちゃんは赤いふんどしを慎重に持ち上げると、感触を確かめるように頬ほおずりまで始めた。


  　おぉぉぃ、だからそれふんどしだって！


  　男の大事なところを覆おおう布で頬ずりする美少女とか、どうかしてるぞ！　いや、待てよ。これはこれでちょっと興奮する光景だな……。


  「へ、へぇ……それってそんなにすごい布なのか。全然知らなかった」


  「私にもただのふんどしにしか見えないけどな。ま、そういうことならさ───」


  　ミシンちゃんの手から赤ふんどしを取り上げると、美び服ふく院いんさんは俺へとそれを渡してきた。


  　そしてにんまりと笑えみを浮かべる。


  「今日からこれが君の下着だ。毎日着用して肌身離さないように。すごい布だっていうなら有効活用しなくちゃな。ミシンもそう思うだろ？」


  「そうですね……普段からそれを着けて慣れておくのはいいと思います。素晴らしい布は肌に着けているだけで力が湧わき上がるともいいますし」


  「えぇー。マジすか。今どきふんどしってないでしょ。締め方だってわかんないし」


  「あ、それなら私わかります。教えましょうか？」


  「えっと、それはどうやって……？」


  　まさか俺がパンツを脱いだ状態で手取り足取り教えてもらえるとかいう高等プレイじゃないよな……とか思っていたら、俺の考えなんてお見通しなのかミシンちゃんが険しい顔をして口を尖とがらせた。


  「木綿もめん君、いやらしい目つきしないでください。なに期待してるんですか。教えるといってもちゃんと服の上からに決まってるでしょ」


  「あの、俺の目つきは普段からけっこうこんな感じで、別にいやらしいとかそういうのではないんだけどな。ミシンちゃんは何か誤解してないか？」


  　ちっ、こいつらなんでこんな勘がいいんだよ。ちょっと下ネタ想像しただけだってのに。


  「誤解ならいいですけどっ。私、下品なの嫌いですからっ」


  「でも私の下ネタにけっこう反応するよな。こう見えて知識だけはあるんだ」


  「姫ひめっ───！」


  　ミシンちゃんは頬ほおを赤く染めながら美び服ふく院いんさんを睨にらみつけた。


  　堅物で大和やまと撫なで子しこのミシンちゃん───でも実は下ネタ知識は持ってるみたい。


  　ってことは興味はあるのか？　なんかそう思うと、可愛かわいく思えてきた。


  「木綿もめん君も！　姫の言葉に騙だまされないでくださいっ。私は下品なの嫌いですし興味もないですからっ！」


  　ムキになるところが怪しいなぁ。


  　こうして、この日の夜は更けていった。


  



  　余談。


  　俺が寝起きをするために与えられた私室を美服院さんに案内してもらっているその時、ぼそっと美服院さんが俺の耳元で囁ささやいた。


  「さっき君がミシンに真っ裸に剥むかれた時にさー。見ちゃったんだけど───完全に皮被かぶってんのね、君」


  「ぶっ───！」


  　な、なな、なに人が気にしてることさらっと言ってくれてんじゃボケ！


  　滅め茶ちや苦く茶ちや傷ついたからな！


  　この下ネタビッチめ！　もうちょっと言葉を選べよ、まったく！　山ごもり初日で心が折れて下山するぞ！　好きで皮被ってんじゃねぇっつーの！


  第三章　脱だつ衣い士し育成計画


  



  　そして翌日。


  「起きてくださいっ、木綿もめん君！」


  　そんな張りのある声と共に俺は早朝四時に叩たたき起こされた。


  　美少女に起こされるのは悪くねぇなとか、そんなこと言っていられる時間じゃない。


  　四時って！


  　まだ暗いって、外。


  　俺が寝ぼけ眼まなこで布団から出ると、ミシンちゃんがすっかり整った巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んで立っていた。


  「木綿君、これ着てみてくれます？」


  　そう言って差し出されたのは紺色の折りたたまれた布だった。


  「何これ？」


  「私が作った練習着用天てん衣いの作さ務む衣えです」


  　よく見ればそれは作務衣の上下一式が揃そろったものだった。


  　これが昨日話に出た超常の力を宿した衣服───天衣なのか。どこからどう見ても普通の作務衣にしか見えないけど。


  「……っ！　っていうか、これってミシンちゃんが作ってくれたの？　つまり手作り？」


  「は、はぁ……そうですよ。天衣を作るのが私の役目ですから。それがどうかしました？」


  「い、いやっ。ななな、なんでもないっ」


  　手作りの服なんて初めて貰もらった……しかも美少女から。


  　今まで一度だって女の子から物を貰うなんてことなんてなかったのに。


  　やばい……マジで嬉うれしい。生きててよかった！


  　手渡された手が震ふるえそうなくらい感動してる自分がいた。


  「す、すぐに着替えてみる！」


  「はい、では本殿で待ってます」


  　ミシンちゃんがそう言って俺の部屋を出ていくと、俺はすぐに作務衣に袖そでを通した。


  　それから作務衣のどこかに愛のメッセージカードとか入ってないか確認したけど、まったくなかった。それはさすがに希望持ちすぎか……。


  　しかし、着てみるとどうもサイズが合わない。袖が余ってしまっている。


  　しょうがないので袖を折りたたんで着てみることにした。少しは見栄えがよくなるだろう。


  　なんで俺は高校生になってまで、こんな子供じみた背格好なんだろう……なんか改めて思うとブルーになってしまった。


  「あの……一応、着てみたんだけどさ……」


  　俺がだぼだぼの作さ務む衣えのまま本殿へ行くと、ミシンちゃんはすぐにサイズのことに気づいたようだ。


  「これは……完全に私が間違えました。一般的な高校生の身長で作ってしまったもので……。直せるところは明日にでも直しておきます」


  「そ、そう。なんか悪いな」


  　ミシンちゃんは淡泊な反応だったが、俺のために女の子がサイズ直しをしてくれるってだけでも嬉うれしい。


  　と、そこへににやにやしながら美び服ふく院いんさんが近寄ってくる。なんかマジでむかつく。


  　どーせ、ちびっ子だとか思ってるんだろ！　そうなんだろ！　事実だから仕方ないけど、俺だってどうせなら美服院さんみたいなモデル体型に生まれたかったぜ。


  「大丈夫だって、これからぐんと成長する可能性だってあるんだしぃ」


  　美服院さんはけらけら笑いながらそんなことを言ってきた。


  「……美服院さん……本気で言ってくれてます？」


  「希望を捨てちゃ駄目って話さ。体もアソコも大きくなるといいな」


  　朝一からオヤジみたいな下ネタ言うな。せっかくの美人も口を開いた途端、イメージががたがたと崩れていく気がした。


  　ったく、この人は自分がとびっきりの美人であることをわかってないみたいだ。


  　そんな美服院さんは、昨日のスーツ姿とは違って今日はカジュアルに、キャミソールにホットパンツというやたらと肌の露出度の高い格好をしていた。


  　真っ白な美脚とか胸の谷間とか、惜しげもなく披露されている。


  　でも昨日、美服院さんにあんなこと言われたから目のやり場に困ってしまう。俺がチラ見している視線とか全部気づいているらしいって話だし。そうなるとますます美服院さんのことが見られない。


  　視線のやり場に困っていると、ミシンちゃんが張りのある声で話しかけてきた。


  「では。天てん衣いに袖そでを通したことですし、脱だつ衣い士しとしての特訓、始めましょうか」


  「お、押お忍すっ……」


  　返事だけはいっちょ前にしてみたものの脱衣士の特訓ってどんなもんか、俺は全然わかってなかった。


  



  　ミシンちゃんはおもむろに俺を外へと連れ出すと、本殿の裏側へやってきた。


  「さぁ、木綿もめん君。粘土をこねてください！」


  「あの、どこに粘土があるんだよ。まずはそれを教えてくれ」


  「目の前にあるじゃないですか。文字通り山のように」


  　ミシンちゃんが見上げているのは赤土の小山。


  　……粘土ってこの天然の土粘土のことかよ！


  「もしかしてこれを一々削り出して粘土こねろって言ってるのか？」


  「もちろんです。これも脱だつ衣い士しの特訓の一環です。この赤土を削り出して人形を作ってください」


  「人形っていうと？」


  「女体です。木綿もめん君が脱がしたいと想像する女体を形作ってください。もちろん、等身大でですよ。服なんかは着せなくていいですから、裸の女体人形を作るのです！」


  「はぁ？　それが特訓？」


  　こくこく、とミシンちゃんが自信満々に頷うなずいているから特訓と信じてやってみるしかないだろう。


  　にしても裸の女体って……俺、エロ本とかエロ動画でしか見たことないんですけど。


  　こういうのって普通モデルとかいるよな。じゃないと精巧に作れないよな……。


  　そんなことを思いつつ、俺はミシンちゃんのことをしげしげと眺めた。


  「……？　どうしました木綿君。私になにか……？」


  「あ、いやその……な、なんでもないっ。ちょっと参考にしようと思っただけで……」


  「なんの参考ですか！　私は脱がしたいと思う女体を想像してくださいって言ったんですよ。私を参考にしてどうするんです！」


  　いや、でもミシンちゃんも充分脱がしてみたい相手だって。


  　巫み女こさんの衣装ってなんていうか冒してはいけない神聖なものって気がして逆に脱がしてみたくなるというか、ただ純粋にミシンちゃんの裸が見たいっていうか。


  　ミシンちゃんはぱっと見、美び服ふく院いんさんに比べるとかなり凹おう凸とつのない体をしてるけれども、それはそれでそそられるものがある。


  　自然と俺は舐なめ回すようにミシンちゃんの体を見つめていた。


  　ミシンちゃんもその視線に気づいたのか、両腕で自分の胸元を覆おおい隠した。


  「ともかくっ、駄目です！　私を参考にしないでください！　どうしても参考が必要なら姫ひめに頼めばいいじゃないですか！」


  「んー、なに？　呼んだ？」


  　美服院さんは、裏庭の端っこで一人掛けの椅い子すに座って雑誌を読みながら優雅に紅茶を飲んでいた。っていうか、その様子を見るに特訓に協力する気はゼロだよな。


  「特訓初日からなに揉もめてるのさ、君らは。仲良くやんなさい」


  「喧けん嘩かしてるわけじゃありませんっ。木綿君が女体人形作りに参考が必要っていうから、姫が相応ふさわしいんじゃないかとそう言っただけです」


  「ふぅん、参考……つまりモデルねぇ。それって脱ぐの？　やっぱりヌードモデル？」


  「あ、いや……そこまでは頼んでないです……そのままでも充分に参考になりますから」


  　ホントは美び服ふく院いんさんのヌードモデル姿めっちゃ見てぇよ！


  　でも、そんなこと言い出せる勇気なんてないし、もしヌードになってくれても絶対に直視できない自信がある。恥ずかしすぎて集中できないに決まってる。


  「ま、モデルくらいお安いご用だけど、私ってじっとしてるの苦手なんだよね。だから適当にくつろいでるからモデルでもなんでも勝手にどーぞ」


  　そう言うと美服院さんは再び椅い子すにもたれてリラックスモードに突入してしまった。


  　それじゃモデルって言わないんじゃないのか？


  　でもこれで美服院さんのナイスなボディをじっくりと観察する大義名分はできたと言える。


  　モデルなんだから見てもいいんだよな、特に胸とか太ももとかをじっくりと。


  　やったぜ、視し姦かんし放題だ！


  「では木綿もめん君、改めて特訓開始です！」


  　ミシンちゃんのその言葉と同時に、俺は粘土を削り出しこね始めた。


  　やり始めてすぐにわかったことだけど、これはかなりの力仕事だ。


  　等身大の人形一体分の粘土ってこねるだけでもかなりの腕力が必要だ。いや腕力どころか全身の筋力を使わないといけない。


  「……ぐっ」


  　思わず弱音を吐きそうになったけれど、ミシンちゃんが厳しい表情で人形作りを観察しているのでそんなこと言えない。


  　俺はひたすらに粘土をこねて、美服院さんをモデルに等身大の女体人形を作っていく。


  　今日の美服院さんは見れば見るほどセクシーで、目に毒っていうかご褒ほう美びっていうか……。白い太ももの辺りなんか、じゅるりと涎よだれが垂れそうになるくらいいい体している。


  　俺はそんな美服院さんの体をじっくりと観察しつつ、全力を込めて女体人形を作っていく。


  　そして二時間後。


  「できた！」


  　ようやく一体目の人形が完成したのだが、その出来映えはといえば。


  「いいだろ、こんなもんで」


  　上出来じゃねぇの。細部は雑になったけど概おおむね合ってるし。それっぽくできてる。


  　と思っていると、傍らに立っていたミシンちゃんがおもむろに金属バットを取り出し、俺の作り上げた人形に向かって思いっきりフルスイングした。


  「全然駄目です！　はい、もう一度！」


  　出来上がったばかりの人形がものの見事に粘土の塊かたまりへと戻っていった。


  　うわぁ……情け容赦ねぇ……。っていうか今までの努力とか疲労とか水の泡。


  　けれどもミシンちゃんは甘い言葉でねぎらってくれるつもりは毛頭ないようで、さっさと作業を再開しろと言わんばかりの視線で俺を見つめている。


  　鬼コーチここに現れり。


  「まだまだ女体にはほど遠いです。特に胸のあたりとか作りが甘いです！　リアリティの欠片かけらもありません。適当に作ると容赦なくフルスイングですからね！」


  「えぇー。お、押お忍す……」


  　難しいこと要求されてるよなー。だって俺、生のおっぱいなんて見たことも触ったこともないんだぜ？　どうやってリアリティ出せっていうんだよ。


  　俺は今まで見てきたエロ本の画像やエロＤＶＤの映像を頭の中で猛烈に思い出しつつ人形作りに没頭していくも、人形を完成させた途端に───、


  「まだ駄目です！　没！」


  　バットのフルスイングが待っていた。


  　ぐぬぬ……。


  　そうまでされたらこっちだってミシンちゃんを唸うならせるような逸品を作ってやろうじゃねぇかって気になってきた。


  　全身疲労でくたくただけど、俺は懸命に粘土をこねていく。


  　美び服ふく院いんさんのおっぱいならかなりのボリュームが必要だろう。そしてたぶん形もいいはずだ。


  　乳首はこのくらいの大きさでいいかと、適当にどんぐりくらいの乳首を作ってみると。


  「いや、私の乳首そんなでかくないから」


  「ぐふっ───！」


  　本人から直接クレーム入りました。


  　当然、ミシンちゃんは没！　という張りのある声と共に女体人形に向かってフルスイング。


  「今度こそ完成！」


  「駄目です！　足と腕のバランスが気持ち悪い。没！」


  「コレならどうだ！」


  「まだまだ！　魂たましいが込もってないっ。没！」


  「じゃあ今度こそ！」


  「学習能力とかないんですかっ。没！」


  　そんな厳しいやりとりを続けること数十回。


  　特訓初日から修行は夜遅くまで続いていた。今や頭上には満天の星が輝いている。


  　美服院さんなんかすでにハンモックを用意してそこで爆睡してるし。


  　モデルの役割すっかり放棄してんじゃん。


  　そんな中、俺は今日ラストの一体を作り終えた。


  　顔といい、体のラインといい、そしておっぱいやお尻しりの出来も今日一番だと自負する出来映えの女体人形を、俺はやっとの思いで作り終えた。


  　そして恐る恐るミシンちゃんの顔色を窺うかがう。


  　ミシンちゃんはバットの柄を両手で握り締め、今にもフルスイングしそうな様子だったけれど───その様子が一転して、ふっと力を抜くようにほんの少しだけ笑えみを見せた。


  「ぎりぎり及第点といったところですね。まぁ、よしとしましょう」


  「よっしゃあぁぁぁー！」


  　俺は心の底から喜びの声を上げると、そのまま地べたに倒れ込んだ。


  　もう全身の筋肉が悲鳴を上げている。若干、筋肉痛が始まりかけてさえいた。


  　でも、やりきった感が半端なかった。


  　けれど、そんな俺に向かってミシンちゃんは冷静に言葉を続ける。


  「これはこれで完成ですが、目標はこのレベルのものを一日百体作ることです。それができるまでこの特訓は続けてもらいますよ」


  「え……？」


  　それはあんまりだろ。できるわけねぇじゃん───なんてこと言える雰囲気ではなかった。


  　ミシンちゃん目がマジだし。


  「では明日も朝四時から始めましょう。特訓を続けるためにも夜はしっかり寝てくださいね」


  　そりゃ、寝るだろ。こんだけ疲れてるんだから。


  　今、布団に入ったら三秒で眠りに落ちる自信がある。


  　そんな、とてつもない徒労感と達成感がない交ぜになった感覚を味わいながら、特訓初日を終えた。


  



  　特訓二日目、三日目と俺はひたすらに人形を作り続けていった。この課題をクリアしなければ次のステップに行くことはできないようだ。


  　女体人形一日百体。


  　それは途方もない目標だったがやると決めたら俺はやる───やりきってみせる！


  　なぜなら、この辛つらい修行の末に〈脱だつ衣えの儀ぎ〉、つまりは女の子を裸に脱がし放題の大会が待っているからだ。エロスのためならどんな特訓も乗り越えられる気がする。


  　俺は来る日も来る日も人形を作り続けた。雨の日も風の日も、いつしか日付の感覚すらも失い始めていた。


  「あーもうっ。やってらんねー。こんなん絶対無理！」


  　と匙さじを投げて特訓から逃げ出そうとしたこともあった。


  　そんな時に限って、美び服ふく院いんさんは妙にスキンシップが激しく、俺の二の腕におっぱいを押しつけるようにして引き留めると耳元で囁ささやいてくる。


  「この厳しい修行が終わったら、私の体好きにしていいよ？」


  　マジかよ……。思わず生なま唾つばを飲み込んでしまった。


  　いやいやいや、その前におっぱいの感触が二の腕にひしひしと伝わってきていてもうその時点でやばい。若干前まえ屈かがみになる俺。


  　しかもこのビッチときたら、私の体好きにしていいだと！


  　それは果てしなく魅力的な言葉だった。


  　実際、俺がそんなことできる勇気があるかどうかは別にして。


  「あぁーと、やっぱり特訓頑張ろうかなー。ちょっとどうかしてたわ、俺。よっしゃ、気持ち切り替えていこう！」


  　しかし美び服ふく院いんさんの誘惑に負けたなんてことはあくまで表に出すわけにはいかない。


  　エロスを前面に出してがつがつしすぎるともろに童貞って感じがするし、ここは余裕のある態度をとらなければ。


  　下半身は全然余裕のある態度をとれていないが、もう仕方ないじゃないか。こればっかりは制御しきれませんっ。


  　そんなこともありつつ、俺は黙々と人形作りの課題をこなし続け───いつしか、まるで熟練の人形師のような手つきで女体人形を作ることが可能になっていた。


  　もはやミシンちゃんの金属バットが振るわれることもなくなった。


  　俺の成長を、鬼コーチことミシンちゃんも認めざるを得ないようだった。


  「まぁ褒ほめてあげてもいいでしょう。精度も速度も上がってますからね。ただ、慢心してはいけませんよ。大会までもうあと三か月もないんです。時間は圧倒的に足りないんですから」


  　最後にきっちり釘を刺すのは、ミシンちゃんらしいといえばらしい。


  　最初は厳しいだけの子だと思っていたけれど、ミシンちゃんは褒める時はちゃんと褒めてくれる。ただ、褒め方に不器用なとこがあるってだけだ。


  　そして山ごもりから何日───いや何週間経ったかわからないある日。


  　日もとっぷり暮れた頃ころ、ようやくその時がやってきた。


  「できた！　ジャスト一日百体目完成！」


  「やっと達成できましたか。これで特訓第一段階終了ですね。……その……良くできましたと言っておきましょう」


  　鬼コーチのミシンちゃんもほんの少し笑顔を見せて合格を出してくれた。


  　俺はその笑顔を見て、途端に腰に力が入らなくなってその場にへたり込んだ。


  　そしてその時、俺は初めて気づいた。


  　俺が着ている作さ務む衣えから青い炎のようなオーラが立ち上っていることに。


  「え……なんだこれ。なんか体の芯から熱くなってくる感じがするんだけど。大丈夫なのか？　俺の体、どうなってんだ？」


  「気づきましたか？　木綿もめん君の体から溢あふれ出しているそのオーラこそ脱だつ衣い力りよくと呼ばれるものです」


  　疲れているというのに、何故だか今の俺は心の底から脱がしてやりたい、という熱い思いが抑えきれないほどに溢れ出してくる。


  　今までに経験したことがない感覚に俺が戸惑っていると、ミシンちゃんは安心してください、と俺の肩にそっと手を置いた。


  「脱衣力は脱だつ衣い士しとしての力の源。天てん衣いはそれを引き出すための道具です。木綿君はこれまでの特訓によってその力を引き出す術すべを体得したのです。女体人形百体の作成、それにより女体への関心がよりいっそう高まり脱衣力が開花する、と同時に筋力や集中力も研ぎ澄まされているはずです」


  　確かに、粘土による人形作りは全身の筋肉を使う運動だ。ここ最近、めきめきと体が引き締まっていくのを感じていたし、さらに観察力や集中力も以前よりもぐんと増していた。


  　なぜなら、モデルをしてくれた美び服ふく院いんさんがモデルとは名ばかりで、うろうろと境内を移動するので、注意深く観察する癖がついてしまったのだ。


  　おかげで、美服院さんの体のちょっとした変化も見み逃のがさなくなった。例えば毎日精進料理みたいな食事をしているのでウエストが昨日より何ミリ細くなっただとか、夜になると足がむくんでいくこととか。そんな細かなことも自然と把握できるようになっていた。


  　人形作りを通して俺は人体の脱がしやすい部分を知りつつあるような気さえした。


  　これが特訓の成果か───。


  「かかっ」


  　自らの脱衣力とやらを感じていると、美服院さんが高らかに笑った。


  「おめでとう、木綿君。これで君はようやく一人前の脱衣士になれたってことだろ。いや、めでたい。私の野望が前進したも同じだ。で、どうなんだミシン。木綿君の脱衣士の才能ってやつはさ。すごいのかい？」


  「姫ひめ、勘違いしないでください。まだまだ一人前の脱衣士とは呼べません。初歩の初歩を囓かじったに過ぎないのですから。一人前になる特訓はこれからですよ」


  「なんだよ、期待させといて。脱衣力が発揮できたとか言うからてっきりもう特訓も仕上げだと思ったのにさ」


  　俺の心の内を美服院さんがそっくりそのまま代弁してくれている。


  　正直、俺ももう脱衣士として戦えるまでになってると思っていた。


  　が、ミシンちゃんはにこりと笑うと首を振った。


  「明日からは特訓第二段階です───覚悟してください」


  　鬼コーチの淡々とした口調は、俺にほんの少しの安あん堵ども許してはくれそうになかった。


  



  　かくして、地獄の特訓コースは続いていった。


  　次なる特訓は、ブラジャー＆パンツ、百セット脱がし。


  　俺が作った女体人形に装着されたブラジャーとパンツを次々に素早い動作で脱がしていくというものだ。


  　一体につき一秒で脱がす。それがミシンちゃんの設定した目標達成基準だった。


  　神社の裏手の庭にずらっと並ぶブラジャーとパンツを装着した百体の人形たちという光景は、正直エロいと思う半面、恥ずかしくもあった。なんというか、女性物の下着売り場を横切っている時の気恥ずかしさに似ている。


  　俺は恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、自信ありげな態度をとった。


  「楽勝だろ、こんなの」


  　と最初は強がってみたものの、結果としてはあたふたしながらなんとかブラジャーとパンツを脱がしきった時には、目標タイムを大幅に過ぎていた。


  「遅すぎます！　そんなことでは試合で通用しませんよ！　もう一度！」


  　ミシンちゃんに檄げきを飛ばされ、俺は必死にブラジャーとパンツを脱がし続けていく。


  　端から見ればバカらしく映るかもしれない光景だが、こっちは真剣だ。


  　いかにしてブラジャーのホックをうまく外すか。それがポイントとなる。


  　できるならば片手でピンと弾はじくように外すのが理想だ。


  　そうすれば時間が大幅に短縮できる───。


  　そんなコツを掴つかんだ矢先、俺の目の前に現れたのは。


  「このブラジャー、ホックがないっ！」


  「違いますっ。フロントホック式です。前側にホックがあるのです。そういうパターンにも柔軟に対応しないと駄目ですよ」


  　ブラジャー侮あなどりがたし！


  　そんなことを学びながら、目標タイム一〇〇秒を切るまでには一週間ほど費やしてしまった。


  　そして脱がすことに慣れた頃ころ。


  「今度は逆にブラジャーとパンツを着けていってください。脱がすだけでは女の子の気持ちは理解できませんからね」


  　女の子の気持ちを理解し、女体を知り尽くしていくことこそ脱だつ衣い力りよくの向上に繋つながるらしい。


  「ここまできたらやりきってみせる！」


  　日に日に特訓の課題は難易度を増していくが、俺はただひたすらにミシンちゃんの命令に従うだけだった。


  　しかも特訓はこれだけではない。


  「今日からは本殿での特訓も行います」


  　見れば本殿の天井からぶらんぶらんと無数の女体人形がひもに結ばれぶら下げられている。


  　この上なくシュールな光景だった。


  　ミシンちゃんが手元のひもを操ると、ぶら下がった人形たちは複雑な軌道を描いて本殿中を浮遊していく。


  「木綿もめん君、これで目隠ししてください」


  　渡された布で俺が言われた通りに目隠しすると、その次の瞬間どんっと強く背中を押された。


  　自然と俺は女体人形が舞う中へと足を進めてしまう。


  「これは女体を心で感じ取り、そして避けていく修行です。ほら、足を止めると危ないですよ」


  「なっ……！」


  　あいかわらず無茶苦茶な修行だな！


  　何も見えない状態で俺は気配を察知しながら、宙を舞う女体人形の間をすり抜けていく。


  「あ、言っておきますがこの人形──」


  　とミシンちゃんが最後まで言い終える前に、ごふっと俺のお腹に巨大ハンマーで殴られたような衝撃が走り、背中を仰のけ反ぞらせた。


  「ぐへっ……！」


  「いつもの土人形ですから、ぶつかるとけっこう痛いですよ。全身痣あざだらけになりたくなければ、感覚を研ぎ澄ませて避けるのみです！」


  「きっついな、まったく」


  　俺は上体を起こして、呼吸を整え感覚を研ぎ澄ませた。


  　この日、俺の体は幾度となく女体人形に突撃をかまされることになった。


  



  　厳しい修行は続き、もはやミシンちゃんと俺は師匠と弟子のような関係になりつつあった。


  　そんなある日ふと自分の体からキラキラ光る白い糸が伸びていることに気づいた。


  　目を凝らしてよく見ると俺の全身至るところから糸が伸び、それが全てミシンちゃんの手元に集約されていた。


  　さながら俺の体はマリオネットのような状態になっている。


  「なんだこれ……？」


  「その糸は木綿君の体を採寸するためのものです。本戦用の天てん衣いは木綿君の体にぴったり合うように作るので、体の隅々───筋肉の動きに至るまで糸によって計測させてもらいます」


  「ふぅん、体の隅々ってことは皮被かぶってるアソコもばっちり計られちゃうわけだ」


  　美び服ふく院いんさんがここぞとばかりに茶化しにかかってくる。


  　だから！　気にしてることさらっと言うんじゃねぇよ。ミシンちゃんに聞こえたらどうするんだよ！


  　なんて思っているとやっぱり聞こえていたのかミシンちゃんは顔を赤くして俯うつむいていた。


  「……い、いえ。そこはあまり重要じゃないので気にしません。つまり、その……ほ、包茎であろうと天てん衣い作りには問題ありませんので」


  　その発言が問題ありだっつーの！


  　包茎とか言うんじゃない！　ったく、なんなんだよ。


  「こほんっ、な、なにはともあれですっ。身体測定は天衣作りの重要な要素、一ミリたりとも間違えることはできません。真剣にやりますよっ」


  「……あぁ、頼んだ」


  　心に小さな傷を負いつつ、俺は入念に身体測定をされてしまった。裸を見られるよりもさらに恥ずかしい思いをしたのは言うまでもない。


  



  　そして、修行も佳境に入った頃ころ、ミシンちゃんは俺に最後の課題を与えた。


  　それは今までの課題とは大きく違うものだった。


  「最後の特訓課題、それは脱だつ衣い四し十じゆう八はつ手ての型の習得です」


  　なんだ、そのセックスの体位みたいなやつは……？　エロいのか？


  「それは脱だつ衣い技わざとも呼ばれているもので───木綿もめん君と出会った時に私がうっかりかけてしまったもの……覚えてますよね」


  「まぁ、忘れろって言うほうが無理だよな……」


  「脱衣技は戦国時代には甲かつ冑ちゆう脱衣術として敵兵の甲冑を瞬く間に脱がしていく戦闘術として用いられたともいわれる脱衣戦の要かなめ。これを覚えなければ相手の服を脱がすことはできません」


  「要は必殺技みたいなものだと」


  「まぁそうとも言えます。決め手となる技という点では間違っていません。ですがこれを教えるには問題があって……」


  「……？」


  「私はお針はり子こ巫み女こであって、知っている技も初歩のものしかないのです。四十八手全てを教えるのは不可能です。ですから、私は姫ひめに頼んである偉大な方を連れてきてもらうことにしました」


  　ちょうどその時、広間の扉ががたんと開いた。


  　そこには、ちょっと出てくると言って姿を消していた美び服ふく院いんさんが仁王立ちになっていた。


  　美服院さんに後光が差して見える。


  　そして、美服院さんはひらりと身を翻ひるがえして一人の人物を広間へと通した。


  　その人というのは───。


  「……じいちゃん!?」


  「よぉ、木綿。久しぶりじゃな。ちゃんと稽けい古こしとったか？」


  　堂々とした足取りで広間に入ってきたのは、久しぶりに見る俺のじいちゃんその人だった。


  　なんかとんでもないコーチが現れそうな気配だったのに、なんだじいちゃんか……。


  　でも今日のじいちゃん、いつもと雰囲気違うな。どこか威厳に満ちている。


  「車かっ飛ばして連れてきてやったよ。特訓の仕上げはやっぱり元脱だつ衣い士しにつけてもらわないとな」


  　美び服ふく院いんさんがそう言ってにやりと笑う。


  　そういえば、忘れてたけどじいちゃんだって元は脱衣士として修行した身だったっけ。


  　それで四十まで童貞だったという悲しき過去を持つ男でもある。


  「これは絹きぬ造ぞう様、わざわざこんな山奥までご足労いただきありがとうございます」


  　ミシンちゃんは神妙な様子で正座すると、じいちゃんに頭を下げている。


  「……え？　なにその反応？　この人、うちのじいちゃんだよ？　そんな畏かしこまることないって」


  「何を言ってるんです！　このお方は名門古ふる織おり家希代の天才と謳うたわれた絹造様ですよ。木綿もめん君はそんな方にご指導いただけるだなんて光栄に思わないと駄目ですよっ」


  「じいちゃん……もしかしてこの手の業界では有名なの？」


  「もちろんですっ。かつては百年に一人の才能と言われた脱衣士だったと聞いています。その時代に〈脱だつ衣えの儀ぎ〉が開催されれば優勝は確実だったとも」


  　ミシンちゃんが緊張した面持ちでそんなことを言うから、見知ったじいちゃんが凄すごい人みたいに思えてきた。


  「そこまで言われるほどのもんじゃないわい。わしが磨いた技術も結局は〈脱衣の儀〉で使われることはなかったのじゃからな。それに今じゃただの老いぼれジジイじゃわい。けれど木綿や」


  　いきなり名を呼ばれて、俺は思わず背筋をピンと伸ばした。ミシンちゃんのせいで、じいちゃん相手に緊張してしまっている。


  「お前に脱だつ衣い技わざを伝授するくらいなら可能じゃ。特訓の仕上げ、わしに任せてもらえるか」


  「う、うん……よろしく、じいちゃん」


  「ではさっそく、お前の脱だつ衣い力りよくをわしに見せてみろ」


  　言われて俺は意識を集中する。


  　頭の中で思い描くのは───エロいこと。


  　俺の脱衣にかける思いの根源は女の子の裸を見たいという一点に尽きる。


  　それ故に、エロスを感じれば感じるほどに俺の脱衣力は高まっていくのだ。


  　瞳ひとみを閉じ、ゆっくりとした呼吸と共に脳裏にさまざまなエロスを思い浮かべる。人形作りの時にじっくりと観察した美服院さんのエロい体。神聖なる巫み女こ装しよう束ぞくに包まれているミシンちゃんの裾すそから覗のぞく白い足───脱がしてやりてぇ。


  　そう思った瞬間、青いオーラとなって天てん衣いから力が溢あふれ出してくる。


  　俺はすっと目を開いた。


  「どう、じいちゃん……？」


  「うむ、短期間にしてはよくできとるほうじゃ。全身に行き渡る脱だつ衣い力りよくに淀よどみがない。静寂だが力強さも秘めておる。よい特訓をこなしてきたようじゃな」


  「それは全部、特訓をつけてくれたこの子のお陰だよ」


  「天あま縫ぬい神社の巫み女こさんか……名前はたしか……」


  「ミ、ミシンです！　天縫ミシンです！」


  　慌あわてて自分から名乗るミシンちゃん。


  「……おお、そうじゃったそうじゃった。ミシンさん、我が孫を脱だつ衣い士しにしてくれてありがとう。感謝するよ」


  　じいちゃんはミシンちゃんに向かって頭を下げた。


  　するとミシンちゃんも戸惑った様子で頭を振る。


  「そんなことありませんっ。できる限り、試行錯誤してみたまでで……」


  「そんな謙けん遜そんすることはない。素人だった木綿もめんがまるで見違えるほどに成長しておるのじゃから、これは大したもんだ」


  「ありがたきお言葉、恐れ入ります」


  　さすがにここまで恐縮するミシンちゃんを見ていると、じいちゃんが凄すごい人だったと認めざるを得ない。


  　でも、ミシンちゃんが自分の名前を告げた時、一瞬、じいちゃんが怪け訝げんな顔をしたように見えたのだが……俺の気のせいか？


  「さて、木綿。本題に入ろうか。脱だつ衣い技わざの型を見せてやろう。わしに続いてお前も覚えるのじゃ」


  　そう言ってじいちゃんは腰を据えて、独特の構えをとった。


  　その瞬間、ぴしりと場の空気に緊張が走る。構えただけで、じいちゃんから凄みが湧わいてきた気がした。


  　俺はかつてじいちゃんが凄腕の脱衣士だったという話に納得がいった。


  　構えだけでもその当時の面影が伝わってくる気がしたからだ。


  　俺は真剣な表情でじいちゃんと向かい合う。


  　そして特訓の仕上げ───脱衣技四し十じゆう八はつ手ての継承が始まったのだった。


  



  　様々な特訓の末、気がつけばあっという間に時間が過ぎ去っていた。


  　この三か月間、俗世を離れ、特訓に費やした日々もついに終わりを迎えようとしていた。


  　俺は本殿横にある自分の部屋で毛布にくるまりながら、窓から見える夜空を眺めて特訓の日々を思い返していた。


  　明日はもう下山する日だ。下山したらそのまま俺たちは〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の予選会場に向かうことになっている。俺は〈脱衣の儀〉開催ぎりぎりまで修行していたことになる。


  「……眠れない」


  　緊張のせいかいつもなら特訓の疲れですぐにでも眠れるというのに、今夜ばかりは目が冴さえてしまっていた。


  　すると一緒の部屋に泊まっていたじいちゃんがむくりと布団から起き上がった。


  「じいちゃんも起きてたのか？」


  「まぁな……なぁ、木綿もめんよ。お前に話しておきたいことがある」


  「なんだよ、改まって」


  「脱だつ衣い士しとして生きていくための心構えみたいなもんじゃよ」


  「うん……？」


  　神妙なじいちゃんの様子に、俺も話を聞く気になってじいちゃんの正面に座った。


  「このあいだも話したが、わしは四十になるまで脱衣士として修行をし、童貞を守り続けた。童貞とは一度捨ててしまえば二度と取り戻すことはできない尊いものなのじゃ。探求心の根源でもあり、心の力でもある。お前も童貞であることを誇りとし、〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に挑むのじゃ」


  「でも、結局じいちゃんだってばあちゃんと結婚しただろ。それってその誇りを捨てたってことなんじゃないの？」


  「確かにわしは童貞という名の誇りを捨てた。同時に脱衣士の資格も失った。しかし最愛の妻というかけがえのないものを手に入れたのじゃ。だからな、木綿。もしお前が童貞を捨てる時が来たならば、それはこの人を生涯愛し続けようと思う相手に童貞を捧げるのじゃ」


  「まぁ、童貞喪失ってのは男にとって大事なイベントだもんな……。そういえばさ、じいちゃん前に、親父おやじが脱衣士に関わることを封印してしまったって言ってたけど、その時、じいちゃんは反対しなかったの？　それでよかったの？」


  「お前の父親が童貞でい続けることに苦痛を感じておったのは、わしもよく知ってたからな。あいつは息子に同じ運命は辿たどらせたくはないと強く願っておった、それにばあさんも……」


  　少し間をあけて、じいちゃんは酷ひどく寂さびしそうな顔をした。


  「ばあさんが出ていったのもそれが理由じゃ。わしはお前を一人前の脱衣士として育てるつもりだった。それに愛想を尽かしてばあさんが出ていって、ようやくわしは反省したのじゃ。無理に脱衣士の宿命を押しつけるべきではないとな……でも結局、お前は脱衣士の道を選んだ。お前の父親が知ったら怒るじゃろうな」


  「どうだろうな。俺が自分で選んだ道なんだから親父も怒ったりしないんじゃないかな？　それにさ、じいちゃん、俺、脱衣士になれてよかったと思ってる。だってこんなに一つのことに打ち込んだのなんて初めてだったから。なんていうか達成感みたいなもん感じる」


  「ほっほっ。でもまだ修行が終わっただけじゃ。本番はこれから。〈脱衣の儀〉で勝ってこそ、本当の達成感が得られるというもの」


  「そりゃそうだな。〈脱衣の儀〉かぁ、いったいどんな戦いなんだろうな……」


  「厳しい戦いになるじゃろう。わしも大会までついていきたいところじゃが、もはや脱だつ衣い士しでもない老いぼれにできることはないじゃろう。古ふる織おり神社でお前の勝利を祈き祷とうしておることにするよ」


  「ありがとな。応援してくれるってだけでも嬉うれしいよ」


  「頑張るのじゃぞ。さぁ、そろそろ眠らんと明日の試合に差し障る。早く布団に入れ」


  　そう言ってじいちゃんは布団を被かぶった。


  　俺も布団を被ると、なんとなく天井を見つめた。そして一言。


  「じいちゃん、今夜話してくれたこと、嬉しかった。ありがとな」


  　返事はなく、すぐにじいちゃんは寝息をたて始めた。


  　さて、俺も寝るかな、とそう思っているとふとある言葉が頭をよぎった。


  



  『この厳しい修行が終わったら、私の体好きにしてもいいよ？』


  



  　そうだ！　美び服ふく院いんさんはしっかりと約束してくれた。


  　人形制作の際に穴が開くほど見続けたあのセクシーな体。俺にはそれを自由にする権利があるはずだ！


  　だって今日まで特訓頑張ったし。ホントはもう超辛つらかったんだからな。


  　そのご褒ほう美びを貰もらうなら今夜しかない！


  　俺はじいちゃんを起こさないようにそっと自分の部屋から抜け出した。


  　美服院さんの部屋は俺の部屋から長い廊下を隔ててかなり離れている。


  　廊下に出た途端、俺の頭は急に冷静になって足が止まった。


  　夜中のもんもんとした勢いで飛び出したはいいものの、この俺が夜よ這ばいなんてかけられるのか。いや、無理だ。


  　そんな勇気があるなら童貞なんかとうの昔に捨てている。


  　それができなかったからこそ、十六歳の今日まで童貞なんだ。


  　……やっぱり俺には無理だ。


  　そう思って自分の部屋に戻ろうとしたその時、暗くら闇やみが包み込む廊下の奥、光が漏もれている部屋があるのに気がついた。


  　まさか、美服院さん俺のこと待ってたとか！


  　そう思って足音を消したままに足早にその部屋へと近づくと、中からはきーこきーこという聞き慣れない音が聞こえてきた。


  「……？」


  　光が漏れている隙すき間まから部屋の中を覗のぞこうとした俺は───つん、と背中を突かれた。


  「───!!」


  　びっくりして悲鳴を上げそうになったけど、咄とつ嗟さに手で口を押さえてなんとか堪こらえた。


  　そのままの勢いで振り返ると、そこにはネグリジェ姿の美び服ふく院いんさんが笑いを堪えて立っていた。


  　口から心臓が飛び出そうになっただろ！　と喚わめきたかった。けれど独特の静けさに包まれているこの状況下では騒がしくするのも駄目な気がして、俺は美服院さんを睨にらみつけた。


  　美服院さんはそんな俺の視線なんてものともせずに、俺の服の袖そでを引っ張って灯あかりが漏もれている部屋から俺を遠ざけようとする。


  　部屋の中からは絶え間なくきーこきーこという音が響いていた。


  



  　美服院さんに連れられてやってきた境内の中庭。


  　もうさっきの部屋からは随分と離れている。そこで俺はやっと口を開いた。


  「美服院さん、いるならいるって言ってくださいよ！　あんなやり方で驚かさないでください！」


  「だって木綿もめん君、あの部屋覗のぞこうとしてたから止めなきゃと思って」


  「……？　あの部屋って何なんですか？」


  「あそこは作業場。ミシンだってこの三か月なにもしてなかったわけじゃない。刻一刻と変化する君の体の採寸をして、それを天てん衣いに反映させてたのさ。あの部屋で毎晩遅くまでね。まったく根詰めちゃって、お針はり子こ馬ば鹿かだよなぁ」


  　朝は四時から俺の特訓に付き合ってくれて、夜中はこうして天衣作り……いったいいつ寝てるんだ？


  　俺の特訓も厳しかったが、ミシンちゃんはそれ以上に過酷な三か月間を送っていたようだ。今さらだが、ミシンちゃんのお針はり子こ巫み女ことしての熱意を実感した。


  「えっと……それじゃあ、さっきの音は」


  「あれはお針子巫女の機織りの音。絶対に他人に見せちゃ駄目らしいよ。鶴つるの恩返しみたいな話だけど、まぁ門外不出の技でもあるんじゃないのかな。私は別に興味ないけど」


  　だから美服院さんは俺をあそこで止めたのか。あのままだったら俺、確実に覗いてたもんな。


  「ミシンちゃんが鶴になってるわけないですけど、嫌いやがることはしないに越したことないですよね。覗かなくてよかったです」


  「で、君の目的は何かな？　夜更けにもんもんとして徘はい徊かいしてたとか？」


  「それは……」


  　いざ言うべき時が来るとやっぱり腰が退ひけるというか言い辛づらいというか。


  　でも俺は三か月の溜たまりに溜まったエロスを美服院さんに受け止めてもらいたかった。


  　だから俺は勇気を振り絞って言うことにした。


  「美服院さん！　用があったのはあなたになんですっ」


  「え？　何、私に？」


  「そ、そう。あの……えっと、その……」


  　言おうと決意したのに、言葉がうまく出てこない。


  　というか、やっぱり言えない気がしてきた。


  　俺の根性なし！　一世一代のチャンスだってのに！


  「何かな、木綿もめん君。お姉さんに相談事でもあったのかい？」


  　俺の煮え切らない態度に何か勘づいたのか、美び服ふく院いんさんがにじにじと透け透けのネグリジェ姿ですり寄ってくる……って、よく見たらノーブラじゃねぇかこの人！　乳首がうっすら透けてるよ！　だいたい、なんでネグリジェなんか着てんだよ！　もうわざとだろそれ！


  　ばっか、そんな格好で寄ってこられたらもうそれだけで興奮しちゃうだろ！


  　駄目だ。今日は言えない。っていうか明日も言えないし、きっとずっと言えない。


  　こんなんだから俺は童貞だけど───仕方ない。


  　諦あきらめてお茶を濁そう。そう思ったその時。


  「あぁ、あれかな？　厳しい特訓を耐え抜いたら、私の体好きにしていいよ？　って約束したやつ。あれのことで用があったとか？」


  　なんでこの人はこんなに勘が鋭いんだよ。


  　俺の狙ねらいをピンポイントで言い当ててきやがった。


  　でも、そうなんです！　とか簡単に返事なんてできるはずない。


  　ここはちょっと余裕を持った態度をとってみよう。


  「……え？　あぁ、そんなこと言ってましたね……。じょ、冗談だと思ってましたよ。つーか今まで忘れてたっていうか。あははっ」


  　我われながら笑い方がぎこちねぇな。もっと自然に笑え、自然に！


  　すると美服院さんが俺の肩に腕を回して、顔を思いっきり近づけてきた。


  　こ、これはなんだ！　キスできる距離じゃん。やばい、心臓が破裂しそう。


  　背中からはだらだら変な汗まで出てきてる。


  　きっと今の俺はパニックのあまり顔がん面めん蒼そう白はくだろう。


  　そんな俺の顔を見て、美服院さんはいつものように───かかっと笑った。


  「あのさ、期待させちゃったみたいで悪いんだけどね。私の体を好きにしてくれても別に構わないけど、君は重要なことを忘れてるよ」


  「な、なんでしょう……？」


  「〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の参加資格者は童貞もしくは処女じゃなきゃいけない。それって大前提じゃん。それなのに今ここで童貞捨てられてもなぁ。私としては困る。だって優勝してもらわないといけないし。だから童貞卒業は〈脱衣の儀〉が終わるまでお預けだ」


  　しまった！


  　俺は根本的なことを忘れて目先のエロスに飛びつこうとしていた！


  　ていうか、さっきじいちゃんから脱だつ衣い士しとしての心得を聞いたばっかじゃねぇかよ、俺。童貞捨てたら元も子もないじゃん。


  　てことは美び服ふく院いんさんとの約束も意味なし。あれって嘘うそだったってこと？


  　いや、まだだ。まだ勝算は残っている。


  　童貞捨てるとかまではいかないまでも、おっぱい揉もませてくださいくらいは頼んでもいいんじゃないか？　おっぱいタッチにシフトしていく方向でなんとか約束を果たさせるという手もあるけれど。


  　でもっ、そんな高度な交渉、俺にはできないっ。


  　どうしても、おっぱい触らせてくださいのひと言が言えないのだ。そんな度胸がない。


  　故に俺はこう出るしかなかった。


  「そ、そんなこと知ってましたけど……っていうか、さっきも言いましたけど俺、あんな約束最初から信じてなかったです。やだな、美服院さん。俺ってそんなにエロにがっついてそうに見えます？」


  「うん、思いっきり。っていうか、今も心の中で悔くやしい思いをしている悲痛な叫び声が聞こえてくるようだよ」


  　なんでわかるんだよ、俺の心の声が。


  　そりゃ、心底残念に思ってますよ！　思ってるけどあえて心の中に留とどめておいたのに！


  　そんなことを考えていると、美服院さんは楽しそうに口を開いた。


  「でもお預けだけじゃ可か哀わい相そうだから、いいこと思いついた」


  「なんすか……？」


  「こういうのはどうかな？　脱衣士の特訓の一環としてさ。私のこと脱がしていいよ？」


  　脱がす───その言葉は特訓を終えた俺にとっては特別な言葉となっていた。


  　脱がしていい、とはつまり脱だつ衣い技わざをかけてもいいってことだ。


  　美服院さんは俺の真正面にすっくと立つと、覚悟を決めたかのように真剣な表情になった。


  「そういえば木綿もめん君って脱衣技の型を覚えたり人形で練習してたけど、本物の人間を脱がしたことなかったよね。私でよければ───君が一番最初に脱がす相手になってあげるよ」


  　初めて脱衣技で女性を脱がす。


  　それは童貞を失うのと同じくらいの価値がある行為に思えた。


  　特訓に耐えたご褒ほう美びとして申し分ない。


  　どきどきと胸が高まっている。


  　ホントに女の人を裸にしていいのかという背徳感すら覚える。


  　けれど明日からは〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加するんだ。女の子を裸にする大会に出るんだから、ここで戸惑ってる場合じゃない。


  　勇気を出せ、古ふる織おり木綿もめん。


  　ここで脱がさなきゃ男じゃねーぞ。


  「わかりました。美び服ふく院いんさんがいいって言ってくれるなら、俺は遠慮しません」


  　腰を落とし、俺は構えをとった。


  　そして美服院さんの姿をしっかりと見つめる。


  　月の灯あかり以外に光源はないけれど、それでもくっきりとその姿を捉とらえることができた。


  　黒い透け透けのネグリジェ。丈は膝ひざを覆おおうくらいで、ひらひらと前が開きそうで開かない、なんともエロい作りになっている。薄く透ける布からは溜ため息いきが出そうになるほどエロスに満ち溢あふれた肢体が覗のぞいていた。


  　胸元にはレースがあしらわれ、その下にはうっすらと二つの乳輪が透けている。若干乳首が立っているように見えるところがまたとてつもなく淫いん靡びな雰囲気を帯びている。


  　これが初めて俺が脱がす人の体───きっと生涯忘れないだろう。


  　すぅ、と俺は深呼吸してから目を見開いた。


  「───いきますっ」


  　言い放つと同時に俺はざざっと地面を擦こすって美服院さんに接近した。


  　美服院さんとの距離は二メートル。その距離を一気に縮める。


  　脱だつ衣い技わざの基礎───相手との距離は迅速かつ慎重に詰めること。


  　そして、間合いに入ったら迷わない。


  　己のインスピレーションのもとにその手を動かせ！


  「脱衣技───脱がしの一手〈鶴かく翼よく〉」


  　それは初めてミシンちゃんにかけられた脱衣技。


  　鶴つるの羽ばたきを思わせるような手の動きによって、スムーズに襟元に両腕を滑り込ませる。そして指の先端まで神経を研ぎ澄ませたままに一気にネグリジェを脱がしきる！　その際、フェティッシュな黒いパンツのチェックも忘れずに！


  　それは刹せつ那なの出来事だった。


  　完かん璧ぺきなまでに技が決まった。


  　ぱさりと地面に落ちるネグリジェ。


  　美服院さんは恐らく全裸にされる過程すら知覚できなかっただろう。そのくらいの早はや業わざだと自負している。


  　そしていつもは下ネタばっかり言ってるくせに裸にされればやっぱり恥ずかしいのか、少し間を置いた後我われに返って両手で胸を隠した。


  「すごい……これが脱だつ衣い士し……！　でも最後の詰めが甘かったね。木綿君、私のパンツだけは脱がしきれなかったみたいじゃない」


  　そう。美服院さんはパンツを穿はいている。穿いてはいるがよく見てほしい。


  「パンツも脱がしきりましたが、穿はいたままのほうがエロいと思ってあえて残したんです。その証拠に美び服ふく院いんさんのパンツを後ろ前反対にしておきました」


  「な……っ！」


  　一瞬のうちに脱がし、後ろ前反対で穿かせるという高等テクニックに、美服院さんは驚嘆の表情を隠せなかった。


  　俺は下半身をぎんぎんにさせつつも、涼しい顔をして脱がしたばかりのネグリジェを美服院さんに手渡した。


  「か、風邪引いちゃいますよ……ほら、早く着てください……」


  「ありがと、木綿もめん君。優しいとこあるじゃん」


  「いやいやいや。そんなんじゃなくて！　目のやり場に困るっつーか、正直この状況でどうしていいかわかんないから早く服着てほしいだけですから！」


  　そんな会話を交わしていると、とととと、と廊下から軽い足音が聞こえてきた。


  　この軽い足音、じいちゃんのものではない。


  　ということは、足音の主のことは当たり前だがすぐに察しがついた。


  「あの、どうかしましたか？　さっきから声が聞こえたり物音がしたりするのですが？」


  　そう言ってミシンちゃんが中庭に顔を出したのだ。


  　よりにもよって、着替え途中の半裸の美服院さんと俺とが向かい合っている状態の時に。


  [image: ]


  「…………！」


  　ミシンちゃんは俺たちのことを見つけると、三秒ばかり硬直した。


  　その間に俺が言い訳を考えていると、それよりも早くミシンちゃんの硬直が解けた。


  「何やってるんです！　明日は試合なんですよっ。こんな夜更けに二人して、ひ、卑ひ猥わいなことを！」


  　激げき昂こうするミシンちゃんに対し俺は必死に状況を説明しようと試みる。


  「ちょ、待って。違うって、ミシンちゃん。これはそういうエロいことじゃなくて。脱だつ衣い技わざの練習をしてたまでで───」


  「っていうのは木綿もめん君の言い訳よ！　いきなり呼び出されてエッチさせろって迫られて！　それもどうしても外じゃなきゃ嫌いやだってここで私を無理矢理！」


  「あおっ、あおかんっ……なんて下品なことを！　最低最悪ですっ！」


  　だから！　なんで君は清せい楚そで堅物っぽいのにそんな性の知識だけは豊富なんだよ！


  　あと、美び服ふく院いんさん！　意図的に誤解を招いて楽しむの止やめろ、今すぐに。


  　ミシンちゃん、本気で信じてるだろ！


  　しかも怒り心頭モードだ、もう何言っても無駄なんじゃないか？


  「こんな山奥でコンドームもないのに生でさせろとか、ホントに木綿君ったら野蛮なんだからぁ」


  「木綿君！　あなた男として恥ずかしくないんですか！　嫌がる女性に避妊具もなしって！」


  「全部嘘うそだから！　冗談だから。ミシンちゃん、とりあえず俺の言うことだけを信じてくれ！」


  「い、嫌ですっ。近寄らないでくださいっ。け、けだものっ！」


  「美服院さん、早く冗談だって説明してくださいよ。じゃないとミシンちゃんが……っ」


  　ミシンちゃんが警戒心を露あらわにして俺の接近を拒んでいる。


  　まるきり変態を見る目だ。やめてくれ！　そんな目で見るな！


  



  　こうして。


  　大会前夜だというのに深夜まで俺はミシンちゃんへの誤解を解くために大変な労力を費やしたのだった。


  第四章　〈脱だつ衣えの儀ぎ〉始まる


  



  　久々に下山した俺たちは、一いつ旦たんじいちゃんを実家まで送ると、そのまま美び服ふく院いんさんとミシンちゃんと共に予選会場へと向かっていた。


  　とはいっても、俺はまだどこで予選が開かれるのかすら知らない。


  　美服院さんにでも聞いてみるか、なんて思っているとドアの向こう側に人ひと集だかりが見えてきた。


  　あそこは確か……名古屋ドーム。


  　なんだろこの人集り。ドームでなにかイベントでもやるのか？


  　さらに車で近づくと、その人の多さが尋常ではないことに気づいた。ドームを取り囲むように、人、人、人───何百人という人集りができているのだ。


  「な、何事ですかこれ!!」


  　思わず車内で叫んでしまった。


  「なにってここが〈脱衣の儀〉の予選会場だよ？」


  　あっさり言ってのける美服院さん。


  「はぁっ!?」


  　え？　何これ？　規模でかすぎだろ！


  　だって会場の周りだけじゃなくて路上にも溢あふれるほど人集りができている。これが全員〈脱衣の儀〉の観戦客？


  　会場前の人集りをレポートしているのか、テレビ局のカメラマンや報道キャスターの姿まで見える。


  「君らが三か月間隔離されてた間に、日本中のテレビ局が〈脱衣の儀〉について報道してたんだ。予選でもこれくらい人が来るのは当たり前だよ。国民的行事なんだからさ」


  　俺たちの乗った車が参加者専用入り口へと誘導される中、美服院さんはにやにやしながら、驚きを通り越してぽかんとしている俺の顔を見ている。


  「大丈夫か、木綿もめん君。あの程度の人集りでビビッてたら会場入ったら失禁するぞ」


  「し、失禁なんてしませんよ！　……ま、まぁ、あんなに大勢の人見たの初めてだからちょっと動揺しましたけど」


  「ちなみに会場には三万人くらい客入れてるらしいよ？　外にいるのはチケット買えなかった人たちかもね。当日券が手に入らないからうろついてんだろうなぁ。その点私たちなんて参加者だから超ＶＩＰ待遇よ。かかっ、気分がいいねぇ」


  「な、なんか……すげぇ。三万人とか聞いても実感湧わかねぇ……」


  「そのうち、嫌いやでも湧わくと思いますけど」


  　こんな時でも冷静なミシンちゃんが羨うらやましい。


  　俺なんか頭が混乱して軽くパニックだ。こんな大規模な大会だなんて想像もしなかった。


  〈脱だつ衣えの儀ぎ〉───なんだか知らないがすごい大会みたいだ。


  　今さらだけど、いいのか？　俺なんかが参加者で？


  



  　黒山の人ひと集だかりを眺めながら、俺らは車に乗ったまま会場内へと入っていった。


  　そして通された専用の地下駐車場。そこで車から降りると、先客がいた。


  　つぎはぎだらけのずたぼろの着ぐるみに身を包んだ不思議な人物と、その隣に立つ長いツインテールが特徴的な学校の制服姿の女の子。


  　その二人が俺らの姿を見るなり───ただならぬ緊張感がその場を支配した。


  　出場者専用の駐車場にいるってことはもしや……。


  「私たちと同じく〈脱衣の儀〉の参加者です。きっと」


  　ミシンちゃんが俺の後ろでそっと囁ささやいた。


  　やっぱりそうか。ということは、二人は脱だつ衣い士しとお針はり子こ巫み女こってことか。


  　初めて見る対戦相手に、俺はぐっと喉のどを鳴らして肩に力を入れる。


  　なにもこの場で戦うわけじゃないのに、相手からは刺すような敵意に満ちた視線が送られる。


  　やがて二人は踵きびすを返して立ち去っていく。その後ろ姿を見送っていると、美び服ふく院いんさんが俺の背中を押した。


  「ほら私らも早く行くぞ。開幕式が迫ってるんだから」


  「わかりました。……って開幕式って何すればいいんすか？」


  「黙ってつっ立ってりゃいいんだよ。粋いきがって悪目立ちすんなよ？」


  「三万人の前でそんなことする根性ないですよ、俺には」


  「でもその格好じゃ、逆に目立ちそうですけどね」


  　ミシンちゃんに指摘されて気づいたけど、俺は山ごもりから下りてきたままの姿。


  　つまり三か月間を共に過ごした練習着用の天てん衣い───ぼろぼろになった作さ務む衣えを着ていた。


  「……やっぱ正装のほうがいいですよね？」


  「そんな時間ないっての！」


  　美服院さんに首を引っ掴つかまれるようにして俺らは会場へと足を運んでいく。


  　その途中、会場へと抜ける通路に差し掛かった時、目の前の光景を見て俺はおろか美服院さんまでが足を止めてしまった。


  　その通路には、今まさに会場入りをしようとしている選手たちがずらりと顔を揃そろえていた。


  　俺たちが最後の一組。


  　選手たちが一斉に俺たちのほうに視線を向けてくる。


  　するとどこからか、


  「───あれが古ふる織おりの……」


  　という囁ささやき声まで聞こえてきた。


  　俺のことを知っている者もいるらしい。


  　全身にびりびりっと静電気が走ったような気がした。


  　選手一人一人から発せられるオーラの圧迫感が凄すさまじい。


  　圧倒的な空気に気け圧おされながらも、俺は通路に足を一歩踏み出した。


  　その時、無音の中、かつん───とヒールの音が響いた。


  　通路の正面からスーツ姿のＯＬさんがこちらに向かって歩いてきた、かと思うと一瞬にしてその姿が消えた。


  「え……！」


  　目の錯覚か？　と疑う前に、俺は別の驚きに直面していた。


  　なぜか俺がミシンちゃんの巫み女こ装しよう束ぞくをこの身に纏まとっていたのだ。


  　そして横を向けば、ミシンちゃんは俺のぼろぼろの作さ務む衣えを着ている。


  「ふふっ……そっちの方がお似合いよ」


  　いつの間にか俺たちの後ろに立っていたＯＬがバカにするようにくすりと笑った。


  　つまりこれは───脱がされた！


  　一瞬にして俺とミシンちゃんは服を脱がされ、さらにお互いの服を交換させられていたのだ。


  　なんという早はや業わざ！　これが本物の脱だつ衣い士しの力量か！


  　俊敏かつ的確、そんな脱だつ衣い力りよくをひしひしと感じた。


  　他の選手がその様子を見て失笑を漏もらしている。


  　悔くやしさよりも驚きが勝ってしまう。こんな人たちを相手にホントに自分は戦えるのか？


  「……っ」


  　俺は俯うつむいたまま顔を上げることができなかった。


  　痛恨の失態だ。


  　俺の実力が明らかに劣っていると、この場に居る全員が思っただろう。


  　俺も脱衣士の端くれとだというのに、ああもあっさり脱がされるなんて……。


  　開幕式を前にして、俺は相手選手たちが鍛きたえ抜かれた脱衣士だと実感せざるを得なかった。


  　まるで〈脱だつ衣えの儀ぎ〉はお前が考えるほど甘いものではないと、洗礼を受けた気分だ。


  「木綿もめん君、相手の勢いに呑のまれてはいけませんっ。気を張りなさい！」


  　ぐらぐらと揺らいでいた俺の心にぴしゃりと活を入れるように、ミシンちゃんが凛りんとした表情でそう言った。


  　それだけで俺の背筋はぴんと伸び、呼吸を正すことができた。


  　ミシンちゃんは俺の手を掴つかむと、気圧される様子もなく選手たちの間を割って歩いていく。


  　胸を張ったその姿勢は、誰だれにも引けをとらない精せい悍かんな姿だ。


  「自分に自信を持ちなさい。これまでの三か月の特訓の成果を見せる時なんですよ！」


  「……あぁ。わかった。もう気は抜かない。俺だって一人前の脱だつ衣い士しだ」


  　もう戦いは始まっているのだ。


  　自分を鼓舞するように言い聞かせ、俺らは選手入場の通路を歩いていった。


  　巫み女こ装しよう束ぞく姿で開幕式に出る俺はさぞかし滑こつ稽けいだろう。今のうちに笑っておけ。


  　試合の時が来れば、その笑えみを凍りつかせるくらいの戦いをしてやる！


  



  　しゃん───しゃんしゃんしゃん。


  　数十人の巫女が鈴の音ねを鳴らし、その後ろではお囃子はやしを奏でる奏者がずらりと並んでいる。


  　名古屋ドームは今や神聖かつ厳かな雰囲気に包まれていた。


  　観客席にわらわらと集まった三万人の人々も、開幕式の始まりと共に静まり返っていく。


  　俺たち脱衣士とお針はり子こ巫み女こは揃そろって会場中央に設置された神楽殿の上に並んでいた。


  　三万人の人間の視線が自分たちに注がれている。その緊張感と圧迫感に俺の背中からどっと汗が吹き出した。


  　こんな大舞台、人生初めての経験だ。あまりのプレッシャーに時間が凝固しているかのように感じる。


  　俺たちがいま立っている神楽殿が試合の舞台となるらしい。


  　一辺が一〇メートルくらいの正方形。バトル漫画のトーナメント戦に出てきそうな舞台だ。


  「国乱れし時、国家大安を願って〈脱だつ衣えの儀ぎ〉を執り行うべし───さすれば優勝者に神々の奇跡が降り注ぎ聖人となりて我が国を安寧へと導かん」


  　神楽殿の中央では神官が滔とう々とうと祈りのような開幕の宣言を述べる。


  　厳粛なムード。


  　俺はきょろきょろとほかの選手のことを見ようとしたけれど、どすっと隣にいるミシンちゃんに肘ひじ鉄てつを食らってしまった。


  　大人しくしてろ、って意味だと思う。


  　神官は大会のルールを一つ一つ説明していく。


  　なんでも〈脱衣の儀〉は全国九ブロック──北海道ブロック、東北ブロック、関東ブロック、北越ブロック、東海ブロック、近畿ブロック、中国ブロック、四国ブロック、九州・沖縄ブロックという分け方をされて予選大会が行われるとのことだ。


  　一つのブロックからは二チームしか本戦に出場できないらしい。


  　で、俺たちは愛知県出身だからこの名古屋ドームで開かれる東海ブロック予選大会に出場しているわけだ。ここ東海ブロックでは、俺たちを含めた全六チームの十二人が競い合う。


  　対戦方法は全チーム総当たり戦。勝ち星の多い二チームが予選を突破、本戦へとコマを進めることができる。


  　それにしても、この緊張感漂う雰囲気。


  　立ち並ぶ選手たちから感じるプレッシャーが半端ない。


  　彼らから発せられる気迫と会場の緊張感が、俺に何かとんでもない大会が開かれようとしているという明確な印象を与えてくる。


  　その時、しゃんしゃんしゃん、という鈴の音ねがいっそう大きく響き会場に設置された巨大モニターに〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の文字が浮かび上がった。


  「それではこれより、参加チームの紹介を行いたいと思います！」


  　会場のスピーカーから聞こえる女性の声。


  　巨大モニターにチーム名と選手の名が一人ずつ映し出される。


  



  「〈メイドリーム〉！　脱だつ衣い士し、愛あい来くる冥めい子こ！　お針はり子こ巫み女こ、花か蓮れん萌もえ乃の！」


  



  「〈式しき部ぶ〉！　脱衣士、藤ふじ原わら香かおる子こ！　お針子巫女、源みなもと葵あおい！」


  



  「〈電でん王おう商しよう事じ〉！　脱衣士、局つぼね茶ちや々ちや子こ！　お針子巫女、新あらた米よね子こ！」


  



  「〈薔薇十字ローゼンクロイツ〉！　脱衣士、伊い集じゆう院いん奏かなで！　お針子巫女、鳳ほう凰おう堂どうかなめ！」


  



  　次々に紹介されていく各チーム。


  　そして続いて紹介されたのは、地下駐車場で会ったあのツインテールの少女と着ぐるみのコンビだった。


  



  「〈うさぷにシスターズ〉！　脱衣士、切きり原はらうさ子！　お針子巫女、切原ぷに子！」


  



  　ツインテールのほうはうさ子っていうのか。可愛かわいらしい名前の割りに雰囲気が刺とげ々とげしい。


  　そして最後を飾るのは俺たちのチームの紹介だった。


  　けど、チーム名なんて考えてないはずだけどな。


  



  「〈ゴールデンしゃちほこ〉！　脱衣士、古ふる織おり木綿もめん！　お針子巫女、天あま縫ぬいミシン！」


  



  　会場中が見守る中、思わずずっこけそうになってしまった。


  　なんだその格好悪いチーム名は！


  　いったい誰だれがつけた……っていうか、あの人しかいない。絶対に美び服ふく院いんさんの仕業だ。


  　俺が愕がく然ぜんとしている隣で、ミシンちゃんは平然と巨大モニターを眺めていた。


  　そして選手紹介が終わると共に、開幕式は終了した。


  　さあ、ここから本番だ───。


  



  　開幕式が終わると、俺とミシンちゃんはそのままチーム個別の控え室へと案内された。


  　そこはソファーや会場の様子が見られるモニターなんかが用意してあるシンプルな部屋だった。その部屋のソファーに腰掛けて待っていたのは美び服ふく院いんさんだ。


  　俺に続いて部屋に入ってきたミシンちゃんは怒り心頭といった様子だ。理由は聞かなくてもそのぼろぼろの作さ務む衣え姿を見ればわかる。


  「木綿もめん君、いつまで私の服着てるんですか！　早く返してください」


  　そう言ってミシンちゃんは強引に俺が着ていた巫み女こ装しよう束ぞくを剥はぎ取っていく。そして物陰でそそくさと着替えると、ふんどし一枚の姿の俺へと作務衣を渡してきた。


  「まったくなんなんですか、あのＯＬ！　私と木綿君の服を入れ替えるだなんて！　お陰で開幕式中ずっと恥ずかしい思いさせられました！　木綿君、こうなったら試合できっちり見返してやりましょうね」


  「まぁ落ち着けよ、ミシン。ほら、親父おやじから差し入れの天むす。とりあえず百個あるぞ」


  　テーブルの上にうずたかく積まれた天むすのパックを見て、ミシンちゃんが目を輝かせて飛びついていた。


  「天むす天国です！」


  　それで機嫌直るのかよ！


  　そういえば山ごもりの時もちょくちょく食べてたよな。相当好物なんだな……。


  　まるで流し込むようにぱくぱくとミシンちゃんは天むすを平らげていく。そんな天むす娘はとりあえずおいとく。


  「あの、この大会、テレビ中継入ってますよね。マズくないすか。最悪、俺の裸が放送されることになるんですよね」


  「男の子がそんなこと言うなんて情けないですっ！　女の子はもっと恥ずかしい思いをしなきゃならないんですよ！」


  　ミシンちゃんは天むすをもぐもぐ食べながらも怒ってくる。


  　そりゃそうだけど。男だって見せたくねぇよ。


  　それ以前の問題として、〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に出場している俺の姿がテレビに映るってことは、お茶の間の皆さんに俺が童貞だってことカミングアウトしてるようなもんじゃねぇかよ。


  　何それ、最悪……。


  「裸に関してはうまいことモザイクが入るんじゃないかな、さすがに。なんなら念入りに忠告しておこうか？　木綿君の股こ間かんのモザイクは大盛りでって。中継してるテレビ局、うちのグループだからさ。ういろうテレビっていうの。知ってる？」


  　えぇ知ってますとも！　ういろうテレビといえば東海地方ではめちゃくちゃメジャーな局じゃん。もうやだ……学校行けない。万が一、俺の包茎が映ったらどうしてくれる。


  「大丈夫だって、勝てば地元の英雄だよ？　そんで優勝すれば聖人だ。私に天下をくれる約束、今さら取り消すとは言わせないからな！」


  　ぐぃっと美び服ふく院いんさんは天むすを俺の口に押し込んで、強い口調でそう言った。


  「むぐっ、むぐぐっっ！」


  「いいかい、木綿もめん君。絶対に優勝だぞ。私の野望を叶かなえるためにも、優勝しか道はない！　私は必ずこの国の頂いただきに登ると決めてるんだからな！」


  「そんじゃ……もし予選敗退なんてことになったら……」


  「テレビで全裸さらした挙げ句、私から全力で恨みを買う。ちなみに私は恨むならとことんまで相手の心と体を追い込むタイプだ！」


  　豊満な胸を張って美服院さんは言いきった。


  「はぁ……」


  　俺は深く溜ため息いきを吐ついた。けど、ここまできたらもうやるしかない。


  　三か月間の特訓だって無駄にはしたくないし。


  　要は勝てばいいのだ───！


  　事前に渡されたタイムスケジュールを見ると、今日俺たちは二つの試合をこなすことになっていた。


  　初戦の相手チームは〈メイドリーム〉。


  　自分のチーム名を棚に上げて言わせてもらうが、このネーミングセンスもどうかと思う。


  　なんて対戦表にツッコミを入れていると、しこたま天むすを食べ終えて満足した様子のミシンちゃんにこっちへ来いと手招きされた。


  「さて、木綿君。試合時間も迫ってきましたし。そろそろ本戦用の衣装に着替えますよ」


  「あぁ、そっか。さすがにこれじゃあ駄目だよな……」


  「まずはその作さ務む衣えを脱いでください」


  　俺はミシンちゃんや美服院さんが見てる中、服を脱いでいく。


  　三か月も一緒に暮らした仲だからか、今や二人の前でふんどし一枚の姿になってもちっとも恥ずかしくない。これって互いに異性としてどうなんだ？


  　そんな疑問を感じている俺をよそにミシンちゃんは淡々と準備を進めていく。


  　人一人くらいなら入りそうなミシンちゃんの巨大なトランクの中にはぎっしりと裁縫道具が詰まっていた。


  　ミシンちゃんはトランクに手を入れると、ふぅとひと呼吸おく。


  　そして───、


  「それではいきます！　天あま縫ぬい流瞬間着衣術〈天てん装そう〉！」


  　ばさっとトランクから何枚もの布が飛び出してきた。


  　その布は俺の体を瞬時に包む。その間に、ミシンちゃんは手にした糸と針で宙を舞う布と布とを縫い合わせていく。


  　その間、わずか三秒。


  　俺はまるで変身ヒーローのような速さで、天てん衣いに身を包んでいた。


  　おおぉぉぉぉ！　なに今の！　すごい格好良かった！　初めてお針はり子こ巫み女この技術を見たけど、あんなことができるのか！


  　しかも今までのトレーニング用天衣であるところの作さ務む衣えではなく、試合用に用意されていた天衣は華々しいものだった。


  　純白の着物に濃い紫色の袴はかま。着物には家紋のような刺し繍しゆうが丁てい寧ねいに施されている。それはまるで平安時代の貴族が纏まとっていそうな雅みやびなデザインで、昔、絵本で読んだことのある、五ご条じよう大おお橋はしの戦いで弁べん慶けいと戦う牛うし若わか丸まるが纏っていた服を思い出した。


  　ひと目見ただけで引き込まれそうな神秘的な雰囲気すら感じる天衣だった。


  「これってただの着物じゃないよな……なんて言うんだ、こういうデザインって」


  「狩かり衣ぎぬと言うんですよ。主に平安時代の公く家げが着ていたものを私なりにアレンジしたものです」


  　言うまでもなく、俺の体のサイズに合わせて完かん璧ぺきに作られている。


  「木綿もめん君は体のサイズが小さいから、そこからイメージして昔の童どう子じが着ていたような天衣にしてみました。それに白い袖そでがたなびくと鶴つるの羽のように見えるので〈白はく鶴つる童どう子じ〉と名づけてみたのですが、どうでしょう」


  〈白鶴童子〉か、確かに素晴らしい出来なのは素人の俺が見てもわかった。


  　体にしっくりと馴な染じむ。まるで天衣と体が一体となった気分だ。


  「私が魂たましいを込めて織り上げた決戦用天衣です。全身に仕掛けがしてあるので試してみてください」


  　俺が軽く腕を捻ひねると、着物の袖からしゅばっと扇子が飛び出してきた。これはあらかじめ使い方を教えられていた暗あん器きだ。


  　扇子は開くと鋭いカッターとなる仕掛けになっている。このほかにも投とう擲てき用かんざしなどが体中、至るところに仕込んである。


  　見るからに攻撃的なそれらの武器を眺め、俺はミシンちゃんに尋ねた。


  「これって本物の刃物だよな……。ってことは、場合によっては対戦相手を傷つけることにもなるってことだろ……」


  「もちろん。脱衣戦は服の脱がし合いといっても危険を伴う競技です。敵もどんな武器を使ってくるかわかりません。木綿君も油断しては駄目ですよ」


  　覚悟はしておくさ、と俺は肝に銘じるように頷うなずいた。


  　とはいえ、俺はできるならば武器で相手の肌を傷つけるような真ま似ねはしたくない。


  　男の心意気とでもいうのだろうか。女性のましてや処女の柔やわ肌はだを刃物で傷つけるなんて言語道断だと俺は思う。


  　無む垢くなる乙女の柔肌には傷一つつけず、天てん衣いだけを脱がす。それが俺の流儀だ。今決めたけど。


  　そんな思いを胸に秘めながら、俺が初めて着る天衣の感覚をひと通り確かめ終えると、控え室の扉がノックされ係の人が入ってきた。


  「それではチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉のお二人。試合開始一〇分前です。神楽殿までお願いします」


  　俺とミシンちゃんは顔を見合わせる。


  　お互い、表情が強こわ張ばっていた。ミシンちゃんもさすがに緊張しているようだ。


  　すると、美び服ふく院いんさんがいつも通りにかかっと快活に笑って俺らの背中をどんと押した。


  「行ってこい。そしてさくっと勝てばいいのさ。目指せ、テレビでぽろり処女の全裸大公開だ！　全国のお茶の間で青少年たちが夢で股こ間かんを膨らませてそんなシーンを待ってるぞ」


  　いつもの下ネタも、この時ばかりは心が和んだ。


  　俺は少しだけ肩の力を抜いて、ミシンちゃんと共に控え室を後にする。
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  　会場全体が熱を帯びて沸いていた。


  　大観衆の声援が聞こえる中、俺たちは入場していく。


  　開幕式でもガチガチに緊張してしまったけれど、いざ対戦ともなれば緊張の度合いはさっきよりも増していた。


  　こんな状態で戦えるのか俺？　けれど、もう試合会場に進むしかない。


  　ミシンちゃんは舞台の脇わきでセコンドのように控え、そして俺は舞台へと上がると初戦の相手はすでにそこで待っていた。


  　俺と相手の間に巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだお姉さんが割って入る。


  　お姉さんはその手にしたマイクを口へと当てる。


  「私は審判と解説実況を担当させて頂きます、桜さくら海え老び子こと申します。では、お互いまずは名乗りを上げてください」


  　そう言って海老子さんが俺にマイクを渡してきた。


  　俺はマイクを取りこぼしそうになりながらたどたどしく受け取ると、ごくり、と喉のどを鳴らしてうわずった声で名乗りを上げた。


  「〈ゴ、ゴールデンしゃちほこ〉の古ふる織おり木綿もめんです。きょ、今日は、あ、あの……よろしくお願いしますっ」


  　名乗りってこんなんでいいのか？　よくわからないが、続いて相手もマイクを持って名乗りを上げた。


  「チーム〈メイドリーム〉でーす！　みーんなの心のメイドさん、あいりんこと愛あい来くる冥めい子こですっ。あなたのハートにメイドビームっ」


  　自己紹介だけで会場中でうぉぉぉぉぉっと歓声が上がった。


  　俺の時はちょろっと拍手されただけなのに……。名乗りだけで負けた気がする。


  　ん……いや、待てよ。さっき、あいりんって名乗ったよな!?


  　あいりんといったら、名古屋市にある某メイド喫茶のあのカリスマメイド店員さんじゃないか！　そうだよ、あの顔、間違いない！　俺も一度行って会ったことがある。


  　まさか、あいりんさんも脱だつ衣い士しの家系だったなんて……世間は狭いな。


  　で、これから俺はあのカリスマメイドさんのメイド服をこの手で脱がしていいんだよな？　ていうか、脱がさなきゃいけないんだよな？　マジかよ……。興奮してきた！


  　審判の海老子さんは解説を進めていく。


  「試合はワンラウンド五分の三ラウンド勝負です。一ラウンド終わる度にセコンドのお針はり子こ巫み女こから天てん衣いの修繕を受けることができます。お二人ともルールはわかりましたね」


  　俺もあいりんさんも揃そろって頷うなずいた。


  　要は試合で服を脱がしたり破いたりしても、ある程度ならラウンドごとの休憩の時に直してもらえるってことだ。


  「それでは両者見合って───」


  　いよいよだ……。


  「いざ尋常に、脱がし合い始めっ！」


  　海え老び子こさんの張りのある声と共に、試合は開始された。


  　脱がし合い───その言葉に一気に頭の中が切り替わり、緊張がどこかに吹き飛んでいった。


  　俺はあいりんさんを脱がすためにここに立っているんだ。そう思うと、自然と集中力を取り戻すことができた。


  　初戦だからここはまず慎重に。相手がカリスマメイド店員だった事実に面食らってよく見てなかったけれど、まず体の特徴をよく捉とらえるんだ。


  　あいりんさんはメイド服タイプの天てん衣いに身を包んでいた。


  　ヨーロッパ調の濃紺のワンピースの上から白いエプロンをしている。頭にはカチューシャをしていて、袖そでは白いカフスで留められていた。


  　典型的なメイドさんスタイル。しかし俺的にポイントが高いなと思ったのはワンピースの丈だ。あいりんさんのワンピースは、三つ折りの白い靴下ぎりぎりのラインまでしっかりと足を覆おおっている。


  　コスプレメイドはミニスカートを穿はきがちだが、本物のメイドとはこうあるべきだ。ご主人様に対して肌の露出は極力控えるに越したことはない。


  　加えて言うなら、きっちりとした三つ編みで髪をまとめているのも高ポイント。純朴なメイドさんらしさが溢あふれ出る髪型だ。どこをとっても非の打ち所がない。


  　スタイルはどうだろう───胸の膨らみは少ないが、年齢は俺と同じくらいに見えるから今後の成長に期待というところか。メイド服によってボディーラインを隠しているところが逆に燃える。


  　あの下にはどんな裸体が隠されているのか、秘密の花園を覗のぞき見る興奮が俺を襲おそう。


  「くふっ……くふふふふっ」


  　ごぉっと俺の天衣から青い炎が立ち上った。俺の強い想いエロスが天衣の力を引き出し、有り余る脱だつ衣い力りよくが放出されていた。


  　純白の天衣に相反して俺の心の中はピンク一色に染まっていた。


  　よしっ、脱がすべき相手のことはだいたい把握した。


  　攻撃に出るか───。


  　俺は先手必勝とばかりに、一気に間合いを詰めた。


  　さして広い舞台ではない。一足飛びに相手の懐に入ることも可能！


  「おっと！　ここで先に攻撃に出たのは古ふる織おり選手です！　それに対し、愛あい来くる選手は防御の態勢をとらない！　どういうことでしょう！」


  　実況も兼ねる審判の海老子さんの声が聞こえるが、そんなことお構いなしに俺は間合いを詰めていく。


  　そしてあいりんさんに向かって腕を伸ばしたその瞬間───ぞわっと背中に寒気が走った俺は、足を止めるとそのまま後ろへと飛んだ！


  　俺の中の防衛本能が無意識に危険を察知していた。


  「勘づきましたねっ。でも、もう遅いですご主人様！　メイドさんのスカートには秘密がいっぱいですわっ」


  　あいりんさんが言い放つ。


  　それと同時にあいりんさんのゆったりとしたスカートが颯さつ爽そうと翻ひるがえった。


  　そのスカートの中には、無数の包丁が仕込まれ、翻ると同時にまるで散弾銃のように俺に向かって包丁が発射される───！


  「なにぃぃっ……！」


  「愛あい来くる選手！　相手を誘っての行動だったようです！　刃物の連続発射！　古ふる織おり選手はこれを避よけきれるか！」


  　避けきれるか───っていうか避けなきゃ死ぬだろこんなもん！


  　俺は雨のように降り注ぐ包丁の隙すき間まを縫うように突っ込んでいく。


  　がむしゃらではない、狙ねらいはある！


  　ここで回避のためにさらに身を引いてもきっと追撃に遭うだろう。だったら多少の犠牲を払ってでも間合いを詰めて一気にたたみかける。


  　ほんの数秒の時間がまるでスローモーションのように過ぎていく中、俺は紙一重の差で刃物と刃物の間をすり抜けていく。


  　特訓で鍛きたえた観察力と俊敏な動きがここで役に立っていた。


  　はためく天てん衣いの襟や袴はかまが包丁によって切られていくが辛かろうじて致命傷にはなっていない。


  　俺はそのままの勢いであいりんさんの懐へと飛び込んだ。


  「───っ！」


  　察するにあいりんさんは刃物の投とう擲てきによる遠距離攻撃が得意。ということは、懐に入ってしまえば隙は狙える。


  「くっ───！」


  　あいりんさんが再びスカートから刃物を取り出そうとするが、今度はこっちがさっきのセリフを言う番だ。


  「もう遅い！」


  　あいりんさんが包丁を抜き放つよりも先に俺は袖そでから扇子カッターを抜き放ち、すぱんっとまずはエプロンを切り裂さいた。


  　そして、そのままくるりと身を捻ひねってあいりんさんの背後に回ると、すかさず足を払って彼女の体勢を崩す───。


  「あ……っ！」


  　あいりんさんが完全に防御できなくなったところで、俺は背後から思いきりワンピースの背中を掴つかむとそのまま引き裂さいた！


  　左右に天てん衣いが解体され舞っていく中、もちろん下着を脱がすことも忘れない。


  　一日何百回と下着を脱がす稽けい古こをしてきたんだ。今なら目を瞑つむっていても一秒も掛からず下着を脱がしきれる。


  　みずみずしい柔やわ肌はだ。そして控えめな胸とうすピンク色の乳首。下の毛はほぼ生え揃そろっていないという未発達な裸体を大観衆の前にさらしながら、あいりんさんが体勢を崩してその場に膝ひざをついた。


  　俺のあまりの早はや業わざに場内は静まり返っていた。


  　だが、俺が純白の下着を高らかに天に掲げた瞬間、


  　おぉぉぉぉぉぉぉ───！


  　観客たちの喜びの声が上がった。その歓声の大きさにドームが揺れたように錯覚した。それと同時に俺の胸にこみ上げてくるものがあった。


  　俺同様、観客たちもこの光景が見たかったに違いない。乙女が恥じらいながらも全裸にされてしまうというこの興奮するっきゃない光景を！


  「決まり手は、脱だつ衣い技わざ───剥はぎの三手〈裏うら剥はぎ〉！　勝者、古ふる織おり選手！」
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  　海え老び子こさんが掲げた俺の手を取ってそう宣言した。


  　これが〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の熱気！　そして勝利の喜び！


  　俺の人生の中で何かに勝つことなんて初めてだ。これが勝利の味というやつか。


  　それもアイドル級のメイド店員を裸にした俺に対し観客たちは揃そろって賛美の声を上げている。


  　そんな中、俺は舞台から誇らしげに下りていった。


  　するとそこにはミシンちゃんが待っていてくれた。お針はり子こ馬ば鹿かの鬼コーチもこの時ばかりは笑えみを浮かべて俺を迎えてくれた。


  「木綿もめん君、いい判断でした。よくあの攻撃の中飛び込んでいけましたね」


  「うん、あれはマジで怖こわかった……ガチで死ぬかと思った……」


  「そうですよ。下へ手たすれば重傷です。勝てたからよかったものの、今度からはもっと相手の攻撃を予想しないといけませんね。教訓が一つ増えました」


  「は……ははは」


  　思わず乾いた笑いが漏もれてしまった。


  　ただの服の脱がし合いかと思ったら、予想以上に真剣勝負だ。


  　気合い入れてかないと、あっという間に病院送りにされそうだ。っつーか、病院送りで済めばいいけど、最悪命の危険もありうる。


  「美び服ふく院いんさんの甘い言葉に騙だまされたかな、こりゃ……」


  　後悔してももう遅いけどな。それに試合に勝った時のあの快感は癖になりそうだ。


  「ほら、木綿君。勝利の余韻に浸るのもいいですが、早く控え室へ戻りましょう。天てん衣いの修復をしないと、次の試合に間に合わなくなりますよっ」


  　包丁の雨の中を駆け抜けたのだ。よく見れば天衣は至るところが切り刻まれていた。


  　ともあれ、一勝を勝ち取った俺らはそのまま控え室まで戻っていった。


  



  「言った通り楽勝だったじゃん。試合時間一分もかかってなかったぞ」


  　控え室にはすでに美服院さんが待っていた。


  「え？　そんなんでした？　俺、夢中だったからもっと長いこと戦った気がしてました」


  「猛烈に集中してる時ほど時間の感覚がわかんなくなるもんだ。まぁともあれよく勝ったな。ほい、勝利の天むす」


  　ひょい、と宙に天むすを投げて美服院さんは俺らに笑いかけた。


  　天むすは器用にミシンちゃんが口でキャッチしている。


  「むぐっ……楽勝でもないです。もぐっ……天衣の修復には時間がかかります。次の試合までにできるかどうか。もぐもぐっ」


  　食べるか喋しやべるかどっちかにしなさいっ。


  　俺がそんなことを思っていると、ミシンちゃんは自前のトランクから針と糸を出して天衣を着たままの俺の体のあちこちを修復し始めた。やっぱり二人で一人。俺らはパートナーとして大会に挑んでいるんだ。


  「にしてもすごい盛り上がりだったよなぁ。さっき親父おやじから電話きてたけど、視聴率五十パー超えだってよ。もう、うはうは言っててうざかったわ」


  「確かに生中継で女の子が脱がされるとこが見られるなんて、みんな注目するに決まってますしね」


  「だからこそ、ここまで国中が盛り上がる大祭になってんだけどな。経済効果とかすごいらしいよ？　その代わり、君みたいな男の脱だつ衣い士しの裸なんか見たくないって意見も殺到中だって」


  　当たり前だ。


  　俺だって童貞男の裸なんて見たくない。女の子の裸目的で興奮してテレビに集中してたらどこぞの童貞が真っ裸、なんてブチキレてテレビに正せい拳けん突づきかますと思う。


  　ということは、俺が負けたらブーイングすごいんだろうな。


  　女の子の裸が見たいという気持ちとは別に、負けられない理由ができた気がした。


  



  　予選期間が四日間という日程上、俺たちは初日にして二戦目の試合を行わなければならなかった。とはいえ、連戦にならないようにそこはちゃんと配慮されていた。


  　初戦の後に二戦ほどほかのチーム同士の戦いがあり、俺たちの次の試合は本日最後の試合となる。その間、俺は体を休めることに終始し、ミシンちゃんはせっせと破損した天てん衣いを修繕してくれていた。


  　緊張をほぐすようにストレッチなんかをしながら、俺は控え室に設置されている大型テレビを観る。そこには次の試合の様子が映し出されていた。


  　修繕を急がねばならないミシンちゃんは、作業をしながら試合を観ていたはずなのだが、いつしかその手が止まってしまっていた。


  　なぜならテレビ画面に映っていた脱衣士の姿が───いや、戦闘の様子が常軌を逸していたからだ。


  　戦っている相手は、チーム名〈式しき部ぶ〉の藤ふじ原わらとかいう選手だ。


  　藤原選手は十じゆう二に単ひとえと呼べばいいのか、幾重にも重ねられた着物の重装備で固めた、平安時代のお姫ひめ様みたいな格好をした少女だった。


  　十二単ということで、見るからに脱がしにくそうだ。しかもそんな重装備の割りに俊敏な動きを見せている。おそらく脱衣士としての腕も相当なものなのだろう。


  　そんな強敵を相手にしているのは、全身黒いエナメルのボンデージスーツに身を包んだ異様な姿をした少女だった。


  　顔立ちも整っていて、スタイルも良くおまけに巨乳。


  　その顔は地下駐車場で見た少女のもの、つまりチーム〈うさぷにシスターズ〉のうさ子だ。


  　美人だと思ったけれど、それ以上に───化け物だとも感じた。


  　理由はその姿にあった。少女はツインテールにした長髪を振り乱し、凄せい惨さんな笑えみを浮かべて無数の凶刃を振るっているのだ。


  　体中の動きを束縛するかのような拘束衣に身を包みながらも、彼女は体の至るところに仕込んだ凶悪なほどに大きな裁断バサミを代わる代わる引き抜いては藤ふじ原わら選手相手に攻撃を仕掛けている。


  　目視で確認できる範囲でいえば、八───いや十丁か。それだけの裁断バサミをまるで曲芸のように入れ替わり立ち替わり二本の手で操っていた。


  　しかもその全ての攻撃を的確に相手の間合いに差し込み、必殺の一撃を狙ねらっている。ただがむしゃらに攻撃を仕掛けているわけではないのだ。


  　藤原選手はその攻撃を避けるので精一杯で、手も足も出せない。


  「───っ」


  　あまりの実力差に息を呑のむ。


  　ボンデージスーツの脱だつ衣い士しの実力が計り知れず怖こわかったのだ。


  「すっげー巨乳。ボンデージスーツであれだけ揺れるかよ、普通」


  　下ネタ交じりの美び服ふく院いんさんですら、さすがに引き攣つった顔をしている。


  　そのくらい、壮絶な試合展開なのだ。


  　一方的な蹂じゆう躙りんと言ってもいいかもしれない。


  　傍そばにいたミシンちゃんが身み震ぶるいしていた。


  　俺もミシンちゃんと顔を見合わせる。


  「えげつねぇ……あの攻撃。藤原って選手もうぼろぼろじゃん……」


  　無論、藤原選手も攻撃を諦あきらめているわけではない。なんとか必死に相手の天てん衣いに手を伸ばそうと攻撃を仕掛けるのだが、全ての行動を読まれているかのように軽々と避よけられてしまう。


  　おそらく藤原選手の心境は焦燥と絶望に蝕むしばまれているだろう。俺があの舞台に立っていたらきっとそうなっていた。


  　そして勝負が決まる瞬間がやってきた。


  　十じゆう二に単ひとえを駆使して防御と回避に徹する構えをとった藤原選手だったが───その防御の構えさえ針に糸を通すかのように神業的にすり抜け、ボンデージ姿の少女はにたぁと笑ってハサミを繰り出した。


  　ざくっ───ざくざくざくざくざくっ！


  　瞬く間に、藤原選手の天衣が見るも無惨に切り刻まれていた。重ねに重ねた着物がまとめて瞬時に解体されてしまっている。


  　圧勝だった。


  　試合時間はなんと三〇秒！


  　俺がたたき出した初戦のタイムよりもさらに短い！


  　実力の差は誰だれが見たって歴然。


  「ふふっ、ふははははははははっっ───!!　刻んじゃったっ♪」


  　そして勝者は神楽殿の上でハサミを振り回して、八つ裂ざきに八つ裂きを重ねるように無残に相手選手の天てん衣いを細こま切ぎれにした挙げ句、笑っているのだ。


  「ふふっ」


  　笑い続けているのだ。


  



  「ふふっ、ふははははははははははははははははははははははっ───」


  



  　完全にイッてる。


  　戦い方もそうだが、なによりその甲高く無邪気にすら聞こえる哄こう笑しようが恐怖心を煽あおった。


  「……あのさミシンちゃん。この脱だつ衣い士し、確か駐車場で会った……あの不気味な着ぐるみと一緒にいた人だよな。うさ子って名前の」


  「そうですね。可愛かわいい顔してるのに戦い方は凄すさまじいですね」


  「チーム〈うさぷにシスターズ〉だろ？　けっこう噂うわさになってるよ」


  　美び服ふく院いんさんはどこからか情報収集しているようで、俺たちよりも選手たちについて詳しいようだ。


  「この脱衣士とお針はり子こ巫み女こは双子の姉妹なのさ。着ぐるみ着てるほうが姉の切きり原はらぷに子っていうお針子巫女」


  　美服院さんが画面の端を指差すと、全身ツギハギだらけの着ぐるみがうさ子の後について歩いている。


  「で、脱衣士のほうは十七歳の切原うさ子。略してキリコって呼ばれてる凄すご腕うでのハサミ使いさ。私も実際に見るのは初めてだけど、すごいもんだね。よくもまぁあんな風にハサミ振るえるもんだ。感心するよ」


  　俺の心臓は画面を見ながらばくばくと高まっていた。


  　あの二人が、この予選の強大な敵となるのは間違いない。


  　しかし、それよりも何よりも───。


  　ムチムチのボンデージ！　エロいぞ！　エロすぎるぞ、キリコ！　しかも巨乳を強調するかのようなあの衣装！　狙ねらってあんな格好してるのか？　だったらその狙いは俺の心に直撃だ。


  　心が燃えてきた！　どんなに凶悪だろうと強敵だろうと！


  「くくっ」


  　静かな闘志を燃やしながら、俺は画面に映るキリコの姿を凝視した。


  「その真剣な目つき、いい傾向ですよ。強敵とあらばよく観察して対策と傾向を練っておかないといけませんからね」


  　隣にいたミシンちゃんがモニターを見つめる俺の熱い眼まな差ざしの意味を勘違いしてそんなことを言ってきたので、俺は慌あわてて顎あごに手を当てポーズを決める。


  「た、確かにどこに相手の弱点があるかわかんないからな。よく見ておかないと……」


  　俺はあくまでライバルの様子を探るという名目上、キリコの姿を画面越しに視し姦かんしたのだった。


  　うむ、やっぱりエロいな、あのコスチューム。


  



  　キリコ圧勝で終わった二戦目に続く次の試合、第三戦はチーム〈メイドリーム〉とチーム〈薔薇十字ローゼンクロイツ〉の対戦だ。〈メイドリーム〉の脱だつ衣い士しあいりんさんは初戦の相手だからすでに知っていたが、〈薔薇十字〉の伊い集じゆう院いん選手は男装の麗人といった選手だった。


  　あいりんさんのメイド服は、俺が引き裂さいた背後の部分が修繕されてるようだった。けれど。


  「あのメイド服、修繕が間に合ってませんね。応急処置的で背後が弱点だと丸わかりです」


  　ミシンちゃんはモニター越しにあいりんさんのメイド服をじっと見て呟いた。


  　そして始まった試合。ミシンちゃんが指摘した通りに〈薔薇十字〉の伊集院選手は、修繕の甘いメイド服の背の部分を積極的に攻め、結果としてあいりんさんに圧勝してしまった。


  　そうしているうちに二時間の休憩が終わり、本日最終試合。俺にとっては二戦目。


  　俺は初戦と同じように緊張しつつ舞台に上がっていた。


  　今度の対戦相手はチーム〈電でん王おう商しよう事じ〉という変わった、というかまるきり企業の名前のチームだ。


  　舞台脇わきには、いかにも着慣れていない感じのリクルートスーツ姿でお団子頭のお針はり子こ巫み女こがついていた。


  　そして神楽殿に上がっている対戦相手の脱衣士は、そんなお針子巫女とは対照的にぱりっとしたスーツ姿のＯＬさんだった。


  　その姿を見た途端、一気に俺の戦闘意欲が跳ね上がった。


  　こいつは開幕式直前に俺とミシンちゃんの服を入れ替えてせせら笑ってきた相手だ。


  　あの時はよくも恥ずかしい思いをさせてくれたな。


  　今度はこっちが脱がす番だぜ。


  　そんな敵意に満ちた視線を送っていると、美人ＯＬさんがふっと鼻で笑った。


  「また脱がされに来たの？　童貞君」


  「……っ！」


  　なんて挑発的な態度だ！


  　俺はごぉっと天てん衣いに脱だつ衣い力りよくを漲みなぎらせ、鋭い目つきの美人ＯＬさんの姿をしっかりと確認した。


  　細身のジャケットに形のいいヒップラインがくっきりと現れるタイトスカート。


  　ジャケットの中にはぴったりと上までボタンで留められたブラウスを着ていて、肌の露出の隙すきはない。とはいえ、ベージュのストッキングに包まれた美脚はめちゃくちゃエロかった。


  　美人ＯＬというだけで、俺のエロスセンサーはびんびんに反応している。


  　見たとこ二十代半ばのお姉さん……肝心なのはそんな人が〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に出てるってことだ。


  　つまりは処女の美人ＯＬ（職場ではちょっと厳しめ上司で通してます風）。これは神が与えたもうた奇跡の産物ではなかろうか！


  「くふっ、くふふふふふっ」


  　笑えみをこぼさずにはいられない。


  　相手の美人ＯＬさんはおろか、審判の海え老び子こさんも明らかに引いている。


  　だが、俺はここぞとばかりに燃えていた！　エロ本の中でしか見たことない美人ＯＬさんの裸を生で拝めるなんてこんなチャンスもう二度とないかもしれない！


  　背中に響く歓声が、早く脱がせと俺をせかすようだ。


  「それでは両者名乗りを上げてください！」


  　海老子さんの司会にマイクを渡され、相手の脱だつ衣い士しさんがきりっとした様子で名乗りを上げる。


  「はい、〈電でん王おう商しよう事じ〉から来ました局つぼね茶ちや々ちや子こです。今日は社運を背負ってやってきました。絶対に負けられないわ！」


  　替わって俺にマイクが渡される。


  「チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉古ふる織おり木綿もめん！　会場にいる全ての男性の期待に応え、この高飛車ＯＬの裸をご覧に入れて差し上げます！」


  　俺の宣言に会場中から野太い歓声が上がった。


  　局さんを見ると、不機嫌そうに俺を睨にらんでいた。


  　だが、そんな視線すら俺にはご褒ほう美びみたいなものだ。


  　コスチュームに関する拘こだわりは人一倍だと自負しているこの俺が、ベストコスチューム第二位に選ぶのがＯＬコスなんだからな！


  



  『先輩、俺の残業に付き合ってもらっちゃってすみませんっ。え？　二人きりの残業？　それにみんなには秘密の会議室！　そんな！　俺、俺、前から先輩のこと───！』


  



  　もはやシチュエーションまでばっちり脳内で想定済みだ。普段は駄目な部下（俺）を叱しかってばかりの先輩だけど、二人っきりの残業の時には……。


  「くふふふふふ───っ。負ける気がしないぜ！」


  　思わず笑みをこぼしながら俺は局さんの体をじっくりと観察し終えた。


  「それでは両者見合って───いざ尋常に。脱がし合い、始めっ！」


  　その言葉と共に俺は軽くステップを踏むように局つぼねさんとの間合いを計る。


  　さっきは真まっ直すぐに突っ込んでいってまんまと敵の攻撃を受けてしまった。


  　だから今度は相手の出方を確かめてから攻撃を仕掛けてみよう。


  「さぁ始まりました第四戦！　古ふる織おり選手は開始前から脱だつ衣い力りよくを青い炎のように漲みなぎらせておりました。試合にかける意気込みは万全といったところでしょうか！」


  　じりじりと間合いを計り合っている俺らに対し、海え老び子こさんの実況が入る。


  　確かにやる気は漲っているが、相手を甘く見るつもりはない。


  　局さんの鋭い視線は俺の姿を捉とらえて離さない。いつ攻撃されてもおかしくはない。


  　かといってこのまま間合いを計ったまま時間を消費してもいいものか……。


  　そう思っていると、局さんが動いた！


  　パンプスで勢いよく舞台を蹴けりつけ、俺に向かって真っ直ぐに向かってくる。


  　俺は一ひと先まず牽けん制せいとばかりに、暗あん器きであるかんざしを投とう擲てきしてみた。


  「───ふっ」


  　甘いとばかりにひらりと局さんはかんざし攻撃を躱かわしてしまう。


  　この身のこなし───やはりできる！


  「やっ！」


  　急速に間合いを詰めてきた局さんは素手による攻撃で俺の天てん衣いを掴つかもうとしてくるが、そこは俺も右へ左へとステップを踏み、付け入る隙すきを与えない。


  　俺と同じ素手での近接戦闘タイプか……。だったら俺も攻めに転じるしかない！


  　袖そでから扇子カッターを取り出すと、俺は一気に開いた。


  「出ました！　古織選手の扇子カッター！　その鋭い刃、相手に届けば一撃必殺です！　加えて局選手は素手での攻撃でやや不利のようです！」


  　実況の言う通り、向こうは素手だがこっちには刃物がある。リーチの差はこちらが有利だ。


  「てやっ！」


  　局さんが深く踏み込みを入れて俺の襟元へと手を伸ばした。俺もそれに合わせてカッターを振るう！


  　俺も局さんも攻撃を入れ合った直後、お互い間合いを取るように飛び退のいた。


  　あと一瞬遅かったら俺は襟元を掴まれ脱がされていたかもしれない。けれど、俺はリーチの差を利用して局さんの素手を躱し、同事に扇子カッターを滑らせていた。


  　手応えはあった。確実に相手の天衣を切り裂さけたはず……！


  　見れば局さんのブラウスの胸元に斜めに切れ込みが入っている。


  　俺の攻撃が通じた証拠だ。けれど次の瞬間、俺は目を疑った。


  　確実に切り裂いたはずのブラウスの胸元からは、本来なら肌が露出するべきだ。もしくはブラジャーが見えていてもおかしくない。けれど、そこにはぴっちりとした白いインナーが見え隠れしていた。


  　あれはなんだ？　……下着でもないような……？


  「ふふっ───」


  　局つぼねさんは妖よう艶えんに笑うと、自らの胸元に手をかけた。


  　そしてばさり───と一瞬のうちに制服を全て脱ぎ去ってしまったのだ。


  「なんと───！　局選手、自ら天てん衣いを脱ぎ去るという驚くべき行動に出ました！　試合中、お針はり子こ巫み女こによる天衣の修繕はワンラウンド終わるまで不可能なルールになっております！　この行動、命取りか……っ」


  　と言いかけていた海え老び子こさんの言葉も一瞬止まってしまった。


  　なぜなら、脱ぎ去ったスーツの下から現れたのは下着ではなく───なんとぴったりと体にはりつくような白いレオタードだったのだ！


  　しかも胸の少し上の辺りには思いっきり〈電でん王おう商しよう事じ〉なるスポンサーらしき社名までプリントされていた。


  　美人ＯＬから一転、そこには妖精のごときレオタード姿に身を包んだお姉さんが立っていた。


  「これはまさかの天衣二段構え！　制服の下にこんな天衣が隠されていようとは！」


  　海老子さんの実況にも熱が入る。


  　けど、興奮しているのはなにも海老子さんだけじゃないっ。俺だってもう鼻血が出そうなほどに辛抱たまらない！


  　なんてことだ……まさか俺が好きなコスチューム第一位のレオタードを着てくるなんて！


  　ＯＬとでワンツーフィニッシュ。俺の好みにどストライクじゃねぇか！


  　しかもさすがは美人ＯＬさん。脱いでもすごいぜ。突き出すような胸に、細いウエストに比べてやや肉厚なお尻しりがまたレオタードに映えている。


  　そんなセクシーレオタード姿に変身した局さんは、胸の谷間に手を入れるとそこから二本の長いリボンを取り出した。


  　そして両手に持ったリボンをひゅんひゅんと鞭むちのようにしならせている。


  「様子見は終わりよ。ここからが本番。いくわよ、童貞君」


  　余裕の微笑を浮かべて局さんがリボンを振るう。


  　左右から獲物を狙ねらうヘビのごとく俊敏に動くリボンの動きに、どう対応しようか一瞬体が硬直してしまった───その隙すきに、俺の両腕にリボンが巻きつく！


  　が、所詮はリボンだ。こんなもので拘束できるはずもない。


  　俺は躊ちゆう躇ちよなくそのまま局さんに攻撃を仕掛けようとしたが、その瞬間。


  「私のリボンは、ひと味違うのよ？」


  　その言葉と同時だった。


  　両手に巻きついていたリボンから閃せん光こうが走った。


  　それは強烈な電撃による攻撃。


  　全身を無数の針で刺されたかのような凄すさまじい刺激が走る！


  「あがががががががっ───！」


  　俺はびくんびくんと体を跳ねさせ、舞台の上でのたうち回る。もはや立っていることも叶かなわないほどの激痛だった。


  　リボンを通した電撃攻撃。これが狙ねらいだったのか……！


  「局つぼね選手、レオタード姿になってから一気に戦闘スタイルを変えてきました！　優雅にたなびくリボンによる強烈な遠距離攻撃で確実に古ふる織おり選手を仕留めるつもりのようです！」


  　そんな実況の声も掠かすれて聞こえるほどの攻撃だった。


  　電撃が止やむとリボンがするすると腕から離れていく。電撃攻撃はあくまで俺の体を麻ま痺ひさせるためのものだったようだ。


  「あっさりリボンに絡め取られるなんて。ちょっとは警戒したらどうなの？　まぁ単細胞の童貞君じゃこの程度か。さ、お姉さんが脱がしてあげるわね」


  　俺が動けなくなったのを見て、局さんはゆったりとした足取りで俺に近づいてきた。


  　だが、俺だってこのまま負けるわけにはいかない。


  「───っ！」


  　全身の筋肉が断裂したかのような痛みに耐えながらも、俺は立ち上がった。
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  　局つぼねさんは驚きのあまり足を止めている───。


  　今なら狙ねらえる！


  「うぉぉぉぉぉ！」


  　もちろん、体は痺しびれて言うことを聞かない。


  　けれどそんなことで諦あきらめられるはずがない！


  　この魅惑のレオタード！　脱がせる機会なんて二度とないだろう！


  　燃えろエロス！　高まれ脱だつ衣い力りよく！　俺の戦う理由は───全てはエロスを満たすためにあるのだから！　さっきから童貞君呼ばわりしやがって、童貞を舐なめるな！


  　自分の脱衣力が爆発的に高まっているのを感じながら、俺は局さんへと急接近した。


  「な、なんで……攻撃が通じてないの？」


  「いいや、電撃攻撃は全身を痺れさせてくれた。けれど、あなたのそのエロい体のほうが骨の髄まで痺れるくらいに魅力的だったんですよ！」


  「なっ……！」


  　一瞬、局さんの頬ほおが赤く染まった。


  　必殺の電撃が決まったというのに突如起き上がった俺に対し、局さんはあまりにも無防備だった。だからこそ、満足に動かない痺れた体で繰り出す技でもなんとか決め手となるはずだ。


  　俺は全神経を十本の指に集中すると、レオタードの鎖さ骨こつの隙すき間まへと指を滑り込ませた───。


  　思った通り！　レオタードの下は下着なし！


  　その事実にさらに俺の中のエロスが高まり、体に脱衣力が漲みなぎっていく。


  　十本の指に渾こん身しんの力を込めて、俺はレオタードを引き千切った。


  　脱がすでもなく裂さくでもなく、千切る。これも脱だつ衣い技わざの一つだ。


  　一瞬にしてレオタードを引き千切られた局さんは大人の魅力満載の裸体を晒さらした。


  　やや小ぶりだが突き出すような胸に真っ白な肌。下半身は一瞬のうちに両手で隠されてしまったが、ふさふさと生い茂っていたアンダーヘアを俺は見み逃のがさなかった。


  　そんな裸体を瞳ひとみに焼きつけていると、局さんに向かって舞台脇わきのお針はり子こ巫み女こからタオルが投げ込まれる。


  「なんと！　決まり手は、脱衣技・千切りの一手〈指ゆび責ぜめ〉！　勝者、古ふる織おり選手です！　逆境からのまさかの逆転勝利を収めました！」


  　俺の腕を掴つかむと海え老び子こさんが高らかに掲げた。


  　またも会場が熱狂の渦に呑のまれる。


  　いいぞ！　もっと脱がせ！


  　そんな声まで飛び交っている。


  　今日ここに集まった観客たちは皆、俺の健闘を讃たたえてくれていた。


  　それはなんとも心地よい歓声で、俺は思わず歓声に応えるようにガッツポーズをした。


  　するとまたも、わぁっ───！　と会場が沸いた。


  　俺にとって執念の勝利。エロスによる執着がなければ、絶対に勝ち得なかった勝負だった。


  　局つぼねさんの敗因はただ一つ！


  　何がなんでも脱がしたくなるほどエロい格好をしていた。それだけだ。


  　俺が満まん身しん創そう痍いになりながらも神楽殿から下りていこうとすると、俺を引き留めるように、タオルで裸体を隠した局さんが立ちふさがった。


  「……あなたなかなかやるじゃない。あ、あのっ。これ私の名刺よ。私の体に、きょ、興味があるならメールしてちょうだい」


  「わ、わかりました……っ」


  　恥ずかしそうに名刺を差し出す局さんから、どきまぎしつつそれを受け取ると、俺は舞台を下りた。


  　すぐさまミシンちゃんが駆け寄ってきて、ふらつく俺の体を支えてくれた。


  「無茶しすぎです！　あんな勝ち方、美しくないです……で、でも勝ててよかったです」


  「怒ってるのか喜んでるのかどっちなんだよ」


  「もちろん、喜んでるに決まってるじゃないですかっ。開幕式の雪せつ辱じよくも果たせましたし」


  「そう……ならよかった。勝った甲か斐いもある……」


  　とはいえ、正直立っているのもキツイくらいのダメージを負ってしまっている。


  　足下もおぼつかず、思わずつんのめってしまった。その瞬間───本当にうっかりだった。狙ねらったわけでもなんでもなく、俺の手がミシンちゃんの胸を鷲わし掴づかみにしてしまった。


  　朦もう朧ろうとした意識の中でもその肉まんのような柔らかな感触はしっかりと伝わってきた。


  「あ……」


  　ミシンちゃんの顔が一気に真っ赤になる。けれど事故だとわかってくれたのか、そのことを咎とがめることなく、ミシンちゃんは俺の体を引きずって控え室まで必死に連れて帰ろうとしてくれていた。


  　よ、よかった……って、それよりも服越しだけど女の子の胸触ってしまった！


  　しかもまさかのノーブラ！　着物の下は下着なしってホントだったんだな。


  　なんていうか、貧乳だとばかり思ってたのに柔らかな部分があるにはあるんだ……。っていうかもうドキドキが止まらない。


  　やばい、ミシンちゃんのこと好きになりそう。


  　胸触る＝恋に落ちるってのは短絡的すぎるかもしれないけど、一気に心奪われるくらいの刺激があった。


  　だって俺、童貞だぜ？　当然、女の子の胸なんて触る機会これまでなかったし。意識せずにはいられないだろ。


  　俺は熱冷めやらぬ歓声を背中に浴び続けながらも、そんなことそっちのけで胸をときめかせながら本日の二戦目を終えて控え室へと帰っていった。


  　二戦二勝───幸さい先さきのいい出だしってとこだろう。


  



  　その夜は用意されたホテルの一室にて、俺達〈ゴールデンしゃちほこ〉の三人は祝杯を上げた。といっても、俺とミシンちゃんはジュースで、お酒を飲んでるのは美び服ふく院いんさんだけだけど。


  「おつかれちゃん！　木綿もめん君、頑張ったじゃん！　どうよ、〈脱だつ衣えの儀ぎ〉初日を終えた感想は？」


  　もちろん答えはこうだ。


  「最高っす！」


  　女の子を脱がす喜びは他の何物にも代えがたいものだ。


  　それに〈脱衣の儀〉に参加して初めて知ったことだけど、大勢の人から応援される喜びというのは感動すら覚える。


  　大観衆の喝かつ采さいと女の子の裸。


  　その両方を一度に味わえるのは、脱だつ衣い士しとして戦いに身を投じた者だけの特権だ。


  　俺はそんな勝利の余韻と、さっきのうっかり胸タッチの動揺とで感情がごちゃごちゃになりながら、手にしたジュースをごくごくと必要以上に飲んでしまう。


  　自分の手を見れば、そこにまだミシンちゃんの胸の感触が残っているような気がした。


  　一瞬のことだけど、あの感触が忘れられないっ！


  　駄目だ！　試合なんかよりもミシンちゃんの胸のことで俺の胸がいっぱいになってくる。


  　今までだってミシンちゃんは俺のために服を手作りしてくれたり、特訓に付き合ってくれたりしてたけど、さっきの胸タッチで確定した。


  　俺、ミシンちゃんに惚ほれてる。


  「うん？　どうしました、木綿君。なんだか顔が赤いみたいですが、さっきの試合の影響ですしょうか？　熱でも出たんですか？」


  　そう言ってミシンちゃんはぴとりと温かなその手を俺の額に当ててきた。


  　あわわわわわっ。駄目だって。今そんなことされたらさらに動揺するだろ。


  　俺は急いでミシンちゃんの手を振り払った。


  「あ、いや……なんでもないからっ。気にしないでくれっ」


  「気になりますよ。脱衣士の体調管理もお針はり子こ巫み女この務めのうちですから。調子悪いなら今夜は早めに休んでください。明日も試合あるんですから。あ、それと天てん衣いのほうも直さないといけませんね」


  　ミシンちゃんはせっかくの祝杯ムードから一気にお針子巫女モードに切り替わる。


  　よかった。お針子一筋のミシンちゃんは天衣の修繕のほうが気になっている様子だ。俺の心の動揺は気づかれてはいないようだ。


  　まずはひと安心。


  「にしてもよぉ。初戦で選手ざっくり見たけどさ。あのキリコって奴やつ、どうなのよ？　ぶっちゃけ木綿もめん君勝てそうか？」


  「そりゃ確かに強い相手かもしれませんが、勝てちゃうと思いますよ。なにせ、俺、〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の申し子みたいなもんですから」


  「おお、言うねー。頼もしい限りだな」


  　今日の二試合を通じてわかったことだが、俺は相手がエロい格好であればあるほど、実力を発揮できるのだ。


  　だから、あのいやらしいエナメルボンデージ姿のキリコを前にすれば、俺の脱だつ衣い力りよくは確実に高まる。キリコだろうが俺のエロスの前には必ず丸裸になることだろう。


  　それにしても〈脱衣の儀〉って、楽勝だし、かなりおいしいよな。


  　今日だけで処女の裸を生で二人も見られたし。


  　しかもこのまま順調に勝っていったらミシンちゃんも俺に惚ほれるんじゃね？


  　良いことずくめだな。


  「絶対勝ち進んでやるぜ」


  「かかっ───なーんか燃えてんじゃん、木綿君。私のためにそんなに頑張ろうとか思ってくれちゃってるの？　いやんっ、私ってばそんなに魅力的？」


  「……あぁ……そういえば美び服ふく院いんさんの野望のためってのもありましたね。すっかり忘れてました」


  「なんだとこら！　私の野望はでっかいんだぞ！　勝手に忘れるな。それにぃ、優勝したら木綿君に私の体を使ったエッチなお礼だってしてあげるのにぃ」


  「……なっ！」


  　本当ですか！　と思わず喰くい気味に言いそうになったがなんとか欲望を抑え込んだ。


  　駄目だ駄目だ。ミシンちゃんのいる前でそんながつがつした態度とれるはずない。


  　ミシンちゃんもじと目でこっちを睨にらんでるし。


  「木綿君、そんな下品なご褒ほう美びなんていりませんよねっ」


  「あ、当たり前だろ……」


  「なーんだ、いらないんだぁ。ふぅん、そっかー。残念ー」


  　ぐぬぬぬぬ……。


  　なんだこの板挟みは！　俺の煩悩よ静まれ！


  　美服院さんのエロエロオーラに負けたら、ミシンちゃんに嫌われてしまうんだぞ！


  「お、俺は単純に勝ちたいだけです！　そ、そんなご褒美いらないですよ」


  　血の涙を流すくらいに悔くやしい思いをしつつ俺は美服院さんの甘い誘いを断るのだった。


  　ぐ、悔ぐやじい……。


  第五章　絡まる絆きずなの糸


  



  　予選大会二日目。


  　チーム〈ゴールデンしゃちほこ〉は今日の試合に向けて控え室で準備を整えていた。


  　ちなみに、昨日の夜はそのまま用意されたホテルに宿泊してしっかり体を休めたので、体調管理はばっちりだ───と言いたいところだけど。


  「……ふぁあ」


  　俺はこっそりとばれないようにあくびを漏もらした。


  　昨日の夜に泊まったホテルに、エッチな番組見放題という魔法のチャンネルがあったせいで夜更かししすぎた。ああいうのをハニートラップというのだろうか……。おかげであんまり疲れがとれてない気もするし。


  　それはそうと、今日の予定は午前中に一試合だけ。


  　対戦相手は、チーム〈薔薇十字ローゼンクロイツ〉。


  　昨日の試合を見る限り、〈薔薇十字〉の脱だつ衣い士しもたいしたことなさそうだった。今日もさくっと処女の裸を拝むとするか。


  　なんて思っていると、


  「むぅ……どうしたもんかな」


  　昨日二勝したお陰でちょっとは余裕が出てきた俺とは対照的に、美び服ふく院いんさんはなんだか難しそうな顔をしている。


  「どうかしたんですか？」


  「いや、ちょっとな……場合によってはこっちの戦略も立て直さないといけないかもしれない試合っつーか。まぁ、出たとこ勝負なんだけどさ。ちょいとまずいかもなぁ……いや、やっぱり君は知らんほうがいいだろう。うん、忘れてくれ！」


  「はぁ……？」


  　美服院さんが何を言いたいのかいまいち理解できない。


  　けどミシンちゃんはそんな美服院さんの言葉を掻かき消すように、笑えみを浮かべて俺を応援してくれる。


  「今の木綿もめん君なら誰だれが相手でも大丈夫ですよ。自信持ってください」


  「あぁ、任せとけって」


  　美服院さんが何を懸念していたのか知らないけれども。


  　ミシンちゃんの期待に応えるためにも、俺は張り切って第三戦目に向かった。


  



  〈脱だつ衣えの儀ぎ〉第三戦目。


  　俺は高揚した気持ちのまま舞台に上がった。


  　そこにいたのは、中世ヨーロッパの貴族が着ていそうなフリルがあしらわれた豪ごう奢しやな衣装に身を包んだ男装の麗人だった。


  　目鼻立ちも整っていて、離れていてもすごい美人だとわかる。


  　そのまま、


  「アンドレ！」


  　とか叫びだしても不自然ではない。


  　この手のタイプの女性に今まで興味を持ったことはなかったけれど、男装の麗人を脱がすのもありだな。裸にして女の部分を晒さらしてやる。


  　……でもなんだろう。この微妙な違和感は。


  　俺の直感が何かを感じ取っていたが、はっきりとはわからないままに試合が始まろうとしていた。


  「それでは両者、名乗りをお願いします」


  　司会解説の海え老び子こさんはマイクを相手の脱だつ衣い士しに向かって差し出した。


  「やぁ、私の名前は伊い集じゆう院いん奏かなで。チーム名は〈薔薇十字ローゼンクロイツ〉さ。親しみを込めて奏と呼んでくれて構わないよ」
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  　男装しているだけあって、声色も若干低めだ。


  　伊い集じゆう院いんさんは名乗りを終えると、ゆるふわカールな金髪の巻き毛を揺らし、長い睫まつげでばっちりとウィンクしてきた。


  　そして伊集院さんはさらに言葉を続ける。


  「ふふっ、予選大会で男の子と戦えるのは君とのこの試合だけだからね。心が燃えてくるよ」


  　そう言った途端、伊集院さんの天てん衣いから凄すさまじい勢いで脱だつ衣い力りよくがほとばしった。


  　きのうの試合で見た時とはオーラの輝きが格段に違う！


  　俺の体に一気に緊張が走る。


  　そして俺にも、マイクが回ってきた。


  「えと、〈ゴールデンしゃちほこ〉の古ふる織おり木綿もめんです。俺も渾身の脱衣力を出して戦いますから、覚悟してください！」


  　そう言い放つも、伊集院さんは涼しい顔をしている。


  　もうすぐその涼しい顔を羞しゆう恥ちの色に染めてやる。


  「それでは両者見合って───いざ尋常に。脱がし合い、始めっ！」


  　海え老び子こさんが試合開始を告げる。


  　俺も伊集院さんも一気に床を蹴けり間合いを詰めた。


  　お互い、小細工なしの真っ向からのぶつかり合いだ。


  　速さと技の正確さが勝負を決する。


  　伊集院さんが俺の袖そでへと手を伸ばしたが、俺は袖を翻ひるがえしてその攻撃を避よける。


  　そしてそのまま伊集院さんのフリル満載のブラウスの胸元へと手をかけた。


  　その時だった。


  　俺は伊集院さんと肌が触れ合うほどに距離を詰めていて、だからこそ視界にそれが飛び込んできたのだ。


  　伊集院さんの顎あごから口の周りに残るうっすらとした青あお髭ひげ。


  　それを目撃した途端、俺は背中に寒気が走り、反射的に後方へと体を引いて間合いをとってしまった。


  「はぁっ……はぁっ……」


  　驚きのあまり呼吸が乱れてしまう。


  　だって、青髭ってことは。


  　もしかして、伊集院さん……っていうか伊集院。


  「お前、まさか……男っ！」


  「え？　そうだけど。私、ひと言も女だなんて言ってないよ。うふっ」


  　きらきら光る少女漫画みたいな瞳ひとみでこちらをうっとりと見る伊集院。


  　美男子というだけではない。彼が俺に向ける視線、そこには色目としか思えない雰囲気が交じっているのだ。


  　もしかしてこの人……。


  　でも真っ向からそんなこと確認するのもなんだしな。


  　と思っていると伊い集じゆう院いんが胸元に挿していた薔ば薇らを一輪、俺へと投げて寄よ越こした。


  「お近づきの印にどうぞ」


  「あの……えっと、これは」


  「だ・か・ら。愛情を込めてって意味。私、男の子大好きなのさ。っていうか男の子にしか興味ないの。君は私の好みのタイプだよ。だからよろしくっ」


  「よろしくしたくねぇですよっ！」


  　俺は勢いよく薔薇をはたき落とした。


  　やっぱりそうか！


  　この手のタイプに遭遇するのは初めてだけど雰囲気でわかる。


  　こいつ、そっちの気のある人じゃないか！


  　駄目だ、もう！　やる気が湧わかない。こんな相手と本気で戦えるはずない！


  「ツンデレちゃんなのか。ますますそそるなぁ」


  「いやいやいやっ、あり得ませんって。男なんて絶対無理だって！」


  「私が変えさせてあげるよ、君の価値観っ……。男同士のほうが素晴らしい愛が育はぐくめるんだってね」


  　ぞわっと全身総毛立った。


  　うわぁぁぁぁぁぁ。


  　勝負したくない！


  　っていうかモチベーションが全然上がらない。さっきまでは男装の麗人を脱がしてやろうと張り切ってたのに、男とわかると途端に駄目だ。


  　まるで試合に集中できない。


  　伊集院と間合いを計りながら、俺はパニックになっていた。


  　俺は虚うつろな瞳ひとみで伊集院の姿を捉とらえると、そこには高揚した表情を浮かべる伊集院の姿があった。


  　あー、萎なえる。超萎える。もう試合を放棄したい。


  　しかも伊集院は袖そで口ぐちから大量の薔薇の花びらを撒まき散らし、俺の周りを埋め尽くしてくる。


  「君にプレゼントだよ。受け取っておくれ───〈愛欲の薔薇ラヴイアンローズ〉」


  「───！」


  　周囲が薔薇の花びらで埋め尽くされるという異様な風景の中、俺はようやく我われに返って伊集院の動きに注目した。


  　なんだこれは！　花びらなんて撒まいてどうするつもりだ？


  　俺は薔ば薇らの花びらなんて気にせず、早々に試合を終わらせる覚悟で駆け出した───。


  　その瞬間。


  　ぼんっ、と俺の足下で何かが爆はぜた。


  　見れば足下に散乱していた薔薇の花びらが、真っ赤な霧となって爆散していた。


  「花びら型の爆弾？」


  　にしても霧になるだけで威力は皆無だ。


  　なんて思っていたのは俺の大いなる勘違いだった。


  　爆散した赤い霧が俺の天てん衣いの袴はかま部分に触れるやいなや、どろっと袴の裾すそが溶け始めた。


  「出ました！　伊い集じゆう院いん選手の必殺技！　一面に舞い散るのは、触れれば天衣を溶解させる腐食の花びら！」


  　海え老び子こさんの解説によって俺はようやく自分がピンチのただ中にいることを思い知った。


  　ぼやぼやしている間にとんでもない状況に陥おちいってしまった。


  　触れただけで服が溶かされる花びら攻撃なんて予想もしてなかった。


  　もはや俺の周りは薔薇の花びらまみれだ。迂う闊かつに動くこともできない。


  　しかも伊集院は吐息と共に花びらを撒き散らし、その舞い落ちてくる花びらに触れた途端───またも、ぼんっと爆ぜた。


  　血煙のように噴出される赤い霧に、今度は天衣の右腕を持っていかれた。どろりと溶けた天衣の下から、俺の肌が露出する。


  「私の薔薇は愛情の証あかし。君は私の愛に包まれて裸になる運命なのさ」


  「キ、キモイ……っ」


  　早くこの危機的状況を脱出しなければいけないってのに集中できない！


  　この薔薇の絨じゆう毯たんを避よける策はきっとあるはずだ。


  　何か策はないか……でもさっきから頭は回らず、しかもまったく脱だつ衣い力りよくが引き出せない。


  　焦りだけが募っていく。


  　すると伊集院は優雅に微笑ほほえみこちらに向かってくる。


  　どういうことだ？　触れれば爆発する腐食の花びらが俺を囲んでいるんだぞ？


  　伊集院にだってその効果は作用するはずだ。


  　すると、俺の困惑に答えるように伊集院は囁ささやいた。


  「その花びらはただのプレゼントさ。そんなものなくても君を裸にするのはたやすいこと！　花びらを避けることができないのならば」


  　ばさっと伊集院が己の天衣の裾を翻ひるがえすと、その風圧で薔薇の花びらが吹き飛ばされた。


  　その際にも俺の体に花びらが当たり、天衣の至るところが腐食していく。


  「こうやって風で飛ばしてしまえば済むことだ。おや、なかなかそそる姿になったじゃないか」


  　俺の天てん衣いの上半身はほとんど溶かされ肌が露出していた。


  　下半身が残っている分、まだマシだがノーダメージの伊い集じゆう院いんとは大きな違いだ。


  「昨日破竹の二連勝を遂げた古ふる織おり選手、今日はどうしたことでしょう！　伊集院選手に対し手も足も出ません！」


  　手も足も出ないんじゃない。出さないんだ。


  　天衣も力を発揮せず、何よりまったくやる気が起きず。


  　もう負けてもいいや、と思った。


  　さっさとこんな試合終わってほしい。


  　二連勝してるんだから、一回くらい負けたっていいだろ。


  　男の脱だつ衣い士しを脱がすなんて俺には無理だ。


  「さぁ、君の裸を私に預けておくれ」


  　気色悪いその声と共に接近してくる伊集院に対し、俺は防御の姿勢をとることもせずにあっさりと敵の攻撃に身を任せてしまった。


  「決まり手は、脱がしの三手〈抱だき流し〉───勝者！　伊集院選手！」


  　気づけば俺は舞台の上でうずくまり、なんとか大事なところを隠していた。テレビ放送で局部露出はさすがに恥ずかしい。


  　勝利判定を聞きながら、俺は急いでふんどしだけでも締めて、溶解されてずたぼろになってしまった天衣を掴つかむとそそくさと舞台を下りていった。


  　昨日までは背中に浴びる声援が俺の心を躍らせたけれど今日は違った。


  　なんて惨めな気持ちなんだ……何もせずに負けた俺に対し会場からはブーイングの声すら上がっていた。


  　そして何より申し訳ないのは……。


  「ミシンちゃん……その、これは……」


  　舞台脇わきで待っていたミシンちゃんは、俺が何か言う前に俺が抱えていた天衣をひったくり、無言のまますたすたと控え室のほうへと歩いていってしまう。


  　俺も気まずい空気のままにミシンちゃんの後を追う。


  　するとようやく、ミシンちゃんが控え室の前で立ち止まった。


  　俺はふんどし一枚の姿のままで、及び腰でミシンちゃんに話しかけた。


  「あのさ……俺、ミシンちゃんに言ってなかったことがあるんだ」


  「なんです？」


  　振り返ったミシンちゃんの表情は険しく、声は重たかった。


  　怒っているのは確実だ。


  　けれど、ここで誤ご魔ま化かして体ていのいい言葉を並べることなんかしたくなかった。


  「俺が〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に参加してる理由は、女の子の裸が見たいからなんだ。ミシンちゃんはきっとお針はり子こ巫み女この誇りとかそういう大層な目的で参加してるのかもしれないけど、俺にとって本当にそれだけ」


  「だからさっきのように男の脱だつ衣い士し相手だとやる気が出なかった、と言いたいんですか。それでわざと何もしないで負けたんですか？　私が作った天てん衣いをこんなにまでしてっ」


  「そう……だな。もう負けてもいいって思った。二連勝はしてるから、つい……」


  　そこでかっとミシンちゃんは怒りの表情を露あらわにすると、素早く手を振り上げた。


  　ビンタされる───！　そう思って歯を食いしばったけれど、予想に反してミシンちゃんの手のひらは俺の頬ほおに炸さく裂れつすることはなかった。


  　ミシンちゃんはぐっと我慢するように……拳こぶしを握ってそのまま手を下ろす。


  「お針子巫女は脱衣士を華やかに着飾らせるのが務めです。ホントなら顔の一つも叩たたきたいところですが、脱衣士の顔に怪け我がなんかさせられませんっ───でも！」


  　顔を上げたミシンちゃんの目には涙が溜たまっていて、今にも泣き出しそうだった。


  「木綿もめん君は最低ですっ！　私が頑張って作った天衣をぼろぼろにして……それは仕方ないにしても……負けてもいいだなんて考えるなんて！　どんな理由で戦おうが私は構いません！　ただ勝ちたいと願う気持ちだけは共有してると信じてたのに！　だからパートナーとして信頼もしてました！　なのに！」


  「勝手に俺を信用するなよ！　俺はただのエロいだけの童貞野郎なんだ！　ミシンちゃんみたいな崇高な志があるわけじゃない。一緒にされても迷惑だ！」


  　こんなこと言えば、ミシンちゃんがどれだけ傷つくかわかっている。


  　でも、俺は感情のままに言葉を走らせてしまう。


  「それにミシンちゃんにはわかんねぇだろうよ！　野郎同士の戦いがどれだけ辛つらいのかなんて！　見てるだけのくせに偉そうに言うんじゃねぇよ！」


  「だって……私には天衣作りしか能がないから……。だから……せめて木綿君の着る天衣に全身全霊を込めたのに。勝利を信じて戦ってくれるようにって……」


  　ミシンちゃんは涙を堪こらえるように顔を歪ゆがめて、その胸にぼろぼろの天衣を抱きかかえる。


  　そして踵きびすを返すと、そのまま走り去っていった。


  「…………っ」


  　何か声を掛けるべきだった。


  　謝らなければいけないのは俺のほうだ。


  　試合に負けた腹いせに、ミシンちゃんに八つ当たりしたようなものだ。


  　最低だ……俺は最低最悪なことを言ってしまった……。


  　あの調子じゃ、もう俺のことなんかパートナーとして認めてくれないだろうな。


  　俺は失意の中、ふんどし一枚の姿で立ち尽くしていた。


  　泣きそうだった。


  　ミシンちゃんの期待に応えられない悔くやしさ。


  　自分自身のふがいなさ。


  　そして何より、ミシンちゃんに決定的にまで嫌われたという事実が辛つらくて、心が張り裂さけそうだった。


  



  　控え室の扉を開けると、そこにはテレビ画面を見ている美び服ふく院いんさんがいた。


  　俺はどうしていいかわからず、床に座り込んでしまった。


  　すると美服院さんがぽつりと漏もらした。


  「ミシンの代わりにビンタしてほしいっていうならやってあげるけど？　どうする？」


  「……っ」


  　美服院さんには全て聞こえていたようだ。


  　俺はいっそ殴ってほしい気持ちで一杯だった。


  　でも美服院さんに殴られたからといってミシンちゃんに許してもらえるわけじゃない。


  　美服院さんは冷静に言葉を告げた。


  「天てん衣いってのは修繕にどのくらいの時間がかかるもんなのかな。あんなにぼろぼろになった天衣じゃあ明日の試合は無理かもな」


  「ってことは……」


  「最悪、明日の試合は棄権するしかないってことさ。覚悟しておくんだな」


  「あぁ……そうですか……。俺ってば全然駄目ですね。駄目駄目だ───」


  　俺はその場にがくりと膝ひざをついて崩れ落ちたのだった。


  



  　ミシンちゃんは早々に試合会場を後にしてしまっていたようだった。


  　私服に着替えた俺は、沈黙の中で美服院さんの愛車の助手席に乗せられていた。


  　美服院さんとの会話も弾むはずもない───。


  　けれど俺は外の景色を眺めながら、意を決して美服院さんに申し出た。


  「ホテルには戻らなくていいです。俺、家に帰りますから」


  　パートナーであるミシンちゃんに嫌われ、天衣もなければ俺はもう脱だつ衣い士しとしては戦えない。だったら俺が美服院さんと共にいる意味もないと思ったからだ。


  　美服院さんは無言だった。怒っているのだろう。俺は美服院さんの期待すら裏切ってしまったのだから。


  　二日後に控えた最後の一戦の相手はあの凶悪な脱衣士キリコだ。


  　心が折れたこんな状態じゃ勝てる気がしない、だとすると予選敗退は濃厚だ。


  　美服院さんがようやく口を開く。


  「約束は？　私に天下をくれるって約束。それはどうなるの？」


  　てっきり怒鳴られるかと思ったけれど、美び服ふく院いんさんの声色はいつも通りだった。


  「俺なんかじゃ無理だったってことですよ。もうミシンちゃんは俺に天てん衣いを作ってくれません。それにキリコにも勝てるはずないし」


  「弱音ばっかりだね」


  「弱い人間ですから」


  「あっそ……」


  　すると美服院さんは車を停とめて、助手席に座る俺の肩へと手を伸ばした。


  「ねぇ、木綿もめん君。君さ、ちょっとこっちにおいでよ」


  　そう言って美服院さんは肩を掴つかんだまま俺の体を強引に自分のほうに引き寄せ、そしていきなり胸の谷間に俺の顔を押しつけたのだ。


  「むぐっ───！」


  　ちょっ……な、なんで今そんなことするんだよっ。さすがにこの状況でエロいこととか考えられないって！


  　けれど問答無用に柔らかな感触が顔いっぱいに広がる。そして美服院さんは優しく俺の頭を抱きしめた。


  「人の絆きずなってのはさ、本心をさらけ出してぶつからないと深まらないんだよ。今の私の本心は、どんなエロい手を使ってでも君を脱だつ衣い士しとして留まらせたい。もちろん、私の野望のためにね。どうだい？　私の胸は気持ちいいだろ？」


  「……はい」


  　超絶ブルーだった気分が少し紛れるほど美服院さんの大きな胸の感触は最高だった。


  「君とミシンはお互いに本心をさらけ出して傷つけ合った。でもそれで終わりじゃ駄目なんだ。ミシンは君の頬ほおを打たなかっただろ？　それはどうしてだかわかるかい？　君のことをまだ脱衣士だと思ってるからさ。脱衣士の顔に怪け我がをさせられない───そうミシンは言ってただろ？」


  「そこまで聞かれてたんすか……？」


  「まぁね。試合後に君とミシンの間に亀き裂れつが入りそうなのは、あの試合を見ててわかったからさ。二人のことを見守るのも後援者としての役目なのさ」


  「で、でも……脱衣士だと思ってくれてたとしてもだからなんだっていうんですか？　ミシンちゃんは俺のこと失望してます。もう取り返しなんてつかない……」


  「何言ってるのさ。向こうはまだ君のことを脱衣士であってほしいと願ってるよ。完全に失望してたならあの時、張り倒されてたと思うけどな」


  「そうなんですかね……俺にはよくわかんないです。今まで女の子と喧けん嘩かしたことなんてないんだから」


  「そっか。じゃあ初めての喧嘩だ。かかっ、だったら初めての仲直りをすればいいじゃないか。たかが喧けん嘩かの一つや二つで世界の終わりみたいに諦あきらめちゃって情けないなぁ」


  　なでなでと美び服ふく院いんさんは俺の頭を撫なでてくれる。


  「なんだか君、抱き心地いいね。癖になりそうだ。私は君の後援者だからね、生活の面倒も見るし、頭だって撫でてあげるよ。それにエロスが足りないならこうやって胸を貸そうじゃないか、あぁ間違えた───今の君には慰なぐさめてくれる相手が足りないんだった。ほら、いくらでも慰めてあげるよ。もっとエロいことだってしてあげようか？」


  　かかっと快活に美服院さんは笑う。


  「ありがとうございます。その……俺のこと慰めてくれて」


  　美服院さんの胸の中にいると落ち着く。だんだんと気持ちの整理もついてきた。


  「ミシンちゃんに嫌われたことをショックに思ってるなら、それは君がミシンちゃんのことを好きだからさ。誰だれだって好きな子に嫌われたら辛つらいものだからね。だったら、君がやるべきことはたったひとつだ」


  　美服院さんの言葉は俺の胸に染み込んでいき、そして俺は思った。


  　ミシンちゃんと仲直りしたいんだと。


  



  　ホテルに着くと美服院さんが自室にこもっているミシンちゃんの様子を見てきてくれた。


  「だいぶ怒ってはいたけど、天てん衣いの修復してくれてたぞ。つーことは、まだ君になにかを期待してるってことだろ」


  「ホントですか！」


  「そんなに喜ぶなよ。安直な奴やつだな。ただし天衣の修復はどう見積もっても今日中には無理らしい。やはり明日の試合は放棄しないといけないな」


  「じゃあなんで天衣直してくれてるんです……？」


  「明日が無理でも最終試合が残ってるだろ。ミシンはそのために頑張ってるのさ。じゃ、そういうことで、君は君でやるべきことをしなさい」


  　美服院さんはそのまま自分の部屋に帰ってしまった。


  　俺はどう謝ればいいのかわからないままにミシンちゃんの部屋の前までやってきた。


  　けれどノックする勇気が湧わかずに、結局ミシンちゃんの部屋と俺の部屋との間を行ったり来たり、繰り返しているうちに時間だけがどんどんと過ぎていった。


  　時刻はもう夜だ。


  　こういうのは時間が経てば経つほど謝りにくくなる。だというのに俺は未いまだに頭を抱えて悩んでいた。


  　女の子と仲直りする方法ってどうやればいいんだ！


  　俺の今までの人生の中でこんなシチュエーション訪れたことなかったからわからない。


  　自室のベッドの上でごろごろ転がりつつ、頭を抱える。


  　その結果導き出された答えは、


  「プレゼントか……？」


  　俺のちっぽけな恋愛知識によると、喧けん嘩かしたカップルの仲直り方法の定番として、雰囲気のいい場所で彼女に指輪なり花束なりをあげるというのがある。


  　───いやいやいや。俺とミシンちゃんは恋愛関係とかじゃないし。友達……とも言えないと思う。


  〈脱だつ衣えの儀ぎ〉というイベントによって一時的にパートナーとなっただけの関係。今ではそれすら崩れてしまってるけど。


  　美び服ふく院いんさんは、俺がミシンちゃんのことを好きだと言った。それは確かにそうだ。


  　三か月も一緒に生活していくうちに、自分がどんどんミシンちゃんに惹ひかれていったのは否定できない。


  　あんな可愛かわいい子、ほかにいない。無愛想で厳しくて、でも誰だれよりも頑張り屋で、時には俺のことも褒ほめてくれて───下ネタには敏感なとこだって可愛くて仕方ない。


  　そして何より、彼女が笑うと俺の心まで溶けてしまいそうになる。


  　それに巫み女こ装しよう束ぞく姿も似合っていて、いつかあの巫女装束を俺の脱だつ衣い技わざで脱がして隠されたあの子の裸体を見たいとも思う……。


  　きっと胸も小さくて可愛いんだろうな……。


  　って違う！　こんな時にエロいこと考えてる場合じゃねぇ！


  　ともかく俺は昨日までみたいに普通にミシンちゃんと接したいし、ミシンちゃんと共に〈脱衣の儀〉をこれからも戦っていきたいだけなんだ！


  　恋愛だの友達だのはこの際気にするな！　まずは信頼回復が先決だ。


  「そうなるとプレゼント渡すのもおかしいよな……」


  　それに仲直りに有効なプレゼントってなに？　花束？　指輪？　そんなもの渡されて嬉うれしいか？　指輪貰もらったから今日のことは全部チャラ！　とか言い出す女の子なんてビッチに決まってる。


  　断じてミシンちゃんはそんな子じゃないし……。


  「はぁ……」


  　なんも浮かばない。


  　俺は枕まくらに額を押しつけて、大きく溜ため息いきを吐ついた。


  　美服院さんは気軽に仲直りしろとか言うけど、童貞歴十六年の俺にはハードル高すぎだろ。


  　女の子と話すのがそもそも得意じゃない俺がミシンちゃんとは普通に話せてたのも、脱だつ衣い士しとお針はり子こ巫み女このパートナーという間柄があったからだし。


  　その関係を失ったら、話しかけることすらできないような気がしてきた。


  「もう無理。限界……俺の手には負えねぇよ」


  　うなだれる以外に俺にできることはあるだろうか？


  　仲直りの方法も思いつかないままに、俺はうだうだと無駄に考えを巡らせた。


  　するとミシンちゃんのある言葉が思い浮んだ。


  



  　───勝ちたいと願う気持ちだけは共有してると信じてたのに！


  



  　そうだ。


  　俺にはもうそれしか残っていない。自分のエロスを満たすという己の欲望のために、美び服ふく院いんさんの野望のために、そして───ミシンちゃんの天てん衣いにかける情熱のために。


  　勝ちたい！　それだけは確かだ！


  　ミシンちゃんの作った天衣を着て〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に出て勝ちたい。


  　だったらやるべきことは自然とわかってきた。


  　つまりは───。


  　ミシンちゃんに失望された俺が、それを上回るくらいに名誉挽回するためには今まで以上に強くなることが先決なのだ。


  　強くなり、勝ちたいという気持ちをミシンちゃんに示すんだ。


  　そのためにはミシンちゃんの手を借りず、一人で特訓して強くなる。


  　そうすればミシンちゃんだって少しは俺を見直してくれるかもしれない。


  　考えに考え抜いた末に出た答えはそれだった。


  　時刻はすでに夜の八時を回っている。


  　俺はベッドから跳ね起きると、壁に掛けてあった作さ務む衣えを手に取った。


  　この作務衣は、三か月間の辛つらい特訓を共に過ごしてくれた俺の相棒のような天衣だ。


  　ミシンちゃんから手渡された初めての手作り天衣でもある。


  　俺はその思い出いっぱいの作務衣を着込むと雪せつ駄たを履はいて、こっそりとホテルを後にした。


  　外に出て、ふとホテルの窓を見上げる。


  　ホテルのミシンちゃんの部屋にはまだ灯あかりが点ついていた。きっとまだ修繕作業をしてくれているんだろうな。


  「ミシンちゃん……」


  　あの子と共に勝利を目指して戦うために。


  　あの子の横に立つために俺はホテルを後にした。


  



  　作務衣姿で俺は夜の市内を走っていく。ぐんぐんスピードを上げていくと、それだけ無心になれる気がした。


  　けど、無心で走ってるだけじゃ特訓にはならない。何か方法を考えないと。


  「特訓、特訓……つってもなぁ、何から始めりゃいいんだ？」


  　俺は全速力で走りながら、自分なりの特訓方法をなんとか模索していた。


  　そういや、俺は今までずっとミシンちゃんに頼ってばかりだったっけ。ミシンちゃんが考えた特訓コースを、言われるがままにこなすことしかやってこなかった。


  　流されるまま、言われた通りのことしかやってこなかったから自分で考えるということに慣れてない。こんなんじゃ駄目だろ。


  　努力は自分自身で考えて実行するものだ。


  　だから今は自分一人で努力しよう。


  　ミシンちゃんに協力してもらわなくても、俺は一人で強くなってみせる。


  　ようやく自分がやるべきことを見み出いだした俺は、がむしゃらに走って走って───気づけば人ひと気けのない見知らぬ路地にやってきていた。


  「どっかにいい特訓場所ないかな……？」


  　俺は額の汗を拭ぬぐってから、静けさを有した夜の町をうろうろと散策した。人目につくところは避けたい。そしてできれば広い場所がいい。


  　そんな風に場所を絞っていると、辿たどり着いたのは深夜の公園だった。


  　公園といっても遊具がたくさん設置してある場所ではなく、芝生だけが敷かれただだっ広い公園。サッカーでもできそうな広さだ。


  　おまけに公園の周りは壁代わりになりそうな背の高い木々が生い茂っているので人目にもつきにくい。


  「夜だし、そもそも人はいないよな」


  　ここでなら伸び伸び特訓ができそうだ。


  　ストレッチをしつつ、俺が芝生へと足を踏み入れると俺の耳に微かすかな声が届いた。


  「ふんふんふ～♪　ふふふん～♪」


  　よく聞けば声というより鼻歌だ。しかも女の子の。


  　人はいないと思っていたのに、先客がいたらしい。散歩の途中にこの公園にでも寄ったのかな。鼻歌交じりなんて随分と陽気だな。


  　それにしてもこの曲、聞き覚えがあるような……。


  　なんて、他愛もないことを考えつつ公園をぐるっと見渡す──ほどの必要もなく、数歩も離れていないところにその人はいた。


  　茂みの陰に隠れるように立っていたので気づかなかったのだ。


  「ふふ～ふんふ～♪」


  　イヤホンをしている相手は完全に俺の存在に気づいていないようで鼻歌を口ずさみつつ振り付けまでしている。それは国民的アイドルグループの有名なヒット曲だった。


  　暗くてはっきりと顔は見えないが、スタイルのいい女性のようで長いツインテールが踊りに合わせてたなびいている。


  　思わず見入ってしまった。なにせ本物さながらにキレのあるダンスだからだ。


  　鼻歌だけしか聞こえないのに、まるでコンサート会場にいるのかと錯覚してしまうほど迫力のあるダンスだった。


  　そして最後の決めポーズ。ターンを決めてから正面に向かって指を差す。


  　その差された先にいたのは───偶然にも俺だった。


  「…………！」


  　彼女は鳩はとが豆鉄砲くらったかのような、という表現がしっくりくるほど目を丸くしている。


  　そして俺はというと、思わずぱちぱちと拍手してしまっていた。


  　だってそれほど見事なダンスだったから。


  　その瞬間、彼女はイヤホンを耳から引き抜き顔を真っ赤にしてあわあわと口元を震ふるわせた。


  「こ、こここ、これはですねっ。その違うのですよ！　ノリノリで踊っていたとかそういうのではなくてですね。私はこの曲を聴くとつい体が踊り出す不思議な体質をしてまして！」


  　無理ありすぎるだろ、そんな言い訳。なんだその呪のろいのダンスみたいな設定は。


  　それでも俺はこっそり見てしまったのは悪いと思って、ぶんぶんっと首を横に振った。


  「い、いえっ。こっちこそ悪かったです。つい見入っちゃって。完かん璧ぺきに踊っててすごいなって感心して……」


  「あの……そんなことはっ。っていうか人に踊りを見られるのなんて初めてで。で、でもっ。褒ほめてもらえたことは嬉うれしいです。拍手までしてもらっちゃって……」


  「あ、えとっ……そりゃ褒めますよ。だってキレも抜群でしたし。特に最後のサビの部分が難しいって有名なのに……ってなんかキモイですよね俺。その曲、好きだからつい熱くなっちゃって」


  「私も！　私も好きなんですこの曲！　ホントに心から元気が出てくる曲だと思ってます。だからキモイなんて思いませんっ」


  　そう言って彼女は数歩、俺のもとへと歩み寄ってきた。


  　俺はちょうど電灯の下に立っていたので、灯あかりに照らされ今まで暗くて見えなかった彼女の顔がはっきりと見えた。


  「……え？」


  　暗い茂みから現れたその人のことを俺は知っていた。


  　俺たちは電灯の下で邂かい逅こうする。それはスポットライトに照らされているようで劇的だった。


  　なぜなら彼女は数日前に俺の心に強く印象を残した人物。


  　───〈うさぷにシスターズ〉の脱だつ衣い士し、キリコだったのだ。


  



  「あ、あの……」


  　気づいたのはたぶん同時だったと思う。相手も俺の顔を見て息を呑のんでいたから。


  　こんな時、どんな反応をしていいかお互いわからなかったみたいで沈黙が続いてしまった。


  　キリコは試合会場で見るボンデージ姿ではなく、今夜はミニスカートにチェックのベストという、なんかアイドルっぽい服装で可愛かわいさを前面に押し出したような格好をしていた。


  　そのあまりの美少女っぷりは見み惚ほれてしまうくらいだ。


  　けど、そのまま何も言わないで見ているだけとはいかないので俺はとりあえず彼女の名前を呼んでみた。


  「キリコ……じゃなくて、切きり原はらさんですよね。脱だつ衣い士しの……」


  「は、はい……。あなたも、えっと古ふる織おり木綿もめんさん……」


  「こんなとこで切原さんに会うなんて思ってなくて。ホント偶然で……」


  「心臓止まるかと思いましたっ。踊ってるとこ人に見られちゃったことすら恥ずかしくて死にそうだったのに、ましてやその相手が……」


  「脱衣士同士は引かれ合う、とかそんな漫画みたいな設定ないですよねぇ。あはは……」


  「そうですね、奇跡的なくらいの偶然です。あ、そうだ。姉も切原なので、私のことは下の名前のうさ子って呼んでもらえますか？」


  「は、はいっ。……わかりましたうさ子さん」


  「なんだか緊張してますね。ふふっ」


  　いい感じに二人して微笑ほほえみを浮かべ合ってしまった。


  　あれ？　なんかおかしくない？


  　だって、目の前にいるのはあの凶悪な脱衣士キリコだよな……？


  　大会初日の戦いっぷりから、テレビなんかじゃ〈ハサミ女〉〈笑う凶器〉〈リッパーシザー〉なんて凶名までつけられている言わば〈脱だつ衣えの儀ぎ〉の悪役ヒール的存在。


  　そのはずなのに、全然印象が違うんだがどういうことだ？


  　普段話せなかったクラスメイトの女子とひょんなきっかけから会話が弾む、みたいなムードというか……そういう経験ないから妄想の域を出ないのだけれども。


  「んー……？」


  　たしか美び服ふく院いんさんから聞いた話だと〈うさぷにシスターズ〉は双子の姉妹なんだとか。だとすると目の前にいるのはキリコじゃなくて姉のほう？　俺ってば騙だまされてんのか？


  　俺が首を傾かしげていると、うさ子さんは慌あわてた様子で口を開いた。


  「あのっ。私、キリコって呼ばれてるほうですよ。よく間違われるんです……戦ってる時とあんまりにも違うものだから……」


  　どうやら俺の疑問は思いっきり顔に出てしまっていたようだ。


  「で、でも。試合の時と随分印象違うっていうか。試合見たんです。その時はハサミぶんぶん振り回して笑ってて」


  「ふふっ、ふはははははははっっ───!!　ってやつですよね？」


  「そ、そう……そんな感じで」


  　間近で見るとさすがに迫力ある。しかもいきなり豹ひよう変へんするからびっくりした。


  　でもうさ子さんはハイテンション状態から一気に普通の感じに戻ると、肩を落としてとぼとぼと歩き、近くのベンチに腰を下ろした。


  　俺もなんとなく合わせてうさ子さんの隣に座る。


  「なんでああなっちゃうんでしょう……私だって普通でいたいのに。テレビでも凶気のハサミ女とか言われてるみたいだし」


  「…………」


  　返してやる言葉もない。


  　心の中ではさっきまで自分もそう思っていたのだから。


  「でもでもっ。どうしてもあの舞台の上に立つとああなっちゃうんです。テンションが斜め上に突き抜けちゃうっていうか。もうどうにでもなぁれ！　って歯止めが利かないんです」


  「へ、へぇ。そんな心境だったんすか。すっかりあれが地だと思ってましたよ」


  　自分で言っておいてなんだけど、普段からあの調子だったらさすがに私生活に支障をきたすだろう。つーか、家族とかすごい困りそう。


  「あんなんだから、試合の度に非合法なお薬でもやってるんじゃないかって検査される始末です。あぁもう私、なんて駄目なんだろう……恥ずかしいですっ……」


  　両手で顔を覆おおってどんより落ち込むうさ子さんを見ていると、なんとなくシンパシーを感じて放ほうっておくこともできなかった。


  　するとうさ子さんはぽつりぽつりと語り出した。


  「……私、極度の緊張屋なんです。大勢の人の前に立つと緊張して喋しやべれなくなったり、顔が赤くなったり。だから私にとって何万人って観衆の前で服を脱がし合うなんてこと、本当は無理なんです。恥ずかしすぎてもう逃げ出したくなります」


  「じゃあ、そこまでしてうさ子さんが〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に出る理由って……？」


  「えっと……うちが脱だつ衣い士しとお針はり子こ巫み女こ、その両方の血を継ぐ神社の家系だったってのが一応の理由なんですが、本当はうちの神社貧乏で……。〈脱衣の儀〉に参加すれば後援者からたくさんお金が貰もらえるからというのが現実的な理由なんです……」


  「あ……、なんかすみません。失礼なこと聞いちゃって」


  「いいんです。ホントのことですから……」


  　急に場の空気が重たくなってしまった。


  　しまった、うかつにしていい質問じゃなかったみたいだ。


  　俺は取り繕うように話を続けた。


  「参加は避けられないってことだったんすね……」


  「はい……でもあの観衆の中で緊張しないなんてことはまず無理で、そんな時、逃げ道みたいにキリコっていう別人格ができちゃったんです。誰だれに見られても気にしないようにもう一人の私が代わりになってくれてるんだと思うんです」


  「舞台の上だけの人格ですか。はぁ……それはまた複雑な。なんかお互いに大変ですね」


  「お互いに？」


  　くるんっとした目で、うさ子さんが俺の顔を覗のぞき込んだ。


  　うわっ、何これ。うさ子さん目がおっきい。顔、ちっさ。めっちゃ可愛かわいい！


  　今まで真剣な話だったから注意がいかなかったけれど、うさ子さんはスタイル抜群の超美少女だ。俺はいま夜の公園で美少女と二人っきりで話してる……！


  　なんだこの状況。今さらだけど緊張と恥ずかしさで顔が火ほ照てってきた！　ミシンちゃんや美び服ふく院いんさんみたいな美人とこのところずっと一緒にいたからだいぶ免疫ついたかと思ったけどやっぱり駄目だ。


  　女の子と二人っきりで話すとかすっげーしんどい。いや、嬉うれしいんだけど。


  「あれ……？　どうかしました？」


  「いえいえいえいえっ。な、なんでもないです。まったくの平常心です」


  「本当ですか？　なんだかそわそわしてますし……あ、それよりお互い大変ってどういう意味です？」


  「あ？　へ？　……あぁ、それはついうっかり言っちゃっただけで。うさ子さんに比べたらちっぽけな悩みなんで別に気になさらずに……」


  「いいえ、駄目ですっ。私ったらつい木綿もめんさんに一方的に話聞いてもらっちゃいましたし。私も木綿さんの悩み聞きたいです。ね、おあいこってことで聞かせてください」


  　小首を傾かしげて、うさ子さんは俺のことを心配するように困った表情を浮かべた。


  　あー、なんかもう口調や仕草が全部可愛い。どうしたことだ。めろめろにされるとはこういうことか……。


  「話してください。私、聞きますから」


  　優しげな笑えみを浮かべながら俺の目を真まっ直すぐに見つめるうさ子さん。


  「は、はい……」


  　ここまでされて落ちない男はいないだろ。


  　俺はひとまず落ち着きを取り戻し、うさ子さんに促うながされ今日あったことを全部話した。


  　初日で二連勝してちょっとおごっていたことも。


  　男の脱だつ衣い士しが弱点なことも。


  　恥ずかしかったけれど───女の子の裸が目当てで戦っていることも話したし、いまミシンちゃんと仲なか違たがいしているということも打ち明けた。


  　うさ子さんは俺の一言一言に、うんうんと一々頷うなずきながら聞いてくれた。その仕草がとっても健けな気げに見えて、俺は話しているうちに胸の中に溜たまった澱おりが流れ出ていく気さえした。


  　そして全部を聞き終えたうさ子さんは。


  「ちゃんと話してくれて嬉うれしいです……っ」


  　と言ってくれた。


  　いやいや、嬉しいのはこっちのほうだって！　こんな超絶善人見たことないわ。


  「でも、うさ子さんにとってはしょうもない話ですよね。パートナーのお針はり子こ巫み女こと喧けん嘩かしたなんて話」


  「そうですか？　脱だつ衣い士しにとってお針子巫女は一番大切な存在です。しょうもなくなんてないですよ。それに……私だって」


  　ひょい、とベンチから立ち上がってうさ子さんは俺の前でくるりと回った。


  　ミニスカートの裾すそがはためいて、思わずパンツが見えないか凝視してしまった。


  　真剣な話してるのにエロい気持ちが顔を覗のぞかせてしまう自分の性さがが心底クズっぽいと思った。


  「実は私も、お姉ちゃんと喧嘩中なんですっ。今日もそれでホテルを飛び出してきちゃって。私たちっていろいろと境遇が似てますね」


  「どうして？　喧嘩する理由があるようには思えないですけど？　今日の試合も勝ちを収めて全戦全勝で絶好調って感じでしょ？」


  「でも私のしたいことは〈脱だつ衣えの儀ぎ〉で勝つことじゃないから」


  「じゃあなんなんですか？」


  「うぅん……笑わないで聞いてくれますか？」


  　うんうんっと俺は真剣に頷うなずいた。うさ子さんが恥ずかしそうにしつつも打ち明けようとしてくれてることだ。笑うはずない。


  　するとうさ子さんはさっき出会った時に歌っていた歌を、今度は鼻歌じゃなく声に出してワンフレーズだけ歌うと、それに合わせてダンスを踊った。


  　やっぱり素敵だ。


  　そして可愛かわいい決めポーズを俺の前で決めると、かぁっと顔をさらに赤くして俯うつむいた。


  「こ、こんな感じで……私、アイドルになりたいんです。歌って踊ってみんなを笑顔にする。そんなアイドルに」


  「───！」


  　それは驚きの言葉だった。けど同時に、似合ってると思った。だって今、目の前にいるうさ子さんは本物のアイドルみたいに輝いて見えるから。


  「に、似合ってますよ。アイドル、絶対なれると思います！　うさ子さん歌うまいしダンスもすごいし、それにか、可愛いし……」


  「あ、ありがとうございます……っ」


  　勢い余って可愛いとか面と向かって言っちゃったけど、言った後で恥ずかしくなってしまった。それはうさ子さんも同じらしく、赤くなった頬ほおを両手で押さえている。


  　何言っちゃってんだよ、俺！　ミシンちゃんのことそっちのけで深夜の公園でときめいてる場合じゃないっての！


  　けれど顔を赤らめているうさ子さんの表情には陰りの色も見えていた。


  「……でも姉には反対されるんです。人前に出るだけで性格が豹ひよう変へんする私にはアイドルなんか向いてないって。アイドルになるなんて夢追っかけてないで、私は〈脱だつ衣えの儀ぎ〉にだけ集中してればいいんだって」


  「そんな……本気の夢を否定するなんて……。うさ子さんが可か哀わい相そうですよ」


  「そんな風に言ってくれるなんて優しいんですね、木綿もめんさんは……」


  　うさ子さんは俯うつむいたまま、悲しそうな顔をした。


  「でも姉の気持ちもわかるんです……お針はり子こ巫み女こである姉には〈脱衣の儀〉しかないんです。私も幼い頃ころから特訓を積まされてましたけど、お針子巫女の師匠たちに囲まれてた姉はもっともっと辛つらい環境で、天てん衣いを作ることでしか自分の価値を見み出いだせなかった人だから……」


  　きっとミシンちゃんもそうなんだろうな……。


  　俺たちはベンチに座って、夜空を見上げた。


  　俺もうさ子さんも結局のところ、パートナーの気持ち───天衣作りへの熱い志を理解しているんだ。


  　だから俺は、うさ子さんだけではなく自分に言い聞かせるように言った。


  「やっぱり俺、女の子の裸が見たい気持ちは捨てられないです。エロスは俺の原動力ですから。……それと同じように、うさ子さんにもアイドルになるって夢捨ててほしくないです。どんなに人前で緊張しちゃってもいいじゃないですか。それって個性なんだと思いますよ」


  「欠点じゃなくて、個性？」


  「そうです。見方を変えちゃえばいいんじゃねぇのって俺なら思いますけどね。自分で欠点だと思ってるところが長所になるかもっていうか」


  　例えば、ぽっちゃりした体型を気にしてる人がいる。でも世の中にはぽっちゃり系じゃないとヌけないって男も多いし、あとはパイパンじゃないと駄目って男だって星の数ほど……っておいおい、どんな例えだよ！　危うく口に出してしまうところだった。


  「と、ともかくですね。俺が言いたいのは欠点だと思ってもそれが面白いほうに転がることもあるんじゃないかなってことですよ。ありだと思いますよ。豹変系アイドル。俺は応援したくなるな」


  「そんな風に考えたことなかったです。でも、なんか嬉うれしくなります。応援してくれる人が一人でもいるって思うと」


  「じゃあファン第一号ってことにしてくださいっ。勲章になりますから」


  「ファン第一号だったら、ずっと私のこと好きでいてくれないと駄目ですよ？」


  「も、もちろん！」


  　うぐぐ。なんだその胸を撃ち抜くようなひと言は。この人、天然で小悪魔発言してくるから手に負えない。あやうく惚ほれてしまいそうになる。


  　けど今言った「好き」の意味はファンとして応援するってことだ。一人の女の子として好きになるってことじゃない。


  　俺はなんとか理性を保って、話を続けた。


  「それで俺……今夜は一人で特訓しようと思って抜け出してきたんです。俺の今の目標は、とにかく強くなって、脱だつ衣い力りよくを高めることです。それしかないかなと」


  「脱衣力は己の内なる力───高めるといってもそう簡単にはいきませんよ？　ですから……、えっと、あのっ……木綿もめんさんさえよかったら、その特訓。私にも手伝わせてくれませんか……？」


  「え……？」


  　思ってもみなかった流れだった。


  　初日に試合を見てからライバルと目していた相手に特訓を手伝ってもらうだなんて。


  「いいんすか、そんなことしてもらっちゃって……？」


  「はいっ。一人で特訓するより脱だつ衣い士し同士で稽けい古こつけたほうが絶対効果的ですよ。実戦での経験は一人の修行では決して得られませんから……あ、でもっ。二日後に私たち戦うんですよね。その相手と稽古をするってやっぱり変でしょうか？」


  　それは確かに変な話だけど、稽古とはいえうさ子さんと事前に手合わせできるチャンスがあるのは嬉うれしいかぎりだ。


  　だから俺は立ち上がりうさ子さんに向かってまっすぐにお辞儀した。


  「うさ子さんさえよければ───お願いします！」


  「はいっ。よろこんで！　その代わり、また私のダンス見てくださいね。新曲の振り付けも覚えてる最中なんですっ」


  「それはもう。ぜひぜひっ！」


  　こうして、偶然にも出会った俺とうさ子さんは深夜の公園で二人だけの特訓をすることになった。


  



  「じゃあさっそく始めましょう。私たちが戦うまであと二日───実質、今日の夜と明日の夜の二日しか稽古の期間はないんですから。集中してやらないとですね」


  　そう言ってうさ子さんはすっくとベンチから立ち上がった。


  「今夜は天てん衣いを纏まとってませんが、きっと木綿さんの相手はできると思います。……あ、ごめんなさい、私、なんか上から目線ですよね」


  「いや、そんなことないです。うさ子さんのほうが実力上なんですから、そんな謙虚にならなくても……俺は弟子にでもなったつもりで頑張りますっ」


  「ふふっ、木綿もめんさんみたいな優しい弟子だったら厳しく稽けい古こつけられないかもですね……でもここはあえて容赦はしません」


  　うさ子さんはベストの裏側に手を差し込むと、そこに専用のホルスターでもあるのか一丁のハサミをひゅんと慣れた手つきで取り出した。


  　試合で振るっていた、あの刃渡り二〇センチはありそうな巨大な裁断バサミだ。


  　間近で見ると禍まが々まがしさがひしひしと伝わってきた。ただの裁断バサミだというのに、死神の持つ鎌かまのような恐怖心を煽あおる気配を宿している。


  　うさ子さんはハサミをしゃきしゃきと動かしながら、ゆっくりと俺との距離を広げる。


  「私の試合、見たって言ってましたよね。じゃあこのハサミのことももう知ってるとは思いますけど」


  　しゃきん、と近くにあった低い木の枝を、うさ子さんは目にも留まらぬ早さで斬きり落とした。


  「裁断バサミを利用したこの技は〈裁さい断だん双そう技ぎ〉と呼ばれています。本当の試合では十丁のハサミを同時に使うのでその場合は〈裁断双技・十じつ式しき〉。切きり原はら一族の中でも十式を使えるのは歴代で私だけ。ですから攻略は難しいですよ」


  「でもその技を攻略しないと俺に勝ち目はないってことですよね……」


  「その通り。では、始めましょうか」


  「押お忍すっ！」


  　俺が一礼すると、すっとうさ子さんの表情から笑顔が消えた。


  　予選大会で見た凶気の姿でもない。これがうさ子さんの素の戦闘スタイルなのだろう。


  　うさ子さんは腰の位置を変え、まるで熟練の剣豪を思わせる安定した構えを見せた。


  　ひりつくような緊張感の中、俺も呼吸を整え気持ちを切り替える。


  「木綿さん。さっき私に話してくれましたよね。自分はいつもミシンさんに頼ってばかりで一人で努力してこなかったって」


  「言いました。でもまたこうやってうさ子さんに頼っちゃってますよね。情けない話ですけど」


  「いいえ、違います。私は協力すると言いましたが、一人で努力したいという木綿さんの気持ちを変えようとは思ってません。だから手取り足取り優しく教えるなんてことはしませんよ。ただ───木綿さんに本気で挑みます！」


  　次の瞬間、俺はその言葉の意味を身を以もつて思い知らされていた。


  　軽やかに地を蹴けったうさ子さんは、まるで瞬間移動でもしているかのようなスピードで俺の懐に軽々と入ってきた。そのあまりの速さに、俺は一瞬硬直してしまった。


  　その一瞬の硬直は、脱だつ衣い士しにとっては相手の前で眠っているのと同義と言っていいほどの油断だ。


  　我われに返って俺は後ろに身を躱かわし服を脱がされないよう防御の構えをとろうとした。


  　が、その時にはすでに作さ務む衣えの上着が脱がされていた。


  　勝負あり、とでも言うようにうさ子さんが、しゃきん───とハサミを鳴らした。


  　あっという間に俺の背後に立ったうさ子さんは、呼吸一つ乱さず俺の作務衣の上着をその手に掴つかんでいる。


  　激しく動けばパンツが見えてしまいそうなミニスカートだというのに、そこに意識を集中する間もなく、手も足も出せなかった……。


  「防御態勢に入っていた上半身でも軽く脱がせましたよ。下半身に関してはいっさい無防備だったので脱がす気にもなれませんでした。さ、もう一度」


  　ぱさりとうさ子さんは俺に作務衣の上着を投げて寄よ越こした。


  　今の動き───あれがもし本当の戦いなら俺は全裸にされていたということか。


  　凄すさまじい技術。最初に後手に回ってしまったとはいえ、それがなくとも防ぎきれる自信はない。


  　そしてわかったことがある。


  　うさ子さんは俺に脱だつ衣い士しとしての技術を教えようとはしていない。言葉通り本気で挑んでくるだけだ。


  　その意味を俺は一度深く目を瞑つむって考えてから、ゆっくりと目を開き、うさ子さんの姿を見据えた。


  「技術は教わるんじゃなくて盗めってことですか」


  「そうです。技術を盗み、己を知り、今の実力のさらに先にあるものを掴む。それは全て木綿もめんさんが一人でやらなくてはいけないことです」


  「そうですね。俺は今の自分のその先が欲しい！」


  　今度は俺から攻撃を仕掛けた。


  　防ぐのが困難なら攻め続けるしかない。脱だつ衣い技わざ四し十じゆう八はつ手てをフル活用して脱がしにかかってやる！


  　俺は正面からうさ子さんに飛びかかると見せかけ、その実、急激に切り返し背後をとるとそこから服越しのブラひもを目指して腕を伸ばした。


  　けれど、


  「駄目ですね、全然なってませんよ？」


  　まるで背後に目でも付いているかのように、うさ子さんはふさりと長い髪の毛をなびかせ俺の脱衣技を軽々と避けると、さらにハサミを持っていないほうの手の指を蜘く蛛ものように蠢うごめかせカウンター技を入れてきた。


  　今度は上下とも脱がされ、俺はもはや勝負パンツとなっている赤ふんどし一枚の姿にされてしまった。


  「勝負ありです」


  「くっ……もう一度！　お願いします！」


  「えぇ。お付き合いしますよ、まだまだ特訓は始まったばかりですからね」


  　そうして、特訓初日はただ俺ががむしゃらに向かっていっては脱がされるだけで過ぎてしまった。


  　終わってみて気づいたのだけれど、うさ子さんは最初に真っ向から俺の懐へと飛び込んできた時以外ほとんど立ち位置すら変えていなかった。


  　足場を変えず上半身を動かすだけで俺の全力の攻撃を防ぎ、攻撃を仕掛けていたことになる。


  　夜も更けてきたのでうさ子さんをホテルまで送った後、一人っきりになった帰り道で俺はうさ子さんと自分との果てしない実力差に途方に暮れてしまった。


  　けれど稽けい古こできるのはもう明日の夜だけ。なんとしてでもうさ子さん攻略の手立てを掴つかまなければ。


  　焦りは募るばかりだった。


  　ホテルに帰ってきてミシンちゃんの部屋を見上げると、もう深夜だというのにまだ灯あかりが点ついていた。


  　こんな時間なのにまだ天てん衣いの修繕をしてくれているのか。


  　──仲直りしたい。でも、まだその時じゃない。


  　うさ子さんとの修行で成果を得た時にこそ、俺はミシンちゃんに心の底から謝ろうとそう決めた。


  



  　次の日、俺はいつものように試合会場に向かった。


  　が、やはり天衣の修繕が間に合わず第四試合は俺の不戦敗となってしまった。


  　試合に出られない悔くやしさはあったが、仕方ないと割り切り俺はほかの選手の試合を観戦することにした。


  　うさ子さんの試合から傾向と対策を練らなければならない。


  　うさ子さんの対戦相手は昨日俺が惨敗を喫したあの伊い集じゆう院いんという脱だつ衣い士しだ。


  　俺が半ば試合放棄状態だったから負けてしまったとはいえ、決して弱い選手ではないだろう。


  　けれど結果を見ればうさ子さん───いやキリコの圧勝だった。


  「ふはっ、ふははははははははは───っ」


  　哄こう笑しようを上げるキリコの傍らにはぴくりとも動かない全裸の伊集院の姿があった。


  　キリコの〈裁さい断だん双そう技ぎ・十じつ式しき〉による攻撃をもろに全身に受けた結果、天衣はずたずたに切り刻まれている。


  　改めてキリコの凶悪な一面を目の当たりにして、俺は血の気が引く思いだった。


  　明日、俺もあんな風になっているのかもしれない……そう想像するだけで膝ひざが震ふるえる。


  「うぅ……」


  　伊い集じゆう院いんは自らの力で立つこともできず、パートナーのお針はり子こ巫み女こと医務係に連れられて退場していった。


  　そしてくるくると裁断バサミを指で回すキリコは、大観衆の見つめる中、笑いながら会場を立ち去っていった。会場からは拍手も声援もない───。


  　あまりに凄せい惨さんな光景に、皆言葉を失っていた。


  「四戦四勝───これでキリコは本戦出場確定だな」


  　ふと声を掛けられ隣を見れば、そこには美び服ふく院いんさんの姿があった。


  　こっそり観客席に紛れて観戦していたのだけれど、美服院さんに発見されてしまったようだ。


  「これ、全試合の結果まとめたやつ。見てみて」


  　美服院さんはそう言って俺に一枚の紙を渡してきた。


  　そこには各選手の試合結果が載っていた。


  「残り試合は最終日である明日の三試合のみ。その結果によって、私たちのチームの本戦進出が決まるんだが、これが厳しくてさ」


  　見れば四戦四勝のチーム〈うさぷにシスターズ〉以外はどれも似たような成績だった。


  「もし明日の試合結果で〈うさぷにシスターズ〉以外の勝ち星が横並びになれば、本戦に進めるのは〈うさぷにシスターズ〉の一チームのみだってさ」


  「つまり、ほかのチームはそこで予選敗退ってことですか。俺たちが本戦に行けるとするなら、キリコを倒して勝ち星を増やさないといけないわけですね」


  「その通り。かかっ、なかなか面白い試合展開になってきたと思わないかい？」


  「楽しそうに言わないでくださいよ。かなりプレッシャー感じてるんですから……」


  　とはいえ、キリコとの勝負、負けるつもりはさらさらない。ミシンちゃんのためにも絶対に勝つ気で挑むつもりだ。


  「で、どうなの？　ミシンちゃんとは……あの子、昨日からずっと部屋にこもりっきりみたいだけど？」


  「そうですか……」


  「何その反応。もしかしてまだ仲直りしてないの？　明日、試合なのに？」


  「タイミングを見計らってるんです！　仲直りはしたいですよ、そりゃ。だから今は自分なりに頑張ってるとこです」


  「青春だねぇ……もっと手っ取り早く手込めにしちゃえば話は早くない？　ほら、口では嫌いやがってても体が喜んでるだろーとか言って襲おそいかかっちゃうの」


  「美服院さん、その下ネタ笑えねぇよ」


  　それに手込めにしたら、俺たち揃そろって非童貞と非処女になって参加資格を失うだろって。


  「かかっ、冗談だよ。そのくらいの強引さがあってもいいかもーとは思うけど、木綿もめん君に限ってそんな大それたことできないよねぇ」


  「ともかく、美び服ふく院いんさんが間に入ったりすると余計話がこじれそうなんで大人しくしててくださいよ」


  「いやんっ、私ったら仲間外れ？　寂さびしぃ」


  　そう言って体をすり寄せてくる美服院さん。うぅん、微妙におっぱいが肘ひじに当たってて感触が伝わってくるんだけど……わざとやってんのか？


  　いっそ美服院さんを手込めにしてやりたい気はする───駄目だ駄目だ！　今はそんなエロいこと考えてる場合じゃないっ。


  　俺は観戦も終わったので煩悩を振り払って、ついでに美服院さんの体も押し退のけて観客席から立ち上がった。


  「それじゃ美服院さん、俺ホテルまで戻りますけど美服院さんはどうします？」


  「私はミシンへの差し入れに好物の天むすでも買っていってやろうかなと思ってね。あの子、夢中になると飲まず食わずで作業進めるから」


  「じゃあミシンちゃんのことは頼みます。俺は俺でやることがあるんで」


  　俺もうさ子さんとの特訓があるしな、と心の中で思っていると、美服院さんはニイッといきなり口角を吊つり上げた。


  「木綿もめん君もあんまり遅くならないように帰るんだよ。夜の無断外出はほどほどにねー」


  　なんか俺の行動、全部バレてるみたい。さすが美服院さん……。


  　俺は適当に返事をすると、そそくさとその場を後にした。


  



  　そして迎えた夜。


  　時刻は七時を回っている。


  　昨日の夜、また同じ場所で会いましょうとうさ子さんと約束を交わした時間ジャストだ。


  　俺が練習着用天てん衣いの作さ務む衣え姿で芝生の公園に向かうと、そこには昨夜と同じ場所のベンチですでにうさ子さんが待っていた。


  　しかも今日は膝ひざまであるポンチョのようなものを纏まとっている。


  「あっ。こんばんは。私のほうが先に着いちゃいましたね」


  　俺の姿を見つけたうさ子さんはそう言って、恥ずかしそうに周囲を気にしながら人がいないことを確認すると、ぱさりとポンチョを脱いだ。


  　その下には───。


  「ごほっ───！」


  　驚きのあまり思わず[image: ]せき込んでしまった。


  　なぜなら、うさ子さんはポンチョの下にぴちぴちのバニーガールスーツを着込んでいたからだ。きわどいハイレグの食い込みに網タイツとヒール。それに腕には白い袖そでが付けられ、俺の前でよいしょと言いながらうさ耳まで付け始めた。


  　ツインテールうさ耳バニーガール───!!


  　な、なんつーエロい格好してるんですかこのお嬢さんは！


  　こんな可愛かわいいうさぎさん初めて見たよ！


  「あああ、あの、うさ子さん。俺はその……特訓をしたくて。その姿は大変素晴らしくて脳内記録媒体に完全保存しましたけど。でもですねっ」


  「違いますっ。木綿もめんさん何か勘違いしてますねっ。この格好はこう見えてちゃんとした天てん衣いなんです！」


  「そ、それがですか……？」


  　もじもじと大胆に開けられた胸元を隠しながら、うさ子さんは俺に歩み寄ってくる。


  「昨日あの後、ぷに子姉ねえに練習用の天衣作ってって頼んだらこんなの渡されちゃったんです……私の体が映えるように、とか意味のわかんないこと言って……」


  　いや、意味わかりますよ！　ていうか、うさ子さんのお姉さんグッジョブ！


  　バニーガール姿といい大会でのエナメルボンデージといい、うさ子さんのメリハリの利いた体のラインが出ててマジでたまんねぇっす。服を着ていても胸の形がはっきりわかるとか、むしろ着ていたほうがエロいっす！


  「私も木綿さんみたいな作さ務む衣えがよかったな……」


  「そ、そうですねぇ。残念でしたねぇ……」
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  　なんて言ってはみるものの、絶対そっちのほうがいい！


  　思わずうさ子さんの胸元に注目していると、うさ子さんは恥ずかしそうに身をよじった。


  「……あ、あの。木綿もめんさん……っ。目線が……」


  「は、はいっ？　あ、いえっ。なんにも見てないです。全然何も！」


  　だから俺は何度失敗すれば気が済むんだ。美び服ふく院いんさんが言ってただろ、女の子は男のいやらしい目線には敏感だって。


  　でもなぁ、どこをどう見てもエロい格好してるもんなぁ。


  　こんな格好されたら、頑張るっきゃないと思えてくる。


  「なんだか今日の特訓は捗はかどりそうです。やる気が出てきたっていうか。心が燃えてきましたよ！」


  「ま、まぁそれならいいんですけど……ではさっそく、始めましょうか」


  　しゃきん───とやはりうさ子さんは昨日と同じくハサミを一丁取り出すと、構えをとった。


  　昼間の試合の惨劇を思い出すと、背中にぞくっと寒気が走った。


  「俺、今日の試合も見てました。うさ子さんが本気を出せば、俺だってあんな風にぼろぼろにされるんですよね」


  「……えぇ。キリコモードの時は手加減できないですから。……怖こわいですよね」


  「まぁ、そうですけど……でも命を懸けないと得られないものもあるって思うんです。だから今夜の稽けい古こは、本気でそのハサミ使ってきてください！　俺も死ぬ気で頑張りますから！」


  　俺のその言葉にうさ子さんは若干戸惑いの表情を見せたけれど、俺の真剣な思いが伝わったのか───うん、と頷うなずくと目つきが変わった。


  「そうですね。もう今夜しか稽古をつけられませんし。躊ちゆう躇ちよしてる余裕もありません。今夜は本気でいかせてもらいます。私が言うのも変ですが、侮あなどると致命傷を負いますから気をつけてくださいね」


  「もちろん。そのつもりでお願いしますっ」


  　さっきまでは可愛かわいらしいバニーガール姿に見えていたけれど、気持ちを切り替えたうさ子さんの姿は殺気を纏まとった修羅の様相を呈していた。


  　俺も気持ちを集中させ、うさ子さんのバニーガール姿を視し姦かんして脱だつ衣い力りよくを高める。


  　どんなに恐ろしい技の使い手とはいえ、相手はエロエロな格好をしているんだ。


  　脱衣戦の強さとは心の強さ。いかにエロスを高められるかで勝敗が決まる。


  　じっくりと舐なめるようにうさ子さんの姿を見つめる俺の天てん衣いから、高まった脱衣力が青い炎となって溢あふれ出した。


  　脱衣力は申し分ない。今なら攻められる！


  　俺は地を蹴けってうさ子さんに向かって突撃した。


  　互いの間合いはだいたい三メートル。それを一直線に突き進む。


  　ハサミの間合いも計算に入れて、決してうさ子さんの攻撃の射程圏内に入らないよう、死角を突くように脱だつ衣い技わざを繰り出そうと試みる。


  　けれどうさ子さんはこっちの動きを完全に読んでいたのか、狙ねらい澄ましたように俺の攻撃を避けると同時にハサミによる一撃が入った。


  　しゃきん───と俺の前髪が横一線に切られていた。


  　もう少し踏み込みが深ければ顔をやられていただろう。


  　けれどそんなハサミによる攻撃すらフェイントだった。


  　うさ子さんの本当の狙いは、その攻撃を避けた後にできる隙すき。


  　ハサミをぎりぎりで避けることに精一杯だった俺は、ほかの防御をまったく怠おこたってしまっていた。


  　気がつけば、作さ務む衣えの上着はするりと脱がされていた。


  「ハサミに気をとられすぎです。大事なのは決定的な隙を作ること。決めの一手を繰り出すためのフェイントに惑わされてはいけませんっ」


  　あっさりと上着を脱がされてしまった俺に対し、うさ子さんはそう忠告した。


  　あんな凄すさまじい反応からのカウンターですら、うさ子さんにとってはただのフェイントだったわけか……。


  　技量の差は依然として埋まりそうにもなかった。


  　本気のうさ子さんを前にすれば、俺の作戦など小手先の付け焼き刃にすぎないのだ。


  「いいですか、木綿もめんさん。たとえ十丁のハサミによる連撃でもそれはたった一瞬の隙を作るための牽けん制せいに過ぎません。確かに迂う闊かつに飛び込んでくれば刃やいばの犠牲になりますが、相手の動きを読むことができれば決して避けられない攻撃ではないんです」


  「そんな無茶な……あんな連撃どうやって避ければ……」


  「技は盗むもの───と昨日言いましたけど、時間もありませんしね。では一つ、ヒントをあげます。全身に漲みなぎる脱だつ衣い力りよくを集中させること。無む闇やみに漲らせているだけでは駄目です。わかりますか？」


  「……？」


  　わかりますかと聞かれればさっぱりだったけれど、うさ子さんが言うのだからそれはきっと成長の足がかりになるはずだ。


  　この人は明日の対戦相手に対して自分を倒す方法を教えようとしているんだ。うさ子さん、君はどこまで優しい人なんだ。


  　そこまでしてもらってるんだから、俺だって一矢報いたい気持ちは充分にあった。


  「ふぅ……」


  　俺は大きく深呼吸して心を落ち着かせる。そして全身に漲っている脱衣力を感じ取った。


  　己の内側から溢あふれ出す力───脱衣力。


  　俺は今までそれを無む闇やみに漲みなぎらせることしかしてこなかった。


  　それだけじゃ駄目なのか？　いや、その先がもしかしてあるのかもしれない。


  　脱だつ衣い力りよくを漲らせ、集中させる。


  「はぁっ───！」


  　俺は掛け声と共に再びうさ子さんのもとへと突っ込んだ。


  　全身の感覚を研ぎ澄ませ、意識を集中させる。


  　これまでは視覚にばかり頼りきっていた。さっきだって、うさ子さんのハサミを持つ右手に視線を集中させたばかりに、フェイントを喰くらって脱がされてしまった。


  　けれど今は違う。


  　見るんじゃない───感じろ。


  　己の内側から溢あふれ出した脱衣力を、思いっきり凝縮させる感覚。


  　すると〝その感覚〟は、ふいに襲おそってきた。


  　周りの音が掻かき消えていく。いや、音どころか辺りの景色すらも視界に入らなくなる。


  　ただ見えるのはうさ子さんの動きだけ。


  　うさ子さんが次にどんな行動をとるのか。


  　それが僅わずかだけど読める気がした。


  　俺が攻撃を仕掛け、次にうさ子さんがどんな行動に出るのか。それが時間にして一秒ほど先だけれども感覚的に察知できる。


  　つまりは攻撃ポイントの予測ができるような気がした。


  「───っ！」


  　立て続けにうさ子さんは俺に向かってハサミを振るった。


  　一撃二撃と凄すさまじい勢いで振るわれるハサミの攻撃を俺は紙一重で避よけていく。


  　そしてその後から繰り出される素手での攻撃にも反応できた。


  　防戦一方だけれど、全ての攻撃を避けることなら可能だ。


  　これが脱衣力を集中させるということなのか。


  　自分だけうさ子さんより一秒早く加速しているように感じるこの感覚！


  　何かが掴つかめそうな気がした。


  　うさ子さんも昨日のように同じ場所から動かずに攻防を繰り広げるということはすでに行っていない。むしろ積極的に足場を変えて、目で追うのは不可能な高速かつ攪かく乱らん移い動どうで次々攻撃を仕掛けてくる。


  　フェイントの連続。あり得ない角度からのカウンター。


  　俺は複雑に疾走するうさ子さんの姿を目で追うのではなく、体で感じ直感を信じて躱かわし続けていく。攻撃が入るぎりぎりの線を常に紙一重で見極め続ける。


  　どの攻撃も一度決まれば裸にされてしまうだろう。けれど、うさ子さんにとってはそんな猛攻撃も確実に仕留められる決めの一手を繰り出すための陽動なのだ。


  　そしてこの戦いもそろそろ勝敗が決しようとしていた。


  　俺の集中力が一瞬途切れ、ガードしていた右腕から力が抜けかけたその時。


  　ぎらんっとうさ子さんの目が正確にその隙すきを見抜き、手が伸びた。


  　決め手はまるで急降下して獲物を狩る鷹たかのように鮮やかなものだった。


  　ハサミが冴さえ渡り、一瞬にして作さ務む衣えが全て脱がされていく。いつもならこれで勝敗は決する。


  　けれど今回は違った！


  　右手のガードを緩めたのはこの攻撃を誘うための罠わなだ。うさ子さんはその罠に飛び込んできた。


  　うさ子さんの猛攻撃を避けている間に、俺が唯一見み出いだしたうさ子さんの隙。


  　それはトドメの一手が俺に決まったその瞬間だった。


  「てりゃああ───！」


  　俺はふんどし一枚の姿で思いっきり跳躍し、うさ子さんの頭上に手を伸ばした。そこにあったのはバニーガールにはお決まりのうさ耳だ。


  　決死の思いでうさ耳を掴つかみ取ると、俺はそのままバランスを崩し受け身もとらずに芝生の上に転がった。


  「木綿もめんさん！　怪け我がありませんか!?」


  　うさ子さんは慌あわてて俺のもとへとやってくる。


  　俺はうさ子さんに抱き上げられ、上半身を起こした。


  「は、はい。痛いけど大丈夫です……それより、これ」


  　俺は勲章とばかりに芝生の上に寝転がったままうさ耳を高らかに掲げた。


  「ちょっとは特訓の成果出たかなって……どうです？」


  「ちょっとどころじゃないですよっ。木綿さんはすごいです。一気にコツを掴んだっていうか……私、少し焦っちゃいましたよ」


  「それはおだてすぎだって。やっとうさ耳一つですから。ホントはバニースーツも脱がしたかったですよ」


  「そ、それは駄目ですっ。私、こんなとこで裸見せられませんっ。あ、じゃなかった。どこででも人前で裸なんて見せられないですっ」


  　そういえばうさ子さんは無敗なんだから、一度も裸を見せてないんだよな。


  「できることなら、うさ子さんの裸を見るの、俺が最初になってみたいです。あ……えと、それは明日の予選大会で勝ちたいってことで……そのいやらしい意味じゃなくてっ」


  　いや、いやらしい意味だけど。だってバニースーツの胸元とか太ももとかむちむちでたまんねぇし。


  「わ、わわわかってますっ。でもっ、私だって負けません。こうやって特訓する仲ですけど、手加減はしないですからっ！」


  「もちろんです。手加減なんてされたら心外ですよ」


  　俺は芝生の上から起き上がると、うさ子さんから渡された作さ務む衣えに袖そでを通した。


  　そして改めて、さっきの奇跡のような一瞬を思い出してみた。


  「あの……うさ子さん、さっきの戦いの最中なんですけど。言葉でうまく言えないけど、なんか自分でもよくわからない周りが見えなくなるような感覚があって。あれがうさ子さんが言ってたヒントの答えってやつなんですか？」


  「そうですね、あの集中力……身のこなし。確かにあの時、木綿もめんさんは〈第六感〉を体感してたはずです」


  「……？　それって？　俺はなんかうさ子さんの動きが予知っていうか……先読みできたんすよね。それのことですか？」


  「誰だれもが同じ感覚を得られるわけではないので確証はありませんが、たぶんそうです。脱だつ衣い力りよくを最大限に高め、そして集中させることによって脱だつ衣い士しは超常の感覚を有するといわれています───それが〈第六感〉と呼ばれるもの。木綿さんはさっきの戦いでそれを垣かい間ま見みたんですよ」


  「少しでも集中力が途切れたら全部崩れちゃいそうなくらい微妙な感覚だったから、まぐれみたいなもんだと思いますけど……」


  「〈第六感〉は限られた脱衣士しか体得できないといわれています。だから木綿さんは見込みありってことですよ！　喜んでいいんじゃないですか？」


  「は、はぁ……そうだといいんすけどねー……」


  　だって、ほんと僅わずかな時間しか集中力を維持できなかったし。それだけで〈第六感〉を体得したと胸を張って言うのはおこがましい気がした。


  　けれど、うさ子さんとの稽けい古こによってコツが掴つかめたのは確かだ。


  　今まで一方的に倒されてばかりだったけれど、うさ耳一つ分は実力の差が縮まったってことだし。


  　あとはうさ子さんとの明日の勝負で〈第六感〉をもっと本格的に発動できるようになれば、もしかしたら勝ち目が見えてくるかもしれない。


  　確かな手応えを感じた俺は、ようやく安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。


  　するとうさ子さんは俺の袖そでをくいくいと引っ張った。


  　見れば恥ずかしそうに顔を伏せつつも、小声で何か呟つぶやいている。


  「あ、あの……私との約束も忘れてませんよね？」


  「っていうと。……あ、アイドルのやつ！　ダンス見せてくれるやつですよね。って新曲の振り付けもう覚えてきたんですか！」


  「昨日、あの後嬉うれしくなっちゃってつい遅くまで練習しちゃいました」


  　てへっと可愛かわいらしく舌を出して、うさ子さんははにかんだ。


  　その仕草が滅め茶ちや苦く茶ちや可愛くて、俺は心臓がばくばくと弾はじけそうなほどに高鳴った。


  　そしてうさ子さんは約束通り、俺を前にしてキュートな歌と踊りを披露してくれた。


  　バニーガール姿のうさ子さんのそんな姿は、動画にしてネットに上げれば凄すさまじい再生回数になること請け合いだろう。


  　けど、それを独り占めできている自分の立場が誇らしくて、ネットに上げましょうなんて言わなかったけど。


  　歌い踊り終わったあと、うさ子さんは照れているのか、視線をうろうろと泳がせていた。


  　そんなうさ子さんに向かって俺は拍手を送る。


  「あ、あの……俺なんかに言われても嬉しくないかもしれないですけど。その……すっげぇ可愛かったです！　やっぱり才能あると思います」


  「そ、そうでしょうか……。私、人前で踊ったことなくて緊張しましたけど……木綿もめんさんがそうやって褒ほめてくれるからすごくすごく嬉しくて───やっぱりアイドルになりたいって痛感しました」


  「うさ子さんなら絶対なれますよ。俺ずっと応援しますから」


  「……ありがとっ」


  　そう言うとうさ子さんは俺に向かって手を差し出した。


  「昨日から褒めてもらってばっかりで、ほんと嬉しかったです。だから、あの……お近づきのしるしに握手してくださいっ」


  「そ、それはこっちのほうこそ。こうやってわざわざ時間割いて稽けい古こつけてくれて───ありがとうございましたっ」


  　うさ子さんの差し出していた手を俺が緊張しながら握ると、うさ子さんは両手で包み込むように握手してくれて、その仕草だけでどきっとしてしまった。


  　握手だけでこんなに人を魅了できるんだって感心するほど温もりに溢あふれた感動的な握手だった。やっぱりうさ子さん、アイドルの才能あると思う。


  　俺はそのどきどきを悟られないようにするために、早口で告げる。


  「じゃ、じゃあ。その、明日の戦いで会いましょう」


  「はいっ。楽しみにしてますっ」


  　握手の手を離したその時から、俺とうさ子さんは特訓相手ではなく対戦相手となった気がした。


  　そうして俺は昨日と同じようにうさ子さんを送っていこうとしたのだけれど、なぜだか今夜は止められた。


  「今夜はあの方を送ってあげてください」


  　うさ子さんがちらりと公園の茂みのほうに目をやると───そこには「見つかった！」って顔をして急いで茂みに隠れようとしている女の子の姿があった。


  「えっ？　ミシン……ちゃん……？」


  　思わず声を出して驚いてしまった。なんでここにミシンちゃんがいるんだ!?


  「あ、えと。そ、それじゃあ、うさ子さん。今日はどうも──」


  　最後にもう一度お礼を言おうと振り返ると、すでにうさ子さんの姿はどこにもなかった。俺たちに気を使ってくれたんだろう。


  　よく考えたら、これは仲直りするいいチャンスだ。


  「あ、あの。ミシンちゃん。隠れるとこばっちり見えてんだけど……」


  　茂みから出てこないミシンちゃんに対し、俺が呼びかけるとがさがさっと茂みが揺れてバツの悪そうな顔をしたミシンちゃんが出てきた。


  「か、隠れてないです。この茂みに用があっただけです……」


  「こんな時間に茂みに用ってなに？」


  「い、糸です……」


  「糸……？」


  「そうなんです。木綿もめん君が着てる作さ務む衣え、採寸用の糸を付けっぱなしにしていて……その糸を辿たどってきたらこんなとこまでやってきてしまいました」


  　ミシンちゃんの手には、目を凝らさないとよく見えない極細の糸が巻き取られて握られていた。


  「その糸……よく切れないで繋つながってたな」


  「細くても強きよう靱じんな素材でできてますから」


  「そっか……」


  　じゃあ俺たちの絆きずなも繋がったままなのかな？　と聞いてみたかったけれどそんなキザなセリフとてもじゃないが口に出せない。


  「ん？　でもその採寸用の糸ってずっと付いてたのか？　じゃあもしかして昨日の夜も……」


  「……実は糸を追っていくうちに木綿君のこと見つけて、昨日から見てました。木綿君、真剣に特訓してたから話しかけなかったですけど」


  「でも昨日はずっと部屋にこもって天てん衣いの修繕をしてたんじゃ……」


  「木綿君が頑張ってるんですから、私も頑張って直そうと思って。で、でも……」


  　ミシンちゃんは気まずそうにしつつ、俺の顔を真まっ直すぐに見つめた。


  「ごめんなさいっ。今日の試合までには直そうと思ったのですが、修繕が間に合わなくて……お針はり子こ巫み女こ失格ですね」


  「い、いやいやっ。謝るのは俺のほうだって。元はといえば俺が悪かったんだし……あの、いい機会だから言わせてくれっ」


  　謝るタイミングは今しかない。


  　俺はそう思って勢いよく頭を下げた───。


  「あ、あのっ。ホントにごめんなさい！　この間ひどいこと言っちゃったこと謝る。試合もいい加減にして、負けてもいいやなんて思ったこと後悔してる……。俺、ミシンちゃんがパートナーでいてくれて本当に心強いし……その、嫌われるのはかなり辛つらい。だから許してくれ……じゃなくて、許してください！　もう二度と、負けてもいいだなんて思わないから！」


  　俺の突然の謝罪に、ミシンちゃんは少し間を置いてから優しげな声で語りかけてくれた。


  「顔を上げてください。そんな風に謝られたら、私が虐いじめてるみたいに見えます。木綿もめん君の気持ち、よくわかりました。私のこと思って、真面目に特訓してくれて……その、嬉うれしいです。だからもういいですよ。謝らなくても……それに」


  　もじもじと手を動かしつつ、今度はミシンちゃんがぺこりと頭を下げた。


  「私のほうこそ反省すべきかと。あの時は言いすぎました。どんな脱だつ衣い士しにだって弱点はあって当然です。なのにあんな一方的に責めてしまって。後悔してたのです」


  「もしかしてそれでずっと部屋に閉じこもってたとか……？」


  「……はい。ごめんなさいを言うタイミングがわからなくって」


  「それ！　俺も同じこと思ってた！」


  　改めてお互い顔を見合わせて、思わずくすりと笑ってしまった。


  　だって二人して同じこと悩んでて謝るタイミングを逃のがし合ってたなんて。


  　こういうのも息が合ってるって言っていいのかな。


  　とにかく、こうして俺らは最後の予選大会を明日に控えたこの夜。


  　ようやく仲直りできたのだった。


  「そういえば、特訓してる時、なんかキリコにデレデレしてませんでした？」


  「いや、そ、そんなこと全然ないし。強くなることしか考えてなかったっていうか、真剣勝負の特訓だからさ。デレデレなんてする暇ないって」


  　必死に誤ご魔ま化かしてみたものの、俺は完かん璧ぺきにうさ子さんにデレていた。


  　けどそんなこと知れたらまたミシンちゃんの機嫌を損ねかねないので、猛然と首を横に振った。


  　するとミシンちゃんはためらいがちに、それでも何かを決心した様子で俺のほうへ顔を向けた。


  「あ、あのっ。木綿君。ちょっとお願いがあるんですが……」


  「ん？　なに？」


  「そのですね。こ、今夜、私の部屋に来てください───」


  「…………っ！」


  　それはあまりにも唐突な申し出だった。


  　ホテルの個室に呼ばれた───!?


  　しかも夜も更けているこの時間帯に呼ばれるってことはもうエロい方面の用事しか考えられない！


  　俺の脳裏に様々な妄想が駆け巡る。


  　それってつまり、愛の契りとかそういうこと？　でも脱だつ衣い士しとして童貞捨てるわけにはいかないし、それはミシンちゃんもわかってるはず……でもっ、だって女の子の部屋だぜ？


  「べ、別にいいけど……そ、そんじゃ、後で行くわ」


  　平静を装ってはいるものの、俺の心臓は破裂しそうなほどにばくばくと高鳴っていた。


  　今夜は何かがどうにかなるかもしれないぜ！


  



  　ホテルの自室に戻った俺はバスタブに漬かりながら、ミシンちゃんに言われたことを思い出していた。


  　───お風呂で身を清めてから私の部屋に来てください。


  　俺は言われた通り、ホテルのバスルームで入念に体を洗った。特に股こ間かんは念入りに洗っておいた。男なら誰だれだってそうするはずだ。


  　そして風呂から出ると、お決まりになっている赤いふんどしを締め、清潔な私服に身を包んでからミシンちゃんのもとへと向かった。


  　ミシンちゃんの部屋の前まで行くと、俺は緊張しつつ扉をノックした。


  　すると中から。


  「鍵かぎは開いてます。入ってきていいですよ」


  　と鈴を転がすような声がした。確かにこの声はミシンちゃんのものだ。


  　扉を開けて部屋に入るとすぐさま奥のほうから、


  「すぐに扉を閉めてください」


  　とミシンちゃんの声が聞こえてきたのでその通りに扉を閉めると、部屋は真っ暗な空間になってしまった。


  「……？」


  　カーテンもしっかりと閉められていて外からの灯あかりが入る隙すき間まもない。


  　俺は壁に手を這はわせ、手探りで電灯のスイッチを見つけようとした。


  　けれど俺がスイッチを見つける前に、つぃと俺の袖そでが引っ張られた。


  「……灯りは点つけないでください。その……恥ずかしいから」


  「で、でも点けないと何も見えないし」


  「見えちゃ駄目なんです。私は暗くら闇やみに目が慣れてますから、このまま部屋の中に案内してあげます」


  「なんでそんなこと……わけわかんねぇって」


  「これでいいんです……だって、これから私と木綿もめん君は……えと……その、お互い裸にならなきゃいけないから、見えてしまうと不健全なんですっ」


  「は、裸……!?」


  　ちょっと待ってくれ！


  　これはもしや期待してもいいのか？


  　するとそんな俺の心を見透かしたかのようにミシンちゃんの声がした。


  「断じてふしだらなことじゃないですからねっ。これから行うことは神聖な儀式です」


  「う、うん……なんかごめん」


  「本当はこの儀式をするかしないかずっと迷っていたのです。でも木綿君の頑張りを知った今、私は決意を固めました。私だって勇気を出します。恥ずかしがってちゃ駄目なんです！」


  「なんか気合い入ってるけどさ、具体的にはお互い裸になって何するつもりなんだ……？」


  　ふしだらなこと以外で頑張りようがないような気もするけれど。


  　ていうか、妄想しただけですでに俺の息子がサムズアップしてるんだけど、この状況で裸になっても大丈夫なのか？


  「木綿君のことだから、すでに興奮してるのはわかってます。それは仕方ないです。で、でもわかってください。これはお互いの絆きずなを深め合う神聖な儀式なんですっ。淫みだらな思いは消し去ってください───では、木綿君。ふ、服を脱いでくれますか？」


  「ふ、ふんどしも……？」


  「……はい」


  「わ、わかった……」


  　俺は言われるがまま、興奮気味にやや焦りながら服を脱いだ。


  　すると、すぐ近くからしゅるりしゅるりと衣きぬ擦ずれの音がする。そして、ぱさりと床に布が落ちる音も聞こえてきた。


  　となると、もしかして俺のすぐ傍そばでミシンちゃんも巫み女こ装しよう束ぞくを脱いでるのか？


  　見たい！　これはなんとしても見たい！


  　けれど暗くら闇やみにまだ目が慣れてなくて全然見えない。なんでだ！　こんな重要な時に俺の両目はなんて情けないんだ！　もっと頑張れよ、眼球！


  　そんなことを考えている間に、ふわっと自分のすぐ近くに人肌の体温を感じた。


  「あ───」


  　それは突然の出来事だった。


  　裸になった俺の全身に、柔らかく温かな肌の感触が重なったのだ。


  　これはもしかして───ミシンちゃん。


  「あの……今、どうなってる俺たち……」


  「い……言わせないでください。恥ずかしいです……」


  　すぐ耳元でミシンちゃんが囁ささやいた。


  　ってことはつまり、俺とミシンちゃんは今裸で抱き合ってるってことで間違いない！


  　なめらかな肌の感触は俺の背後まで回る。


  　まるで両腕で体全体をぎゅうっと抱きしめられているようだ。


  　そして、俺の胸にはやや小ぶりな二つの山の柔らかな感触。


  　震ふるえる両手をゆっくりとミシンちゃんの背中へと回していく。


  　このまま俺もミシンちゃんのことを抱きしめ返そうとした矢先、ふわりと洗いたての髪のいい香りが鼻孔をくすぐり、人肌が俺から離れていった。


  「あれ……？」


  「もう服を着てもいいですよ。私たちの絆きずなは繋つながりました」


  「はぁ？」


  　俺とミシンちゃんは一線を越えた気がする。けれども、気がするだけでやっぱり寸止めであって越えてないのは明らかだ。


  　俺たちは暗くら闇やみの中で肌を合わせただけ。しかも俺にいたってはミシンちゃんを抱きしめることすらできなかった。


  　一方的に抱きつかれただけだ。しかも暗闇という残念な状況の中で。


  　やりきれない思いの中、俺は手探りで服を着直すと、ようやく目が暗闇に慣れてきた。
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  　そこには真っ暗な部屋の中に立つ、巫み女こ装しよう束ぞくを着たミシンちゃんの姿があった。


  　くうぅぅぅぅっ！　ようやく見えるようになったのにもう着替え終わってるとか！


  　悶もん々もんとした思いが俺の中で溜たまりに溜まっていく。


  　パチンと電灯のスイッチを押す音がして、部屋は一気に灯あかりに照らされ眩まぶしかった。


  「ほとんど説明もせずにことを済ませてしまってすみません。とっても恥ずかしかったから、つい……」


  「いや、まぁいろいろ聞きたいことはあるんだけど。さっきのはいったいなんだったんだ？」


  「木綿もめん君、自分の左手の小指を見てください」


  　小指へと視線を落とすと、そこには朱色の糸が根本に結ばれていた。


  　そしてミシンちゃんは自分の左手を俺へと見せてくれる。


  　ミシンちゃんの左手の小指にも俺と同じ朱色の糸があった。


  「これは〈絆きずなの糸〉と呼ばれる、脱だつ衣い士しとお針はり子こ巫み女こが絆を結び合った証拠となる糸です。さっきみたいに肌を触れ合わせたり、その……く、口づけをしたり……方法はいろいろとありますけど、お互いの体を知ると心の奥深くで繋つながることができるのです」


  「さっきのがその儀式だったわけか……」


  　はっきり言って俺はもっと深く抱き合ったりキスしたりしたかった！　もうちょっと絆を深めるためのハードルが高くてもよかったくらいだ。


  「〈絆の糸〉が発現すれば、それは確かに絆が繋がったということなのです。これで天あま縫ぬい家の秘伝も使えるようになります」


  「秘伝……何それ、かっこいいな！」


  「その名も〈糸い心しん伝でん針しん〉。そしてそれを応用した天縫家秘奥義───天縫技ぎ巧こう〈糸し解かい〉。この二つがあれば、私たちは二人で一人、一心同体となって戦えるのです」


  「イマイチよくわからないんだけど……どういうこと？」


  「〈糸心伝針〉とは心の奥深くで繋がった者同士が、超感覚によって意思の疎通や身体の操作を行える技のことです。いいですか、やってみますよ」


  　ミシンちゃんはベッドに腰を落とすと、ふっと目を瞑つむった。


  　するとミシンちゃんの口がいっさい開いていないというのに、頭の中にミシンちゃんの声が響いてくる。


  〈聞こえますか、木綿君。これが糸心伝針による意思の疎通です。試合中でもこうやって私から木綿君に指示を出すことができるのです〉


  　……！


  　なんだこれは。まるで超能力だ。こんなの漫画やアニメでしか見たことなかったけど、ホントにできることなんだな。


  　俺はミシンちゃんの真ま似ねをして心の中で言葉を唱えてみた。


  〈ってことは俺からミシンちゃんにも意思が伝えられるってこと？　テレパシーみたいに〉


  〈そうです。お互いに繋つながっていますからね。西洋風に言えばテレパシーで間違いないです〉


  　するとミシンちゃんは目を開いて、今度は俺へ黒い手袋を差し出してきた。


  「今のが意思の疎通です。今度は身体の操作というのをやってみます。その手袋を嵌はめてください。あ、それと修繕しておいた天てん衣いも着てもらえますか」


  「わかった……っていうか、ちゃんと修繕してくれてありがとな。あんなにぼろぼろだったのに……」


  「また仲直りできたら……着てもらいたいと思ってたから……」


  　どきっと胸がときめいた。ぼそっと健けな気げなことを言ってくれるじゃないか。


  　やっぱりミシンちゃんはいい子だ。マジで感動した。惚ほれ直したぞ。


  　うるっと来るほど感動しつつ、俺は久々の試合用天衣〈白はく鶴つる童どう子じ〉に袖そでを通した。


  　そして手渡された黒い手袋も嵌めてみる。


  「よしっ、着たよ。これでいいのか？」


  「えぇ。ではやってみます。〈糸い心しん伝でん針しん〉を使った遠隔身体操作───天あま縫ぬい技ぎ巧こう〈糸し解かい〉！」


  　ミシンちゃんは気持ちを落ち着かせるように、すぅと深呼吸をして一度目を瞑つむる。


  　そして、すっと静かに目を開いたその時───。


  　手袋に包まれた俺の両手が勝手に動き出した。


  　しかも手袋の全ての指先───十指の先端からは目を凝らさなければ見つけることが困難なほどに小さな針が発射され、その針にはきらりと光る目に見えないほど細い糸が繋がっていた。


  　発射された糸はまるで蜘く蛛もの巣のように縦横無尽に部屋中に張り巡らされていく。


  　まさに神かみ業わざと言えるほどの超常の光景だった。


  　これもミシンちゃんと俺とが裸で抱き合うというさっきの儀式で絆きずなを深め合ったからこそできる技なのか……。


  　っていうか、お針はり子こ巫み女こってこんなにも針と糸を自在に操れる技術を持っていたのかと心底感嘆した。


  「針と糸はお針子巫女にとって手足も同然。どんな複雑な動きも可能にします。しかもこの糸は特殊な繊維でできています。絡めたり結んだりする以外にもこんな風に───！」


  　ミシンちゃんの言葉に力が込められると、ひゅんと突風が吹き抜けていくかのような音がして、次の瞬間───さっきまで部屋の片隅に立っていたマネキンの胴体が、真っ二つに斬きられ床にぼとりと落ちた。


  　マネキンの切断面は凄すさまじいほどになめらかだ。


  「今の……糸で斬ったのか？」


  「釣り糸なんかで指を切ったりしますよね。あれのもっと鋭いものだと思ってください。私の糸は拘束や束縛以外に切断の要素も持っています。これが天縫技巧〈糸解〉の本領です」


  　言い終えると同時にしゅるりと俺の両手の手袋に糸と針が収納された。


  　俺は唖あ然ぜんとしてしばらく声が出なかったが、はっと我われに返ると。


  「これすげぇじゃん！　こんな超人技があったらうさ子さんにだって絶対勝てるって！」


  「あんまり調子に乗っては駄目ですよっ。この〈糸し解かい〉には弱点だってちゃんとあるんですから」


  「ほとんど見えない糸による攻撃に弱点？　確かに広い場所だと効果も軽減しそうだけど、戦いの舞台は狭い神楽殿の上ってこと考えると〈糸解〉を最大限に活いかせる場所だと思うけどな」


  「それはそうですが。弱点はもっと別。なんでこの技が〈糸解〉なんて呼ばれてると思いますか？　糸を解くって書くのですよ。解いてる糸とはつまり……」


  「あ……まさか」


  　さっき目の前で舞っていた糸、よく目をこらして見れば純白色をしていた。あの色は俺が今纏まとっている天てん衣いの色だ。つまりあの糸は手袋に内蔵されているものじゃなくて、


  「自分の天衣を解いて使ってるってこと？」


  「そうなんです。ですから戦闘で〈糸解〉を使う度に天衣は消耗されていきます。諸もろ刃はの剣つるぎということです。だから〈糸解〉だけに頼っては駄目なんです。で、でもっ」


  　そこでミシンちゃん少しだけ頬ほおを綻ほころばせた。


  「これで木綿もめん君だけに戦わせるんじゃなくて、私も一緒に戦えます。私と木綿君は二人で一人ですから。私ももう試合を見てるだけなんかじゃありません」


  「ミシンちゃん……」


  　それはあの喧けん嘩かの最中に思わず俺が言ってしまったことだ。


  　───『見てるだけのくせに偉そうに言うんじゃねぇよ！』


  　真面目なミシンちゃんはあの時の言葉をずっと気にしていたのだろう。


  　だからミシンちゃんにとって、とてつもなく恥ずかしかったはずのさっきの儀式だってやろうと決意したのかもしれない。


  　俺はそんなミシンちゃんの決意に応えたい。


  「わかった。諸刃の剣だってこと、ちゃんと覚えておく……でもこれで明日の決戦の準備はできたな」


  　うさ子さんとの特訓で僅わずかにだが体得した〈第六感〉。


  　ミシンちゃんが魂たましいを込めて作った天衣〈白はく鶴つる童どう子じ〉。


  　それに───秘奥義〈糸解〉。


  　こっちの持っている切り札は全部出しきらなければ勝てる見込みはない……。


  　だからこそ、うさ子さんとの一戦に心がたぎってくる。


  「ミシンちゃん、絶対勝とうな。俺と二人で───」


  「はいっ。私の目標は予選突破なんかじゃありません。もっと上。〈脱だつ衣えの儀ぎ〉での優勝です！　こんなとこでは立ち止まれませんっ」


  　志はあくまで高く、ミシンちゃんは力の込もった声で言いきった。


  　俺も頷うなずく。


  　さぁ準備はすんだ。あとはうさ子さんとの試合を待つのみだ。


  



  　───そして決戦前夜の夜は更けていった。


  第六章　最終決戦！　勝ち取れ本戦への道


  



  　予選大会最終日。


  　今日は三戦行われる予定となっており、そのうちすでに二戦は勝敗が決していた。


  　結果、チーム〈うさぷにシスターズ〉以外のチームは勝ち星二つで横並びになってしまった。


  　あとは俺たちのチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉とうさ子さんたちのチーム〈うさぷにシスターズ〉の試合が残されているだけだ。


  　勝てば本戦、負ければ敗退。


  　後がない戦いだった。


  「ちょっと心配だったけど、なんだかんだで仲直りできたみたいね。木綿もめん君、ミシン───この一戦、絶対に勝ってこいよ！」


  　控え室から出る際に、美び服ふく院いんさんに檄げきを飛ばされ俺たちは勇んで神楽殿へと向かった。


  　今日は勝ちに来ている。


  　美服院さんに言われるまでもなく、俺もミシンちゃんも負けるつもりはさらさらなかった。たとえ相手が予選大会東海ブロック最強の相手であってもだ。


  〈うさぷにシスターズ〉を打ち破り、目指すは本戦進出だ。


  　ミシンちゃん渾こん身しんの天てん衣い〈白はく鶴つる童どう子じ〉を身に纏まとい神楽殿へと上がった俺の前に、漆黒のエナメルボンデージスーツに身を包んだ凶悪な笑えみを浮かべたうさ子さん……いや、キリコが立ちふさがった。


  　互いの視線が交じり合った瞬間、俺の天衣に青いオーラが漲みなぎってくる。そして俺は緊張に震ふるえる拳こぶしをぎゅっと握りしめた。握った両手にはミシンちゃんとの絆きずなの繋つながりとも言える黒い手袋を嵌はめていた。


  「ふふっ。ふははははははっ。その天衣、真っ白で綺き麗れい。ねぇ、それ刻んであげるね？」


  　凶相の脱だつ衣い士しキリコは長い髪をたなびかせ、手にしたハサミの刃をべろりと舐なめた。


  「わたし、キリコ。仲良くしようねっ───ふふっ、ふははははっ」


  　ぎらつく瞳ひとみで俺を捉とらえて、キリコは名乗りを上げた。


  　こっちは微笑ほほえみで返す。


  「古ふる織おり木綿もめん、今日はあなたを倒しに来ました。特訓の成果をお見せしますっ」


  「特訓特訓っ。ふふっ、そんなの意味ないのに。ぜーんぶっ切り刻んであげる！」


  　お互い名乗りを上げて充分に見合った頃ころ。


  　審判の海え老び子こさんは軍配を掲げた。


  　俺は深く目を瞑つむった。


  　思い出せ───〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に関わって得た今までの全てのエロスを。


  　あいりんさんのメイド服姿。局つぼねさんのセクシーレオタード姿。


  　美び服ふく院いんさんの胸の柔らかさ、うさ子さんのバニースーツ姿───もっと、もっとだ。


  　心の中をエロい光景たちがよぎっていく。


  　そして何より俺の心をたぎらせるのは、パートナーであるミシンちゃんの存在。


  　暗くら闇やみの中、裸で抱きしめられたあの柔やわ肌はだの感触。


  　あの時のエロスよ！　蘇れ！


  　燃えろ！　俺のエロス!!　心のエロスは無限大だ!!


  　ごぉっと燃え盛る青い熱気が俺の天衣から龍りゆうのように巻き上がった。


  　天衣が持てる力の全てを解放している気がした。今までの戦いの中で最も心が燃えている。


  　内なるエロス、そしてミシンちゃんとの絆よ、俺に力を。


  　そう念じたその時、軍配は振り下ろされた。


  「両者、脱がし合い始めっ！」


  　ひりつくような緊張感の中、会場が震えるほどの歓声と共に───決戦の火ぶたは切って落とされた！


  　もはや相手の出方を窺うかがって立ち止まっている余裕はない。


  　俺は天てん衣いをはためかせて、ためらわずキリコに真正面から突撃する。二歩もあれば詰められる距離を俺は跳ねるバネのような勢いで飛びかかった。


  　一気に決めてみせる！


  「はぁっ───！」


  　暗あん器きとして袖そでの内に潜めていた鋭い扇子カッターを居合いのように抜き放ち、俺は体を捻ひねって回転の力を加えながらキリコの胸元へと滑り込ませようとした。


  「ふふっははははっ。無駄だよっ♪」


  　しかしそんな攻撃が通じるはずがなかった。


  　キリコもシザーホルスターから、瞬時に四丁のハサミを抜き放ち、それを両手でジャグリングしながら俺の扇子カッターを見事に弾はじき返した。


  　しかもそれだけでは終わらない。


  　扇子カッターを弾かれ体の軸がぶれた俺に対し、容赦なくハサミでの追撃を加える。


  「ぐっ……」


  　俺は足の筋が痛むのも承知で無理矢理ハサミの軌道から体を反らすと、そのまま側転して避よけ、さらに後ろへワンステップして逃げた。


  「これはすごい攻防です！　この予選大会でここまで切きり原はら選手と渡り合えた選手はほかにいたでしょうか！　まさに最終決戦に相応ふさわしい戦いとなりそうです！」


  　審判の海え老び子こさんが一瞬の攻防の間に実況を挟む。


  　その実況を聞きながら、俺は上がった息を整えていた。


  「はぁ……はぁ」


  　たった一度の攻防で神経ががりがりと削られる。


  〈木綿もめん君、特訓の成果が出てますよ。動きのキレがかなり上がってます。けど、体に負荷をかけた動きをすると後で響きますよっ〉


  〈糸い心しん伝でん針しん〉で頭に直接伝わるミシンちゃんの声もうわずっていた。冷静を装おうとしているが、キリコの戦い方を目の当たりにして息を呑のんでいるのだろう。


  〈後のことなんて気にしてらんないっての……。それにあのハサミの間合いがすっげぇ掴つかみ辛づらい。あんな曲芸みたいな動きしてんのに狙ねらいは正確すぎんだよな〉


  　こっちからも口を使わずミシンちゃんと意思疎通ができるので、キリコの動きに警戒しつつも俺たちは実戦の緊張感を共有していく。


  〈でもまだ全力の攻撃じゃない。今のはただの様子見……それに気をつけてください。ハサミは切り裂さくだけじゃなくて投とう擲てき武器としても使えます。既存の概念に縛られていると不意打ち喰くらいますよ〉


  「わかってるって！　でもそれはこっちも同じこと！」


  　ミシンちゃんとのやりとりの中に、次なる攻めのヒントを見つけた気がした。


  　俺は迂う回かいしながらキリコに接近する。


  　キリコはにたにた笑えみを浮かべつつも、その瞳ひとみの鋭さは俺の動き一つ一つを的確に観察しているようだった。


  「ざくり───ざくりざくりざくりざくり」


  　呪じゆ詛そのように不気味な呟つぶやきを続けているキリコは、接近する俺に対しふらっと体を一度大きく揺らしたかと思うといきなり飛びかかってきた。


  「ざっくざくにしてあげるっ。刻まれちゃえっ！」


  　まるで腕が四本に増えたかのような圧倒的な連撃だった。


  〈第六感〉を発揮するにはここしかない！


  　俺は脱だつ衣い力りよくを極限まで集中させる。


  　相手の攻撃を目で追うな───感じろ！


  　その瞬間。大観衆の声援も海え老び子こさんの実況すら遮断され、まるで時間が止まったかのような感覚に囚とらわれた。


  　そして体感する。キリコの次の動きが、一秒先だけど読める！


  「ここだ───っ」


  　俺は予想通りの動きをしてくるキリコの攻撃を紙一重で二撃までは躱かわし、それ以上は集中力が続かないと観念した。


  　けれど！


  「躱せないならっ！」


  　隠し持っていた二本のかんざしを咄とつ嗟さに引き抜くと、俺は正確にハサミめがけて投とう擲てきした。


  　キリコはまるで無数の腕があるように何丁ものハサミを振るうけど、それはそう見えるだけ。


  　腕は二本しかないに決まってる。


  　そしてジャグリングされるハサミは宙に飛ばされている瞬間がある。その時のハサミに俺は狙ねらいを定めたのだ。


  　ききんっと俺が投擲したかんざしはキリコの手から離れていた二本のハサミに命中し弾はじき飛ばす。


  　キリコの次の行動は、代わりのハサミをシザーホルスターから引き抜くか、弾かれたハサミを掴つかむためにそちらに気を割くか。


  　どちらにせよ、そこにつけ入る隙すきがある。


  〈私がやります！〉


  　そう言ってくれると思ってた。〈糸い心しん伝でん針しん〉の境地に達した俺達はもはや本当に二人で戦っている。


  　一心同体。ミシンちゃんの呼応と共に、両手が勝手に動く。


  　天あま縫ぬい技ぎ巧こう〈糸し解かい〉の発動。


  　糸による見えない攻撃。俺たちの奥の手だ。


  　黒い手袋を嵌はめた十指の先から、針が通された極細の糸が発射される。


  　糸はミシンちゃん以外把握不可能な複雑な動きを見せてキリコに向かう。


  　キリコは俺がかんざしの投とう擲てきで弾はじいたハサミを回収するわけでもなく、別のハサミを補充するわけでもなく、そのまま二本のハサミを両手に持ったまま俺への攻撃を続けようと両腕を振るっていた。


  　俺とキリコの距離は二メートルもない。


  　───いける！


  　キリコの攻撃が俺に到達する前に、〈糸し解かい〉の針と糸がキリコの天てん衣いを解体する。


  　そう確信したのに……。


  「ふんっ。なんかヤな感じっ」


  　不意にキリコがそう呟つぶやいたと同時に、常に浮かんでいた歪いびつな笑えみがキリコの顔から消えた。


  　攻撃が到達する前に、キリコはハサミをかなぐり捨てて両腕を交差させてガード姿勢をとりながら、だんっと地を蹴けって後方に飛んでいた。


  　キリコの両腕を包んでいた袖そでが一瞬にしてバラバラに切り刻まれる。


  〈糸解〉による攻撃が届いていたのだ。けれど完かん璧ぺきには決まらなかった。


  　キリコが後方に避よけた時、ぶちぶちっと俺の指から発射された糸が引き千切られる音が聞こえた。


  〈あの状況から糸を断った!?　どういう反射神経してるんですかっ！〉


  　ミシンちゃんの驚きよう愕がくする声に、俺の頬ほおにひと筋汗が流れた。


  　なんという才能と実力。おそらく〈第六感〉による超常の感覚を駆使して〈糸解〉を避けながらもこちらの糸を断ったのだろう。


  〈かなぐり捨てたように見えたハサミ。あれのせいで〈糸解〉の糸の動きに乱れができました。あんなことを咄とつ嗟さにやってのけるなんて……〉


  〈半端ねぇし、油断もできねぇって感じだな。しかも〈糸解〉の存在にはほぼ直感で気づいたみたいだしな。オートで危険察知とか野性の勘に近いんじゃねぇの〉


  　キリコは舞台ぎりぎりのところでそのしなやかな四肢をまるで豹ひようのように四つん這ばいにして、こっちに敵意をむき出しで警戒していた。


  「おっと、これは切きり原はら選手、両腕を一瞬のうちに脱がされてしまいました。古ふる織おり選手による目にも留まらない何かしらの攻撃があった模様です！　古織選手やや優勢か!?」


  　そう実況はされるけれど、こちらは自分の天衣の素材を削る諸もろ刃はの剣つるぎの奥の手を出したというのに、奪えたのは両袖だけ。


  　しかもキリコのことだ。〈糸解〉の存在とからくりにだいたい気づいたんじゃないだろうか。だからこそのあの警戒。


  　でもまだ負けてない。こっちは糸を切られ、天てん衣いの上着が若干薄くなるくらいに糸を消耗しただけだ。大したダメージじゃない。


  　しかもミシンちゃん渾こん身しんの天衣〈白はく鶴つる童どう子じ〉は凄すさまじい力を発揮しているのがわかる。練習用の作さ務む衣えと違って、体の内側からこみ上げてくる力が段違いだ。


  　俺は構えをとって、キリコと向かい合った。


  　緊張と焦りを拭ぬぐい去り、キリコの姿を凝視する。


  　両腕の布地がなくなり肌の露出が増えて、体を拘束していたボンデージから覗のぞく白い腕が俺のエロスをさらに高めてくれた。


  　そこで突如響き渡る爆発的な大歓声。


  　今まで息を呑のんで俺たちの戦いを見守っていた観客が一斉に拍はく手しゆ喝かつ采さいしたのだ。


  〈一流の脱だつ衣い士しは華やかに舞い、舞台の上で咲く。そうやって魅せる戦いをするものです。今の木綿もめん君はそれができてますっ〉


  　ミシンちゃんにそう言われ、俺は思わず頬ほおがほころびそうになった。


  　必死になっていて気づかなかったけれど、今の俺とキリコの戦いはこの名古屋ドームにいる何万人という人々を虜とりこにしていたようだ。


  　心が、いや全身が熱くなる───。


  「これはすごい盛り上がりです！　会場も両選手の戦いに引き込まれている模様！　古ふる織おり選手と切きり原はら選手、この拮きつ抗こうした力のぶつかり合いに目が離せませんっ」


  　熱の入った実況に合わせるように、俺も気合いを入れ直す。


  「まったく最高だな。でも、魅せ場はこれからだ！」


  　俺の体から蜃しん気き楼ろうのように立ち上っていた青い炎がさらに勢いを増す。


  　天衣からほとばしる強い想いエロスは会場の熱気にも呼応していた。


  　俺は猛烈にキリコを脱がしてやりたい！


  　キリコの体をじっくりと眺める。


  　てらてら光るエナメル素材の拘束衣に身を包み、ボディーラインをくっきりと浮かび上がらせるそのエロさ。豊満な胸にお尻しりの形まではっきりと見てとれる。スタイルは抜群だ。体中をベルトで縛り上げているところがまたＳＭチックでそそるポイントになっている。


  　───その天衣、必ず脱がしてみせる！


  　俺の昂たかぶる戦意に応えるように、キリコは警戒した四つん這ばいの状態からゆっくりと上半身を上げた。


  　そしてホルスターから一斉に十丁のハサミを引き抜いた。さっきの攻防で手放したハサミもいつの間にか回収している。抜け目ない。


  　そして十丁のハサミはしゃきん、しゃきんと鋭い音を響かせてキリコの体を取り囲むように飛び交っている。


  　あれでは近づくことさえできない。鋭いハサミは近づくもの全てを切り刻み、あらゆるものを拒もうとする。


  　凶刃が防御と猛撃とを同時に展開している。


  　キリコはにやりと笑えみを取り戻すと、凶気を漲みなぎらせたままに話しかけてきた。


  「君のさっきの技、おもしろかった。ふははははっ。びくびくって感じちゃったっ。あれ、なんていうの？」


  「秘密の奥義だけど名前だけなら教えてあげますよ。〈糸し解かい〉っていうんです」


  「〈糸解〉かぁ。ふふふふふっ。糸と針との攻撃、脱だつ衣い士しのやることじゃない。そっちの可愛かわいいお嬢さんの仕業かなぁ。……当たってる？」


  　キリコの視線がちらりと舞台脇わきのミシンちゃんへと向けられた。


  　さすがにそれには答える義理はないが、やっぱり見抜かれてたか。


  　キリコはさらに続ける。


  「でも私の〈裁さい断だん双そう技ぎ・十じつ式しき〉のほうがもっとすごいんだからっ。ふははははっ───私のハサミに切れないものはないんだもの♪」


  「それは怖こわいですね。できれば餌え食じきになりたくないんですけど」


  「だめーっ。だって私、今とっても楽しいもんっ。君のこと切り刻まなくちゃ気が済まない。ふふ、ふはははははははははははははははははははははははははははははっ」


  　口を裂さいて高らかに笑うキリコ。


  　俺はそれをただ睨にらみつけることしかできない。


  「ふはははははははははははははははははははあはっ────」


  　ぴたりと笑いが止まった。と、同時に凄すさまじい殺気が放たれる。


  　思わず足がすくみそうになる。


  「───ねぇ、もう刻んじゃってもいいよね？」


  　ついに全開の力を発揮してキリコが動いた。


  　目にも止まらないハサミ捌さばきを見せながらキリコが猛進。


  　十丁全てを防ぐことはできない。防ごうとすれば必ずどこかに隙すきが生まれてしまうだろう。そこをキリコは確実に突いてくる。


  　派手に見える連続攻撃も、止やむことのない猛攻も全ては一瞬の隙を作るためだけのフェイントにすぎないのだ。技の派手さに惑わされてはいけない。


  　キリコの狙ねらいを見極めるんだ。


  　決めの一手を予測しろ───！


  「はぁぁぁぁぁぁ！」


  　俺は思いきって真正面からキリコの懐めがけて飛び込んだ。


  　懐に入り込むまで三メートル。その距離は〈裁断双技・十式〉の前では絶望的な間合い。


  　けれどその絶望から目を背けず立ち向かわなければ、勝利をこの手に掴つかめない。


  　俺はもう一度、脱だつ衣い力りよくを集中させて〈第六感〉を発動させながらも、ミシンちゃんに呼びかける。


  〈ミシンちゃん───聞いてくれ。キリコは確実に俺を仕留められるトドメの一撃に全力を込めてくるはずだ。その時がきたら俺がこの手で勝負を決める！　だからそれまで〈糸し解かい〉でなんとか凌しのいでくれ！〉


  〈正面からキリコに突っ込むなんて無茶ですっ……けどっ！　木綿もめん君を信じますっ！　絶対今度こそ脱がしきってください！〉


  　真っ向から懐に飛び込んでくる俺を、キリコは容赦なく狙ねらう。


  　十丁のハサミが絶え間なく俺の天てん衣いを切り刻んでいく。


  　辛かろうじて〈第六感〉を発動させているお陰で、キリコの動きが読めるけれど、もはやその攻撃の凄すさまじさは予測できても完かん璧ぺきには避けられない。


  　天衣の至るところが切り刻まれ、はらはらと純白の布が散っていく。


  　本来ならすでに俺の天衣は見るも無惨に刻まれているところだ。


  　けれどそれが致命的なダメージにならないのは、ミシンちゃんによって俺の両手から繰り出されている〈糸解〉の糸のおかげだ。


  〈糸解〉は攻撃をするためだけの技じゃない。防御にも使える。


  〈裁さい断だん双そう技ぎ・十じつ式しき〉ほどの精密な動作が必要になる技にとっては、舞台上に無数に張り巡らされた糸は充分な障害になりえるのだ。


  　目を凝らした俺の視界には純白の糸がキリコを囲み、まるで複雑なあやとりでもしているかのように縦横無尽に張り巡らされて見えた。


  　加えて〈糸解〉はハサミと同時にキリコの体すら拘束しようとしていた。


  　体が動かなければ当然ハサミも振るえない。ミシンちゃんはそれも狙っていたが、決め手には欠けているようだ。


  　なぜなら、〈糸解〉による糸が猛烈な勢いでキリコの体を捕らえても、キリコのハサミによって糸は切断されてしまう。その繰り返しだからだ。


  　いつしか宙に白い糸くずが無数に舞っていた。


  　それはまるで純白の粉雪のように舞台を幻想的に彩っていく。


  　それを見るにつけても、さすがに俺の天衣には相当のダメージが蓄積されているはずだ。


  〈糸解〉による攻防は天衣を糸として解き、それを激しく消耗していく。


  　みるみる俺の天衣が薄く軽くなっていくのを感じた。


  　けれどここで引くわけにはいかない。スピードを上げ進み続けるしかない！


  「くっ……！」


  　キリコが初めて顔をしかめた。決められるはずのところを決め損ね苛いら立だっているのだ。


  　そこに活路が見えた。


  「いっっけぇぇ！」


  　ついに俺は腕をキリコの服へと伸ばす。


  　だが、その攻撃は最大の隙すきを生む。


  　それは以前、俺がうさ子さんからたった一度だけうさ耳を奪った時に自分で見み出いだしたことだ。


  　だからキリコも当然、俺が腕を伸ばした瞬間を狙ねらってくる。


  「ふふ、はははははっ♪」


  　ハサミを握り締めた二本の腕が、俺の体に振り下ろされる。


  　避けきれない。


  　だったら俺は───。


  　ぼろぼろになった純白の天てん衣いを脱ぎ、ばさりとキリコの眼前に投げつけた。


  　それはまるで闘牛士が荒れ狂う猛牛にマントを被かぶせるような一幕だった。


  　俺の脱ぎ捨てた上着は、完全にキリコの視界を純白一色に染めてしまっただろう。


  　相手の視界を奪ってしまえば、正確に攻撃もできないはずだ。


  　簡単なことだが、天衣という最も大切なものを脱ぎ去ることでしかそれは叶かなわなかった。


  　これぞ天ふ衣くを斬きらせて敵脱がす作戦！


  　これが、俺が唯一思いついた勝利の切り札だ。


  「なっ───にぃ！」


  　キリコは虚を突かれつつも、刹せつ那なの間で視界を覆おおった俺の天衣の上着を切り裂さいた。その判断と反射能力はさすがと驚嘆すべきところだ。


  　けどそれでもキリコはもう間に合わない。


  　俺の腕のほうが先に動いていた。


  「脱だつ衣い技わざ───脱がしの一手〈鶴かく翼よく〉！」


  　それは最初にミシンちゃんが俺を脱がした技。脱衣技の初歩中の初歩。けれど、相手の隙を突けば決め手にもなり得る技だ。


  　最後は俺の手でとミシンちゃんには伝えていた。


  〈糸し解かい〉の力を防御に回し、このチャンスを待っていたのだ。


  　優雅に舞う鶴つるのようになめらかに腕を動かし、俺はキリコのボンデージスーツの胸の隙すき間まへと手を差し込み、一気に裸体をむき出しにする！


  　はずだった────！


  「ふはははははははははははははははははははは！」


  　懐に飛び込まれ、すでに脱衣技がほぼ決まりかけている状況にありながらキリコは凄せい絶ぜつに口を裂いて笑っていた。


  「〈裁さい断だん双そう技ぎ・髪かみ業わざ〉───！」


  　その技の名を理解するのに〇・一秒もかからなかった。


  　長くなびいていたキリコのツインテールが瞬く間に硬化───いや、刃やいば化した。それはまさしく頭上から伸びている一丁の巨大バサミだった。


  　髪すらも武器にするなんて！


  〈あれはカッターウィッグ！　駄目ですっ！　避よけてくださいっ！〉


  　ミシンちゃんの必死の叫びに呼応して俺は最後の力を振り絞り〈第六感〉を発動させる。


  　時間が止まったかのような感覚。キリコの次の一手が読めた。


  　が、それを避けるには踏み込みすぎていた。それでも俺はあがき、なんとか一歩足を引いた。


  　ざくりっ───！


  　巨大バサミと化したウィッグが一刀のもとに俺の袴はかまを斬きり裂さいていた。


  　とっさに一歩だけでも引けたので、俺の最後の天てん衣い───赤ふんどしだけは残ったけれど、もう裸も同然。対抗できない。


  「ふふっ。はははははっ。もう、おしまいっ♪」


  　ぐるんっと勢いよくキリコが首を捻ひねって、トドメの二撃目を繰り出す。


  　もう無理だ……。


  　次の一撃は避けられない。そう観念しかけたその時、


  〈勝ちたいと願う意思！　それだけは私も木綿もめん君も一緒です！〉


  　ミシンちゃんが俺に強く呼びかける。


  　同時に黒い手袋をした両手が動いた。指の先から出ているのは赤い糸。


  〈もう俺には天衣はないのに！　どこから糸を！〉


  〈糸ならあります！　それもとっておきの布ぬの力ぢからが込もった、古ふる織おり神社のご神体！〉


  　そう───この期におよんで〈糸し解かい〉に使われていたのは俺の最後の一枚。ふんどしの糸だった。


  　たしかミシンちゃんはこのふんどしを初めて見た時、布力が強いと言っていた。あの時は意味がわからなかったが、今なら理解できる。


  　想いによって天衣の力が引き出せるなら、先祖代々ご神体として祀まつられ、多くの人から信仰の対象となった伝統の赤ふんどしがそんじょそこらの刃やいばに負けるはずがない！


  「なっっっっ、この糸───っ！」


  　赤い糸がキリコの首に巻きつき、さらには刃と化しているはずのウィッグにも絡みついて離さない。


  　その時にはすでに俺の体が動いていた。キリコは俺にはもうなんの力も残っていないと思っていただろうが。


  　でも違う。俺には、最後の最後まで諦あきらめを知らないミシンちゃんというパートナーとの絆きずながあった。


  　そして脱だつ衣い士しの家系に受け継がれてきた魂ふんどしも背負っていた。


  「ぜってぇぇぇ負けられるかよぉぉぉ───っ！」


  　エロスと絆きずなと魂ふんどしで───勝利を掴つかむ！


  「うぐっ……」


  　すでに決めの一手を放とうとしていたキリコは、急にそれを封じられ無防備となった。


  　今度こそ！


  「脱がして魅せるっ！」


  　俺は両腕をしなやかに振るって、キリコのボンデージスーツを脱がす。


  　大きく形のよい乳房が俺の手元でぷるんと弾はずむ。


  　そのまま黒いレースの下着をも軽やかに剥はぎ取った。


  　決まり手は───脱がしの一手〈鶴かく翼よく〉。


  　数万人という観客が一斉に息を呑のみ、一瞬の沈黙が生まれた。


  　その沈黙の中───。


  　エナメルボンデージ衣装がひらりと舞う。


  　そして舞台には、正真正銘、全裸となったキリコの姿があった。


  「あ……あぁ……」


  [image: ]


  　キリコの体から力が抜ける。


  　いや、その顔はキリコではなく、うさ子さんのものだった。


  　うさ子さんは顔を真っ赤にして体を隠すと、


  「あぅぅぅぅぅぅぅっ───！」


  　恥ずかしさがピークに達してその場にうずくまった。


  　舞台の上に最後まで立っていたのは俺だった。


  〈糸し解かい〉で糸を使ったせいで、アソコが見えるギリギリまで短くなったふんどしの裾すそが風にたなびいている。ふんどし一枚の差の勝利だった。


  　俺の拳こぶしの中には、まだ温かいうさ子さんの黒い下着があった。


  　俺はドームの天井に向かってその拳を振り上げて叫ぶ。


  「うさ子さんの裸、いただきましたあぁぁぁぁ！」


  「……はぐぅぅぅ。み、見られましたぁ……」


  　その瞬間、大歓声でドームが揺れた。今大会もっとも大きな喝かつ采さいだった。


  　その間に審判の海え老び子こさんが俺に正式に勝利宣言をしていたが、その声はいっさい聞こえてこなかった。


  　俺は勝負が決まると舞台から飛び下りミシンちゃんと顔を見合わせた。


  　ミシンちゃんは満面の笑顔を浮かべ、俺の体に飛びついてきた。


  「やりましたっ！　ホントに勝っちゃいましたよ、あのキリコに！」


  「二人で掴つかんだ勝利だ……最後に踏ん張ってくれたのはミシンちゃんだったし」


  「木綿もめん君こそ……ぼろぼろになってまで突き進む木綿君の姿があったから……だから諦あきらめなかったんです！　木綿君、上出来ですっ」


  　感極まって、ミシンちゃんはぽろぽろと涙を流している。


  　俺も同じくらい泣きたい気持ちだった。もちろん、嬉うれし泣きというやつだ。


  　でも俺の分までミシンちゃんがボロ泣きしてるから、俺は最後の最後まで観衆に笑顔を見せて退場することができた。


  



  　こうしてキリコとの激しい死闘は俺らの勝利で幕を下ろしたのだった。


  第七章　〈脱だつ衣えの儀ぎ〉予選大会閉幕


  



  　閉幕式は俺たちの試合の後すぐに行われた。


  〈脱衣の儀〉は服を脱がし合うというかなりエロい内容だけど、国を挙げた大祭であり歴史もある儀式なので式典なんかは厳おごそかなものだ。


  　数十人からなるお囃子はやしの演奏者と奉納の舞いを踊る巫み女こさんたち。


  　そして祝詞のりとをあげる宮ぐう司じ。


  　閉幕式は粛々と進められた。


  　不思議なものでライバルだったはずの別チームの選手たちも、こうして予選大会の終わりを迎えると互いになんだか親近感が湧わいていた。もとよりいがみ合ったり憎み合ったりして戦いに挑んでいるわけでもないから、当たり前なのかもしれないが。


  　美び服ふく院いんさんの提案で、閉幕式の後に一番広い控え室に選手全員が集まってちょっとした打ち上げというか、交流会みたいなものを始めた。


  　そこにはお菓子やジュース、中にはお酒なんかも並んでいて、


  「「かんぱーい！」」


  　と杯を上げ、皆でお互いの健闘をたたえ合った。


  　そんな中、美服院さんはぼろぼろに泣き崩れて目を腫はらしているミシンちゃんを、


  「かかっ、せっかく勝ったのに酷ひどい顔だな」


  　と茶化していた。


  「見ないでくださいよぉ……」


  　ミシンちゃんは恥ずかしそうに前髪で自分の目を隠す。


  「木綿もめん君もお疲れ。まぁ私の予想通り予選は楽勝だったよなー。このまま決勝まで頑張れ！　最後には私からこの体を使ったご褒ほう美びが待ってるかもよ」


  「美服院さんのそういう話にはもう騙だまされないですから。なんだかんだ言って誤ご魔ま化かすに決まってます。ていうかいっつも下ネタばっかり言ってるけど、ホントは美服院さんも処女なんじゃないんすか？」


  　勢いに任せた冗談のつもりだったのだけど、意外にも美服院さんは目を泳がせていた。


  　そして誤魔化すように手元のビールをごくごくと喉のどに流し込む。


  「そ、そんなわけないだろっ。童貞の君が私のこと見抜けるはずないし……。私みたいなさばさば系お姉さんキャラが処女とか超痛いじゃん」


  「だから美服院さん痛い人なのかなって……」


  「おいこら！　勝手に痛い人呼ばわりするな！　勝ったからって調子に乗んなよ！」


  「その必死に怒る感じが怪しい……あれ？　やっぱりお姫ひめ様は貞操を守るもんなんすかねぇ？」


  「だから私を姫って呼ぶな！　それと私は処女じゃないって言ってるだろ！」


  　ここはさらに問い詰めて、美び服ふく院いんさんの処女疑惑を追及しようと思ったのだが───何やら部屋の隅からしくしくと啜すすり泣く声が聞こえてきた。


  　見ればそこには、なぜかバニースーツ姿のうさ子さんが床に座り膝ひざを抱えて、震ふるえながらめそめそ泣いていた。


  　ちなみにうさ子さんの長髪ツインテールは刃やいば化から元通りのふわふわの髪に戻っている。


  　そんなうさ子さんを、ツギハギだらけの着ぐるみ姿のお姉さん・ぷに子さんと、ミシンちゃんが二人して慰なぐさめていた。


  「うっうっ……私、人前で裸なんかに……。もうお嫁に行けない。恥ずかしい……」


  　やっぱり相当こたえてるようだ。ここにいる俺以外の脱だつ衣い士しを全員裸にしていながら、自分が裸にされたことにこんなにも落ち込むとは。ツッコミどころ満載の状況だ。


  「大丈夫ですよ、キリコさんっ。キリコさんの裸、綺き麗れいでしたから……えっと、私と違ってなんていうか、ボンキュボンッ、でしたから」


  　ミシンちゃんなりに一生懸命慰めてるつもりのようだけど、なんかそうじゃない気がする。


  　俺は脱がした張本人としてどう声を掛けていいのか迷っていると、ぷに子さんが俺のほうへと歩いてきた。


  「……」


  　そして無言のままに俺の手を取ると、うさ子さんのもとへと連れていく。


  　ぷに子さんはぽんぽんとうさ子さんの肩を叩たたいた。


  　すると顔を上げた俺とうさ子さんの目がばっちり合って気まずいムードに。


  　うさ子さんの顔がみるみる赤くなっていく。


  　するとぷに子さんは無言のまま俺の手に一枚の紙を手渡した。


  　それは婚姻届と書かれた用紙だった。


  「……はぁ？　なんで婚姻届……？」


  「……」


  　ぷに子さんがうさ子さんの耳元で何やら囁ささやいている。


  　そして全てを聞き終えたうさ子さんは、おずおずと立ち上がって俺の顔を見つめてきた。


  「あ、あのっ。ぷに子姉ねえ曰いわく、裸を見られたんだから責任とって結婚してもらえば？　だそうです……けど……あの、私はその……木綿もめん君さえ……」


  　いやいやいやっ、いきなり結婚とかおかしいでしょ！


  　真面目な顔して迫ってくるうさ子さんに向かって、俺は婚姻届を手にしたままおろおろと助け船を求めていると───ぴたりとミシンちゃんと目が合った。


  　ミシンちゃんはむっとした表情で俺の手から婚姻届を奪い取る。


  「駄目です！　木綿もめん君は私のパートナーなんですから、勝手に求婚なんてしないでくださいっ。それに裸を見せたのは私のほうが先ですからっ」


  「ちょっと待て！　ミシンちゃん、何言ってんだよ！　俺、ミシンちゃんの裸なんて見た覚えなんてないからなっ。あれは暗くて見えなかったからノーカン！」


  「く、暗くて見えないところでお互い裸を見せ合う……もしかして二人はそういう仲……？」


  　うさ子さんがショックを隠せない様子でその場にふらりと崩れ落ちた。


  　あぁ、どうしよう。


  　妙な誤解を招いてしまってる。


  　こうして、賑にぎやかムードの中───俺だけ誤解を解くのに必死だったけれど、予選大会後の交流会の時間は過ぎていった。


  



  　かくして〈脱だつ衣えの儀ぎ〉は終わった。


  　ここ数日間の怒ど濤とうの試合から解放され肩の力がどっと抜けた気がした。


  　けれどもこれはまだ予選。これから俺らのチーム〈ゴールデンしゃちほこ〉と、チーム〈うさぷにシスターズ〉には本戦が控えている。


  　各地方ブロックの予選もぞくぞくとテレビで放送されていて、日本中で一気に燃え上がった〈脱衣の儀〉の熱はさらにその勢いを増している。


  　本戦は各ブロックの予選が全て終わる十一月から首都東京で開催されることが決まった。


  　東海ブロックの予選大会が行われたのが九月。それからの月日はあっという間に過ぎて、気がつけば季節が変わり本戦開始となる十一月を迎えていた。


  　美び服ふく院いんさんから渡されていた、東京行きの新幹線のチケットを手に、俺とミシンちゃんはいざ東京へと出発した。美服院さんはすでにあっちで待っているらしい。


  　たくさんの荷物の詰まった大きなトランクを手に、最寄り駅のホームで名古屋駅行きの電車を待つ。


  「そういえばさ……」


  　俺はベンチで隣に座ってジュースを飲んでいるミシンちゃんに話しかける。


  「なんですか？　おやつならちゃんと持ってきてますよ」


  　と言ってミシンちゃんは、天むすがたくさん入った袋を掲げて見せる。


  「天むすはおやつに入らないだろ。お菓子じゃないんだから」


  「それはどうでしょう。お茶請けには天むすが出る家もあるんですから、天むすもお菓子と言えるのではないでしょうか？」


  「そんなお茶請けあるかよっ！　……って、うぅん？　ある……かもな。っていうか、あったかもな」


  　何気ない会話の中で、俺の中の記憶の蓋ふたが開き始める。


  　そうだ。俺はミシンちゃんに聞いておきたいことがあったんだ。


  「俺さ。もしかしてだけどミシンちゃんに会ったことある？　その、だいぶ昔に」


  「な、なんの話ですか。唐突ですね……」


  「さっきのお茶請けに天むすってので思い出したんだけど、昔、じいちゃんと行った大きな神社で、ホントにあった気がするんだ、お茶と一緒に天むす出されたことが」


  「…………」


  「その時に小さな巫み女こさんと会ったんだ。名前は……思い出せないけど。ミシンちゃんと出会って以来、なぜかずっとその子の面影が頭の隅に引っかかってんだよな……あれってやっぱりミシンちゃんだったんじゃないのか？」


  　ミシンちゃんは驚いた表情のまましばし固まっていたが、やがて観念したように口を開いた。


  「覚えていたんですね……」


  　ということは、このおぼろげな思い出は俺の思い違いじゃなくて、実際、過去にミシンちゃんに会ってたってことか。


  「実は私、天あま縫ぬい家を家出して無断で予選大会に出場してたんです」


  「へ……？」


  　話題が思わぬほうへと急ハンドルを切ったので、俺は間抜けな声を上げてしまった。


  「だってミシンちゃんの家って代々お針はり子こ巫み女この家系だって言ってただろ？　どういうことだよ？」


  「本当のことを言います。木綿もめん君とパートナーを組むお針子巫女は、私じゃなくて私のお姉ちゃんのはずだったんです。それを私が姫ひめに頼んで無理やりに木綿君のこと奪っちゃったんです……」


  　驚きよう愕がくの事実を突き付けられてしまった。


  「な、なんでまたそんなことを……？」


  「だって……私、絶対に出たかったんです〈脱だつ衣えの儀ぎ〉に。……幼い頃ころからずっと修行を続けてきて、天てん衣い作りに一生を捧げる覚悟だったのに……それなのに本家は、お姉ちゃんが古ふる織おり家の脱だつ衣い士しとパートナーになることは昔から決まっていることだって言うから……」


  「で、そのことを美び服ふく院いんさんに相談したわけ？」


  「はい。そうしたら私に任せておけって言われました。それで、ホントに木綿君を連れてきてくれて───あの時はさすがに驚きました」


  　じゃあ俺がいきなり美服院さんに拉ら致ちられたことも。


  　隠れるように山ごもりして修行したことも。


  　全部、俺とミシンちゃんを大会直前まで隠しておくためだったのか。


  「驚いたのはこっちだっての。ミシンちゃんも大胆なとこあるな」


  　ミシンちゃんの〈脱だつ衣えの儀ぎ〉にかける気持ちは本当に強いものだったんだと、今さらながら気づかされた。そうか……だから、俺が試合を放棄して負けた時もあんなに怒ったのか。


  　まぁ、家出ってのはあまり感心しないけど。


  　そこら辺は美び服ふく院いんさんがうまいこと向こうの親御さんに説明してくれているものと信じたい。


  　そんな驚きよう愕がくの事実が明らかになったところで、ふと俺の頭に引っかかるものがあった。


  「いや、待てよ。そうするとミシンちゃんの家出の話と、さっき俺が話した昔ミシンちゃんに会ったことあるって話、なんか関係してるのか？」


  「確かに木綿もめん君は昔、私の家、天あま縫ぬい神社に来ています。古くから繋つながりのある家同士ですからね。軽く挨あい拶さつでもしようということになって、木綿君のおじいさまが幼い木綿君を連れてやってきたのです。実はその時、木綿君は私の姉───天縫マチと会うはずだったんですが……」


  「でもあの時、会ったのは確かにミシンちゃんだよな」


  「そうです。……実は私、姉さんに成り代わって自分こそがマチだと名乗り木綿君と会いました。そうすればいずれは木綿君のパートナーになれると思ったから……子供の浅知恵で。後でこっぴどく怒られましたけど……」


  　ミシンちゃんは潤んだ瞳ひとみでバツの悪そうな顔をしている。


  　そういえば……じいちゃん、俺に脱だつ衣い技わざを教えにやってきた時、ミシンちゃんの名前聞いて一瞬怪け訝げんな顔してたよな。あれは、本来の俺のパートナーと名前が違ってたからだったんだ。


  「幻滅しましたか……私はとんだ嘘うそつき女です」


  「幻滅なんてするはずないって。逆にすげぇなって感心した。ミシンちゃんのその執念があったからこそ、俺たちは今こうして出会えて、パートナーになれたんだろ？」


  「それはそうなのですが……いいんですか？　本当は姉さんのほうがよかったとか……」


  「知らないしな、ミシンちゃんの姉さんなんて。ただ言えるのは───俺はミシンちゃんがパートナーでよかった。それはホント」


  「わ、私も木綿君のこと初めて会った時から……っ」


  　ミシンちゃんが何か言おうとしているうちに、ちょうど電車がホームに入ってきてミシンちゃんの声は掻かき消えてしまった。


  　二人して電車に乗ると、ミシンちゃんの顔が真っ赤に染まっていた。


  　さっき何を言ったんだろう。


  　ミシンちゃんが恥ずかしそうにしているからなんだか聞くに聞けない雰囲気だ。


  　俺はふと、つり革を握っていた自分の左手を見て、その小指に結ばれた赤い糸を確かめる。


  　この糸があるかぎり、ミシンちゃんと俺はパートナーだ。そのことが今はとても大切なことに思えた。


  「くくっ」


  「どうかしましたか？」


  「別に。これからもよろしくって思ってたとこだよ」


  「そうですね。仕方ないですから。最後まで私が責任をもってパートナーでいてあげますよ」


  　ぐらっと電車が揺れて、ミシンちゃんは俺の服の袖そでを摘つまんだ。


  　それが今の俺とミシンちゃんの距離感だ。


  　こういうのもなんだか嬉うれしい、そんな感じがした───。


  



  　さぁ、東京の本戦ではどんな戦いが待っているのか。


  　俺は隣にミシンちゃんの存在を感じつつ胸を高鳴らせたのだった。


  あとがき


  



  　はじめまして、またはお久しぶりです。


  　前作からかなり間があいてしまいましたが、新作を出すことができました。これでしばらくラノベ作家を名乗っていられるなと思っています。


  　今作は脱衣をテーマにしていますが、発想の原点は実は格闘ゲームです。


  　とあるゲームセンターで格ゲーをしている他人のプレイをぼんやりと見ていた際に、女の子キャラの服が燃えたり破れたりしたら面白いんじゃないか。と思いつきまして、それをもとに脱衣バトルものの企画を作ってみました。最初はこんなキワモノな企画無理かな、と予想していましたが、そこはガガガ文庫の凄すごいところ。脱衣バトルもの書いてもオッケーと許可が下りたので嬉き々きとして書きました。楽しかったです。


  　これはガガガっぽい作品だなー、などと言ってもらえたら嬉うれしい限りです。


  　……。あとがきも久しぶりなのでなに書いていいか戸惑いますね。話題尽きちゃいましたよ。


  　でもまだページも余っていることですし。


  　今作を書くにあたって一番テンションの上がった瞬間の話でもしてみたいと思います。


  　それは表紙イラストを初めて見た時です。


  　凛りんとして可愛かわいらしいヒロインと、ふんどし姿の主人公の後ろ姿。


  　なんて思いきった表紙イラストなんだと感銘を受けました。笹ささ森もり先生もまさかふんどし描かされるだなんて思ってもみなかったことでしょう。ただただ感謝です。


  　そんなわけで、最後になりましたが謝辞を。


  　編集部をはじめ、制作に関わっていただいた多くの皆様、素敵なイラストを描いてくださった笹森トモエ様、心から感謝しています。


  　そしてなにより読者の皆様、読んでいただきありがとうございます。


  　それでは、また読者の皆様とお会いできますように。


  
    大おお谷たに 久ひさ

  


  大谷　久


  Hisa Ootani


  



  名古屋出身、札幌在住。


  脱がしたいコスチュームは看護服（コスプレ用不可）。あと、女の子のメガネを外してみたいです。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  脱衣伝
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